
茨城県教育財団文化財調査報告第３１７集

大

谷

貝

塚

下

巻

茨
城
県
教
育
財
団
文
化
財
調
査
報
告
第
３１７
集

財
団
法
人
茨
城
県
教
育
財
団

国道１２５号大谷バイパス建設事業
に伴う埋蔵文化財調査報告書２

下 巻

平 成 ２１ 年 ３ 月

茨 城 県 竜 ヶ 崎 土 木 事 務 所

財 団 法 人 茨 城 県 教 育 財 団

大 谷 貝 塚



茨城県教育財団文化財調査報告第３１７集

国道１２５号大谷バイパス建設事業
に伴う埋蔵文化財調査報告書２

下 巻

平 成 ２１ 年 ３ 月

茨 城 県 竜 ヶ 崎 土 木 事 務 所

財 団 法 人 茨 城 県 教 育 財 団

おお や かい づか

大 谷 貝 塚



－下 巻－

２ 弥生時代の遺構と遺物 ………………………………………………………………………………………４２５

� 竪穴住居跡 …………………………………………………………………………………………………４２５

� 土坑 …………………………………………………………………………………………………………４４８

３ 古墳時代の遺構と遺物 ………………………………………………………………………………………４５０

� 竪穴住居跡 …………………………………………………………………………………………………４５０

� 古墳 …………………………………………………………………………………………………………４７９

� 土坑 …………………………………………………………………………………………………………４８６

４ 平安時代の遺構と遺物 ………………………………………………………………………………………４９０

� 竪穴住居跡 …………………………………………………………………………………………………４９０

� 竪穴建物跡 …………………………………………………………………………………………………４９４

� 火葬墓 ………………………………………………………………………………………………………５０７

� 土坑 …………………………………………………………………………………………………………５０８

� 周溝跡 ………………………………………………………………………………………………………５１２

� 溝跡 …………………………………………………………………………………………………………５１４

５ 中世・近世の遺構と遺物 ……………………………………………………………………………………５１６

� 土坑墓 ………………………………………………………………………………………………………５１６

� 周溝跡 ………………………………………………………………………………………………………５１７

� 塚 ……………………………………………………………………………………………………………５１９

� 溝跡 …………………………………………………………………………………………………………５２１

� 道路跡 ………………………………………………………………………………………………………５２８

６ その他の遺構と遺物 …………………………………………………………………………………………５３２

� 土坑 …………………………………………………………………………………………………………５３２

� 遺構外出土遺物 ……………………………………………………………………………………………５３９

第４節 まとめ ………………………………………………………………………………………………………５６２

付 章

１ 大谷貝塚出土の縄文時代前期人骨について ………………………………………………………………５７１

２ 大谷貝塚出土の縄文時代人骨の自然科学分析について …………………………………………………５７６

３ 大谷貝塚の土壌サンプルから得られた貝類遺体（予報）…………………………………………………５７８

４ 大谷貝塚の貝層サンプルから得られた動物遺体 …………………………………………………………５９１

写真図版

抄録

目 次



２ 弥生時代の遺構と遺物

今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡１４軒，土坑９基である。以下，それぞれの遺構の特徴

と出土した遺物について記述する。なお，確認した９基の土坑の内，出土した遺物が少なく，時期を判断で

きない土坑７基については，出土遺物，形状，重複関係，覆土の様相などの総合的な所見から，当時代に属

すると判断し，長径１５０�以上のものをＡ類，長径１００�以上１５０�未満のものをＢ類，長径１００�未満のもの

をＣ類，長径１００�未満の柱穴状のものをＤ類，方形及び長方形のものをＥ類と５類に分類した。

これらの土坑については，実測図と土層解説だけを掲載する。

� 竪穴住居跡

第４号住居跡（第３２５図）

位置 調査区北部のＤ４ｇ９区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２・５５・５６・５７・６３号土坑を掘り込み，第１号住居に掘り込まれている。第５４号土坑と平面的に

重複しているが，先後関係は不明である。

規模と形状 西側が第１号住居に掘り込まれ，南側が削平されているため，確認できた長軸は４�５４ｍ，確認で

第３２５図 第４号住居跡・出土遺物実測図

―４２５―



きた短軸は４�００ｍで，本来は長軸５�７０ｍ，短軸４�２０ｍほどで，主軸方向がＮ－３３°－Ｅの隅丸長方形と推測で

きる。壁高は７～９�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側は踏み固められている。

炉 中央部から北東に偏った壁際に位置する地床炉である。長径６０�，短径５５�の楕円形で，床面を皿状に１２

�掘りくぼめている。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ５４～５７�で，主柱穴と考えられる。想定される北側の主柱穴は，第２号土

坑の覆土を掘り込んでいた可能性があるが，確認できなかった。

覆土 単一層。周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片４点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片３９点，土器片錘２点，剥片２点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から後期と推測できる。

第６号住居跡（第３２６・３２７図）

位置 調査区北部のＤ５ｈ２区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第８７・１１６号土坑を掘り込み，第７４号土坑・第１号墳に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第１号墳に掘り込まれ，西側が削平されているため，確認できた長軸は４�６３ｍ，確認でき

た短軸は５�００ｍで，本来は１辺５�１０ｍほどで，主軸方向がＮ－２０°－Ｗの方形と推測できる。壁高は２０～４０�

で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際及びコーナー部付近を除いて踏み固められている。

炉 中央部のやや西寄りに位置する地床炉である。長径１１２�，短径１０４�の不整楕円形で，床面を皿状に２３�

掘りくぼめている。明瞭な火床面は確認できなかった。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ６０�で，出入り口施設に関連するピット，Ｐ２は深さ１６�，Ｐ３は深さ３５�で，

柱穴と考えられる。

覆土 単一層。周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

炉土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック多量

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

炉土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４号住居跡出土遺物観察表（第３２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP８７３ 弥生土器 甕 － （２�９） － 石英・長石 灰褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を羽状構成に施文 覆土

―４２６―



遺物出土状況 弥生土器片１６０点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文

土器片３６６点，土器片錘３点，土器片円盤１点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から中期末葉から後期初頭である。

第３２６図 第６号住居跡実測図

第６号住居跡出土遺物観察表（第３２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４１２ 弥生土器 甕 ［２２�０］（２１�３） － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 頸部
のくびれに強いナデ跡が残る 床面 ３０％ PL５２

４１３ 弥生土器 甕 － （ １�２）［５�４］ 石英・長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 横位回転の付加条を施文 底部布目痕 覆土 ５％

TP８７６ 弥生土器 甕 － （ ３�５） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部は２本櫛歯の平行沈線文を横位に巡ら
す 口唇部上端に横位回転の付加条を施文 床面

TP８７７ 弥生土器 甕 － （ ５�６） － 石英・長石 にぶい橙 普通 頸部は４本櫛歯の連弧状のモチーフを描出
胴部は横位回転の付加条一種付加１条を施文 床面

―４２７―



第８号住居跡（第３２８図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ４区で，標高２５�３ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号溝，第７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 西側の一部と東側が第１号溝，第７号住居に掘り込まれているため，確認できた長軸は４�４２ｍで，

本来は長軸４�７０ｍほど，短軸４�４６ｍで，主軸方向がＮ－６１°－Ｗの長方形と推測できる。壁高は３～８�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット Ｐ１は深さ７７�で，出入り口施設に関連するピットと考えられる。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１９点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片２０７点，土器片錘１点，混入した土師器片３点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から中期後葉である。

第３２７図 第６号住居跡出土遺物実測図

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第８号住居跡出土遺物観察表（第３２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP８７８ 弥生土器 甕 － （２�５） － 石英・長石 にぶい褐 普通 胴部は横位回転の付加条を施文 覆土

TP８７９ 弥生土器 甕 － （３�２） － 石英・長石 褐 普通 胴部は３本櫛歯で連弧状のモチーフを描出
地文は横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

―４２８―



第１０号住居跡（第３２９図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ７区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号溝に掘り込まれている。北コーナー部は調査区域外に延びている。

規模と形状 北側が調査区域外に延び，南側が第１号溝に掘り込まれているため，確認できた長軸は３�５６ｍ，

確認できた短軸は３�４６ｍで，本来は長軸４�２０ｍ，短軸３�５０ｍほどで，主軸方向がＮ－１５°－Ｗの長方形と推測

できる。壁高は８～１８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

炉 中央部に位置する地床炉である。長径５８�，短径４８�の楕円形で，覆土は確認できず，火床面は床面と同

じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ４１～６８�で，主柱穴と考えられる。南西側の主柱穴は，第１号溝の構築に

よって失われている。

第３２８図 第８号住居跡・出土遺物実測図

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量

―４２９―



覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１０点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片１００点，混入した土師器片１点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から中期末葉から後期初頭である。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３２９図 第１０号住居跡・出土遺物実測図

第１０号住居跡出土遺物観察表（第３２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

６２７ 弥生土器 甕 － （９�０） － 石英・長石・雲母
にぶい
黄橙

普通
頸部に６本櫛歯による縦位・横位の平行沈線文で方形区画を
形成 区画内に鋭い先端の棒状工具で斜格子目状のモチーフ
を描く 胴部は横位回転の付加条一種付加１条を施文

覆土 １０％ PL５２

TP８８１ 弥生土器 甕 － （３�２） － 石英・長石 にぶい橙 普通 折り返し口縁部 横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

TP８８２ 弥生土器 甕 － （２�０） － 石英・長石 にぶい橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部木葉痕 覆土

―４３０―



第１３号住居跡（第３３０図）

位置 調査区東部のＤ４ｊ０区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１３０号土坑を掘り込み，第１５０号土坑と重複しているが，先後関係は不明である。北東側は撹乱で

削平されている。

規模と形状 北東側が撹乱で削平されているため，長軸３�５６ｍ，確認できた短軸は３�００ｍで，本来は短軸３�４０

ｍほどで，主軸方向はＮ－５４°－Ｗの方形と推測できる。壁高は１６～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，炉を取り囲む中央部付近は踏み固められている。

炉 中央部の北西寄りに位置する地床炉である。長径１５１�，短径５０�の楕円形で，覆土は確認できず，火床

面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

第３３０図 第１３号住居跡・出土遺物実測図

―４３１―



ピット １か所。Ｐ１は深さ２２�で，出入り口施設に関連するピットと考えられる。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１６点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片５８点，敲石１点，混入した土師器片１点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から中期末葉から後期初頭である。

第１４号住居跡（第３３１～３３３図）

位置 調査区東部のＥ６ａ２区で，標高２５�３ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 北東側は撹乱で削平されている。

規模と形状 長軸６�４１ｍ，短軸４�０２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は２５～２７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側が踏み固められている。

炉 中央部に位置する地床炉である。長径７７�，短径５０�の楕円形で，床面を皿状に１５�掘りくぼめている。

火床面は第１層の下面で，火熱を受けて赤変硬化している。覆土の第２～４層は掘り方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６０～６４�で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ５６�で，出入り口施設に関

連するピットと考えられる。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片２７９点（広口壺２点，甕２７７点），台石１点，敲石１点が，覆土中層から下層にかけ

て散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片１９７点，土器片錘１点，剥片４点，混入した土

師器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から後期前葉である。

ピット土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

炉土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

２ 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量

第１３号住居跡出土遺物観察表（第３３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP８８６ 弥生土器 甕 － （５�５） － 石英・長石 灰褐 普通 横位・斜位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

TP８８７ 弥生土器 甕 － （２�７） － 石英・長石 にぶい橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

―４３２―



第３３１図 第１４号住居跡実測図

第１４号住居跡出土遺物観察表（第３３２・３３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４２９ 弥生土器 甕 － （７�０） ９�０ 石英・長石 にぶい黄橙 普通 横位・斜位回転の付加条一種付加１条を施文
底部木葉痕 覆土 ２０％

４３０ 弥生土器 甕 － （９�５） ７�０ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部
木葉痕 覆土下層 ２０％

４３１ 弥生土器 甕 ［２５�６］（１９�０） － 石英・長石・雲母 橙 普通
折り返し口縁 口唇部・胴部に横位回転の付
加条一種付加１条を施文 頸部は６本櫛歯の
平行沈線を縦２列，横６段の梯子状に施文

覆土
TP８８８と同一
個体 １５％
PL５２

４３２ 弥生土器 甕 ［１４�６］（８�５） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 折り返し口縁 口唇部・胴部に横位回転の付
加条一種付加１条を施文 頸部は無文 覆土下層 １５％

―４３３―



第３３２図 第１４号住居跡出土遺物実測図�

―４３４―



第３３３図 第１４号住居跡出土遺物実測図�

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４３３ 弥生土器 甕 ［１５�９］（ ７�１） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 折り返し口縁 口唇部上端に横位回転の付加
条一種付加１条を施文 頸部は無文 覆土下層 １０％

４３４ 弥生土器 甕 ［１５�６］（ ５�５） － 石英・長石・雲母 灰褐 普通 折り返し口縁 口唇部上端に横位回転の付加
条一種付加１条を施文 頸部は無文 覆土下層 １０％

４３５ 弥生土器 甕 － （ ４�６）［１１�４］石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部
木葉痕 覆土 １０％

４３６ 弥生土器 甕 － （ ２�２）［ ７�２］石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部
木葉痕 覆土 １０％

TP８８８ 弥生土器 甕 － （１０�０） － 石英・長石・雲母 橙 普通
頸部は６本櫛歯の平行沈線を縦２列，横３段
以上の梯子状に施文 胴部は横位回転の付加
条一種付加１条を施文

床面
４３１と同一
個体

TP８８９ 弥生土器 甕 － （ ６�８） － 石英・長石 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土下層

TP８９０ 弥生土器 甕 － （ ８�８） － 石英・長石 にぶい橙 普通 横位・斜位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

TP８９１ 弥生土器 甕 － （ ５�１） － 石英・長石 灰黄褐 普通 頸部は５本櫛歯の平行沈線を鋸歯状に施文
胴部は横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

TP８９２ 弥生土器 甕 － （ ２�５） － 石英・長石 黒褐 普通 折り返し口縁 横位回転の付加条一種付加１
条を施文 覆土

―４３５―



第１５号住居跡（第３３４図）

位置 調査区中央部のＥ５ｅ１区で，標高２４�７ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第１３１・１３２・１５３・１５５号土坑を掘り込み，第１号周溝に掘り込まれている。東側と南側は斜面で削

平されている。

規模と形状 西側が第１号周溝に掘り込まれ，東側と南側が斜面で削平されているため，確認できた南北軸

は，３�４４ｍ，確認できた東西軸は３�５５ｍで，本来は長軸４�００ｍ，短軸は３�５０ｍほどで，主軸方向がＮ－１°－

Ｗの長方形と推測できる。壁高は６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，２か所の炉とＰ１に囲まれた範囲が踏み固められている。

炉 ２か所。炉１は中央部の北寄りに位置し，長径３３�，短径３０�の円形である。炉２は炉１から８６�東側に

位置し，径３１�の円形である。炉１・炉２ともに覆土は確認できず，火床面は床面と同じ高さで，火熱を受け

て赤変硬化している。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ３２�で，出入り口施設に関連するピットの可能性がある。Ｐ２は深さ２９�で，性

格は不明である。

覆土 ２層に分かれ，層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

所見 時期は，重複関係から縄文時代中期以降，古墳時代後期までと推測できるが，平面形が長方形で，内部

施設として炉を有していること，当遺跡で確認された住居跡の様相から，弥生時代後期の可能性が高い。

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

第３３４図 第１５号住居跡実測図

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２５ 台石 ２４�７ １７�１ ９�８ ５３６０�０ 砂岩 両面の中央部付近に痘痕状の凹み 覆土 PL５４

Ｑ２２６ 敲石 ８�３ ９�５ ３�０ ３１９�１ 砂岩 側縁部に敲打痕 覆土下層

―４３６―



第１６号住居跡（第３３５図）

位置 調査区中央部のＥ５ａ２区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１６４・１６７・１６８・１６９・１７０号土坑を掘り込んでいる。北側と西側は撹乱で削平されている。

規模と形状 北側と西側が撹乱で削平されているため，確認できた長軸は４�４８ｍ，確認できた短軸は４�２１ｍで，

本来は長軸５�００ｍ，短軸は４�３０ｍほどで，主軸方向がＮ－３２°－Ｗの楕円形と推測できる。壁高は５�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ５は深さ２４～５７�で，柱穴と考えられる。Ｐ６は深さ２９�で，性格は不明である。

覆土 単一層。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 弥生土器片２１点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片１６点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から後期前葉である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第３３５図 第１６号住居跡・出土遺物実測図

―４３７―



第１８号住居跡（第３３６図）

位置 調査区中央部のＥ５ａ６区で，標高２５�３ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２・６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北側が第２・６号溝に掘り込まれているため，確認できた長軸は５�８２ｍで，本来は長軸６�１０ｍほ

ど，短軸４�８４ｍで，主軸方向がＮ－３３°－Ｗの長方形と推測できる。壁高は２３～３４�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

炉 ２か所。炉１は中央部の北寄りに位置する地床炉である。長径７０�，短径５７�の楕円形で，床面を皿状に

１０�掘りくぼめている。火床面は第１層の下面で，火熱を受けて赤変硬化している。炉２は炉１の南側に近接

し，長径５０�，短径３５�の楕円形で，床面を皿状に８�掘りくぼめている。火床面は第１層の下面で，火熱を

受けて赤変硬化している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４９～６６�で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ４５�で，出入り口施設に関

連するピットと考えられる。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片３１点（甕）が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で出土している。その他，

流入した縄文土器片４３点，土器片錘１点，混入した土師器片６点，土師質土器片２点も出土している。また，

南コーナー部と東側の床面直上から，焼土塊と炭化材がまとまって出土している。

所見 時期は，土器片の様相から後期前葉である。２基の炉は造り替えではなく，規模から炉１が主炉，炉２

が副炉として，同時に使用されていたと考えられる。南コーナー部を中心に，焼土塊と炭化材が出土している

が，それらは量的に少なく，床や壁に火熱を受けた痕跡も認められないため，上屋などが焼失した可能性は低

いと考えられる。

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材多量，ローム粒子微量

第１６号住居跡出土遺物観察表（第３３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP８９３ 弥生土器 甕 － （７�４） － 石英・長石 灰黄褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

TP８９４ 弥生土器 甕 － （２�７） － 石英・長石 黒 普通 ４本櫛歯の波状文を横位に施文 覆土

第１８号住居跡出土遺物観察表（第３３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP８９５ 弥生土器 甕 － （４�２） － 石英・長石 灰黄褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土

TP８９６ 弥生土器 甕 － （２�６） － 石英・長石 にぶい黄橙 普通 ４本櫛歯で連弧状のモチーフを描出 覆土

TP８９７ 弥生土器 甕 － （２�６） － 石英・長石 にぶい黄褐 普通 ２段の刺突文を巡らす 横位回転の付加条一
種付加１条を施文 覆土

TP８９８ 弥生土器 甕 － （２�８） － 石英・長石 にぶい橙 普通 折り返し口縁 横位回転の付加条一種付加１条を施
文 頸部は最低でも３本櫛歯の平行沈線を巡らす 覆土

―４３８―



第３３６図 第１８号住居跡・出土遺物実測図

―４３９―



第２１号住居跡（第３３７図）

位置 調査区中央部のＥ５ｅ８区，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３号建物跡を掘り込み，第１号墳に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第１号墳に掘り込まれているため，確認できた南北軸は１�７４ｍで，本来は南北軸４�２０ｍほ

ど，東西軸４�８３ｍで，主軸方向がＮ－２１°－Ｗの長方形と推測できる。壁高は１０～１２�で，外傾して立ち上が

っている。

床 ほぼ平坦である。

炉 北西コーナー寄りに位置する地床炉である。長径７０�，短径４５�の楕円形で，床面を皿状に８�掘りくぼ

めている。明瞭な火床面は確認できなかった。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片５点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片７３点，混入した土師器片１４点，須恵器片１点が出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，重複関係から古墳時代後期以前と推測できるが，平面形

が長方形で，内部施設として炉を有していること，当遺跡で確認された住居跡の様相から，弥生時代後期の可

能性が高い。

炉土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 明 褐 色 ロームブロック少量

第３３７図 第２１号住居跡実測図

―４４０―



第２５号住居跡（第３３８図）

位置 調査区中央部のＥ５ｃ８区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２６３号土坑を掘り込み，第２号建物，第３号道路に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１８ｍ，短軸４�０４ｍの方形で，主軸方向はＮ－３１°－Ｅである。壁高は８～１５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット ５か所。Ｐ１は深さ３０�，Ｐ２は深さ４５�で，柱穴と考えられる。Ｐ３～Ｐ５は深さ２５～５２�で，性

格は不明である。

第３３８図 第２５号住居跡・出土遺物実測図

―４４１―



覆土 ５層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１８点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片５点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から後期と推測できる。

第２６号住居跡（第３３９図）

位置 調査区東部のＥ６ａ５区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３４５号土坑を掘り込み，第１１号住居に掘り込まれている。北東側は調査区域外に延びている。

規模と形状 西側が第１１号住居に掘り込まれ，北東側が調査区域外に延びているため，確認できた南北軸

は，２�３２ｍ，確認できた東西軸は１�５７ｍで，方形ないし長方形と推測できる。壁高は１２�で，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦である。

炉 南東コーナー寄りに位置する地床炉である。確認できた長径は４６�で，本来の長径は９０�ほど，短径７０�

の楕円形と推測できる。覆土は確認できず，火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ４７�，Ｐ２は深さ５５�で，性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

第３３９図 第２６号住居跡実測図

第２５号住居跡出土遺物観察表（第３３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４５８ 弥生土器 甕 － （１�９）［１０�６］石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ヘラナデ 底部木葉痕 覆土 ５％

―４４２―



覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 流入した縄文土器片３点が出土している。

所見 時期は，重複関係から縄文時代中期以降，古墳時代中期までと推測できるが，平面形が方形ないし長方

形で，内部施設として炉を有していること，当遺跡で確認された住居跡の様相から，弥生時代後期の可能性が

高い。

第２７号住居跡（第３４０・３４１図）

位置 調査区中央部のＥ５ｃ５区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２７５・２８６・３１８・３１９号土坑を掘り込み，第２号周溝に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第２号周溝に掘り込まれているため，長軸４�５５ｍ，確認できた短軸は２�９７ｍで，本来は短

軸は３�００ｍほどで，主軸方向はＮ－５０°－Ｅの長方形と推測できる。壁高は５～３０�で，直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際及び南コーナー部付近を除いて踏み固められている。

炉 中央部のやや北西寄りに位置する地床炉である。長径５４�，短径４１�の楕円形で，床面を皿状に１２�掘り

くぼめている。明瞭な火床面は確認できなかった。

ピット ６か所を確認した。Ｐ１～Ｐ４は深さ１８～５３�で，柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片３３１点（甕），土製品１点（紡錘車）が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で

出土している。その他，流入した縄文土器片３３点，磨製石斧１点，剥片３点，混入した土師器片３点も出土し

ている。

所見 時期は，出土土器から後期前葉～中葉である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

３ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

炉土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

ピット土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ にぶい褐色 ロームブロック中量

４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２７号住居跡出土遺物観察表（第３４０・３４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４５９ 弥生土器 甕 ［１６�６］（１９�８）［１０�９］石英・長石・雲母 にぶい橙 普通
折り返し口縁 口唇部上端・胴部に横位回転の
付加条一種付加１条を施文 頸部は４本櫛歯の
平行沈線を縦８列以上，下端で波状に施文

覆土下層 ４０％ PL４７

４６０ 弥生土器 甕 １５�２（１３�７） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通
折り返し口縁 口唇部・胴部に横位回転の付
加条一種付加１条を施文 頸部は無文で，下
端に３本櫛歯の平行沈線を巡らす

覆土中層 ３０％

４６１ 弥生土器 甕 １４�６（ ８�５） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口唇部・胴部に横位回転の付加条一種付加１
条を施文 覆土中層 ２０％

４６２ 弥生土器 甕 － （ ４�５）１０�２ 石英・長石 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部
木葉痕 覆土中層 １０％

―４４３―



第３４０図 第２７号住居跡・出土遺物実測図

―４４４―



第３４１図 第２７号住居跡出土遺物実測図

―４４５―



第２９号住居跡（第３４２図）

位置 調査区中央部のＥ５ｂ４区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２号周溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６２ｍ，短軸３�３５ｍの方形で，主軸方向はＮ－５２°－Ｅである。壁高は１０～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ４６�，Ｐ２は深さ４７�で，性格は不明である。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考え

られる。

遺物出土状況 弥生土器片９点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片３点，混入した土師器片１点も出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から後期と推測できる。

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４６３ 弥生土器 甕 － （ ６�１） ６�７ 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 横位・斜位回転の付加条一種付加１条を施文
底部木葉痕 強い指頭ナデ 覆土中層 １０％

４６４ 弥生土器 甕 － （ ４�６）［９�４］石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 縦位・横位回転の付加条一種付加１条を羽状
構成に施文 底部木葉痕 覆土中層 １０％

４６５ 弥生土器 甕 － （ ２�８）［７�０］石英・長石・雲母 黄橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部
布目痕 覆土中層 １０％

TP９０９ 弥生土器 甕 － （１８�１） － 長石 橙 普通 横位・斜位の付加条一種付加１条を施文 覆土下層

TP９１０ 弥生土器 甕 － （ ９�８） － 石英・長石 浅黄橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土中層

TP９１１ 弥生土器 甕 － （１２�４） － 石英・長石 明赤褐 普通 横位・斜位の付加条一種付加１条を施文 覆土下層

TP９１２ 弥生土器 甕 － （ ６�２） － 長石 橙 普通 横位回転の付加条一種付加２条を施文 覆土下層

TP９１３ 弥生土器 甕 － （ ７�０） － 長石 暗灰黄 普通 ６本櫛歯の平行沈線を縦２列，横２段以上の
梯子状に施文 覆土中層

TP９１４ 弥生土器 甕 － （ ４�８） － 石英・長石 橙 普通 ４本櫛歯の平行沈線を縦４列以上，頸部下端に巡ら
し，胴部は優位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土中層

TP９１５ 弥生土器 甕 － （ ４�１） － 石英・長石 にぶい橙 普通 折り返し口縁 無文 覆土

TP９１６ 弥生土器 甕 － （ ３�０） － 石英・長石 橙 普通 ２本櫛歯の平行沈線で弧状のモチーフを描く 覆土

TP９１７ 弥生土器 甕 － （ ４�１） － 石英・長石 明赤褐 普通 ２本櫛歯の平行沈線を巡らす 覆土

TP９１８ 弥生土器 甕 － （ ３�５） － 石英・長石 にぶい橙 普通 鋸歯状に沈線を施文 覆土

TP９１９ 弥生土器 甕 － （ ３�５） － 石英・長石 明赤褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土下層

TP９２０ 弥生土器 甕 － （ ３�４） － 石英・長石 にぶい黄褐 普通 折り返し口縁 口唇部上端に付加条一種付加１条を
施文 頸部は４本櫛歯の平行沈線を縦２列以上施文 覆土

TP９２１ 弥生土器 甕 － （ ４�９） － 石英・長石・雲母 橙 普通 横位・斜位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土下層

TP９２２ 弥生土器 甕 － （ ２�７） － 石英・長石 灰黄褐 普通 折り返し口縁 口唇部上端に付加条一種付加１
条を施文 頸部は５本櫛歯の平行沈線を巡らす 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９９２ 紡錘車 ４�５ ４�７ ２�３ ５５�２ 粘土／石英・長石 指頭ナデ調整 １方向からの穿孔 孔径０�５� 覆土中層 PL５７

―４４６―



第３４２図 第２９号住居跡実測図

表６ 弥生時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高

（�）
床面 壁溝

内部施設

覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）

ピット
竈 炉 貯蔵

穴主柱穴 柱穴 出入口 不明

４ Ｄ４ｇ９ Ｎ－３３°－Ｅ［隅丸長方形］（４�５４）×（４�００）７～９ 平坦 － ３ － － － － 地床炉
１ － 自然 弥生土器 後期 SK２・５５～５７・

６３�本跡�SI１

６ Ｄ５ｈ２ Ｎ－２０°－Ｗ ［方形］（４�６３）×（５�００）２０～４０ 平坦 － ２ － １ － － 地床炉
１ － 自然 弥生土器 中期後葉

～後期初頭
SK８７・１１６�本跡
�SK７４，第１号周溝

８ Ｄ５ｆ４ Ｎ－６１°－Ｗ［長方形］（４�４２）×４�４６ ３～８ 平坦 － － － １ － － － － 自然 弥生土器 中期後葉 本跡�SI７，SD１

１０ Ｄ５ｇ７ Ｎ－１５°－Ｗ［長方形］（３�５６）×（３�４６）８～１８ 平坦 － ３ － － － － 地床炉
１ － 自然 弥生土器 中期末葉

～後期初頭 本跡�SD１

１３ Ｄ４ｊ０ Ｎ－５４°－Ｗ ［方形］ ３�５６×（３�００）１６～２２ 平坦 － － － １ － － 地床炉
１ － 自然 弥生土器 中期末葉

～後期初頭
SK１３０・１５０�本
跡

１４ Ｅ６ａ２ Ｎ－２６°－Ｗ 長方形 ６�４１×４�０２２５～２７ 平坦 － ４ － １ － － 地床炉
１ － 自然 弥生土器・台

石・敲石 後期前葉 －

１５ Ｅ５ｅ１ Ｎ－１°－Ｗ［長方形］（３�５５）×（３�４４） ６ 平坦 － － － １ １ － 地床炉
２ － － － 後期 SK１３１・１３２・１５３・１５５

�本跡�第２号周溝

１６ Ｅ５ａ２ Ｎ－３２°－Ｗ［楕円形］（４�４８）×（４�２１） ５ 平坦 － ５ － － １ － － － － 弥生土器 後期前葉 SK１６４・１６７～
１７０�本跡

１８ Ｅ５ａ６ Ｎ－３３°－Ｗ［長方形］（５�８２）×４�８４２３～３４ 平坦 － ４ － １ － － 地床炉
２ － 自然 弥生土器 後期前葉 本跡�SD２・６

２１ Ｅ５ｅ８ Ｎ－２１°－Ｗ［長方形］４�８３×（１�７４）１０～１２ 平坦 － － － － － － 地床炉
１ － － 弥生土器 後期 本跡�ST３，第１

号周溝

２５ Ｅ５ｃ８ Ｎ－３１°－Ｅ 方形 ４�１８×４�０４ ８～１５ 平坦 － － ２ － ３ － － － 人為 弥生土器 後期 SK２６３�本跡�
ST２，SF３

２６ Ｅ６ａ５ － ［方形・長方形］（２�３２）×（１�５７） １２ 平坦 － － － － ２ － 地床炉
１ － 自然 弥生土器 後期 SK３４５�本跡�

SI１１

２７ Ｅ５ｃ５ Ｎ－５０°－Ｅ［長方形］４�５５×（２�９７）５～３０ 平坦 － ４ － １ １ － 地床炉
１ － 自然 弥生土器・紡

錘車
後期前葉
～中葉

SK２７５・３１８・３１９・３２６
�本跡�第２号周溝

２９ Ｅ５ｂ４ Ｎ－５２°－Ｅ 方形 ３�６２×３�３５１０～２０ 平坦 － － － － ２ － － － 人為 弥生土器 後期 本跡�第２号周溝

―４４７―



第７１号土坑（第３４３図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ２区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径０�５０ｍ，短径０�４５ｍの円形である。深さは２３�で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

緩やかな凹凸を有している。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片９点（甕）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片１１点も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から後期と推測できる。

第２１０号土坑（第３４４図）

位置 調査区南部のＥ５ｉ７区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２１２号土坑を掘り込んでいる。第２３号住居跡と重複しているが，先後関係は不明である。

規模と形状 長径１�４３ｍ，短径１�３７ｍの円形で，深さは３０�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦で，中央部の南寄りに深さ３１�のＰ１を有している。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量

第３４３図 第７１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

第３４４図 第２１０号土坑・出土遺物実測図

第７１号土坑出土遺物観察表（第３４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５４１ 弥生土器 甕 － （８�８）［５�２］ 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 横位・斜位回転の付加条一種付加１条を施文 覆土 １０％

� 土坑

―４４８―



遺物出土状況 弥生土器片３点（壺），土製品１点（管状土錘）が，覆土中から出土している。その他，縄文

土器片１９０点（深鉢），石器２点（剥片，軽石），土製品２点（土器片錘）も出土している。

所見 時期は，土器片の様相から中期末葉である。

第３４５図 土坑実測図

第２１０号土坑出土遺物観察表（第３４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６３ 弥生土器 壺 － （３�１） － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 突帯を巡らし，先端の鋭い棒状工具によって
横位の平行沈線と重弧状のモチーフを描出 Ｐ１覆土 ５％

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP１０４０管状土錘 １�９ ５�５ ０�６ （８�１） 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土

―４４９―



３ 古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡８軒，土坑５基，古墳１基である。これらの遺構は標

高２３�８～２５�２ｍの台地縁辺部から平坦部に位置し，時期は中期と推測できる。以下，それぞれの遺構の特徴

と出土した遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第１号住居跡（第３４６～３４８図）

位置 調査区北部のＤ４ｆ７区で，標高２４�４ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４号住居跡，第２号土坑を掘り込んでいる。西側は斜面で削平されている。

規模と形状 長軸６�９１ｍ，短軸６�４６ｍの方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｅである。壁高は５～２６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が北東壁及び南西壁の一部の壁の直下で確認され，

幅は１７～３０�，深さ５�で，断面形はＵ字状である。

第６５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第１０３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量

第１３０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１３３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３０９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量

第３７９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

表７ 弥生時代土坑一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係

（古�新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（�）

６５ Ｄ５ｆ１ 円形 － ２�４５ × ２�４４ ５７ 外傾 平坦 － 人為 弥生土器 － Ａ SK６４�本跡

７１ Ｄ５ｆ２ 円形 － ０�５０ × ０�４５ ２３ 緩斜 凹凸 － 自然 弥生土器 後期 Ｃ －

１０３ Ｅ６ｄ２ 不整円形 Ｎ－１５°－Ｅ ０�９８ × ０�９２ １４ 緩斜 平坦 － 自然 弥生土器 － Ｃ SK１０４�本跡

１３０ Ｄ５ｊ０［楕円形］Ｎ－３９°－Ｗ（２�２３）×（２�１７） ４５ 直立 平坦 ２ 自然 弥生土器 － Ａ 本跡�SK１５０，SI１３

１３３ Ｅ４ｅ９ 楕円形 Ｎ－４８°－Ｗ １�３３ × １�０４ ４４ 緩斜 平坦 － 自然 弥生土器 － Ｂ 本跡�第１号周溝

１３８ Ｅ４ｃ９ － Ｎ－２７°－Ｅ １�５３ ×（０�９７） ４２ 緩斜 平坦 － 自然 弥生土器 － Ｂ 本跡�第１号周溝

２１０ Ｅ５ｉ７ 円形 － １�４３ × １�３７ ３０ 外傾 平坦 － 自然 弥生土器・管状土錘 中期末葉 Ｃ SK２１２，SI２３�本跡

３０９ Ｅ５ｄ６ 楕円形 Ｎ－２５°－Ｗ １�８１ × ０�８９ ５０ 緩斜 平坦 － 自然 弥生土器 － Ｂ 本跡�SK２９６

３７９ Ｅ７ｆ３ － － １�０１ ×（０�６１） ２０ 緩斜 平坦 １ 自然 弥生土器 Ｂ －

―４５０―



第３４６図 第１号住居跡実測図
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第３４７図 第１号住居跡・出土遺物実測図

―４５２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６１～７４�で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ４７�で，性格は不明である。

竈 北東壁の東寄りに位置し，煙道部は壁外まで掘り込まれていない。規模は，焚口部から煙道部まで１３５�，

燃焼部幅６０�である。袖部は第９～１２層で，ロームブロック・砂質粘土ブロックの褐色土で構築している。燃

焼部の中央部から焚口部寄りに位置する火床面は，床面をわずかに掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化してい

る。

貯蔵穴 東コーナー部に位置し，長径１７０�，短径１２０�の楕円形で，深さは６６�である。底面は緩やかな凹凸

を有し，壁は底面から中位まで直立し，上位で外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２６３点（椀１１，高坏２０，鉢１３，甕２１９），石製品１点（剣形模造品）が，覆土中層から

下層にかけて散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片８０９点，弥生土器片３６点，土器細片

３４点，土器片錘１点，土器片円盤１点，剥片２点も出土している。東コーナー部の貯蔵穴の周囲から大形の土

器片が出土している。竈内からは，３８８を含む土器片が正位の状態の３７８の上から潰れた状態で出土している。

第３４８図 第１号住居跡出土遺物実測図

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土ブロック・ローム粒
子微量子・炭化粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒
子微量

６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

―４５３―



所見 時期は，出土土器から５世紀中葉である。後述する第２号住居跡と規模や形状，主軸方向，内部施設な

どの配置に共通性が認められる。

第２号住居跡（第３４９～３５１図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ０区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３１・３２・５７・６０・６１・８１号土坑を掘り込み，第１・３４・５８・８２・８３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�９８ｍ，短軸６�９０ｍの方形で，主軸方向はＮ－３８°－Ｅである。壁高は１９～２８�で，直立し

ている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が全周し，幅は１２～２５�，深さ６～１４�で，断面形

はＵ字状である。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６７～７３�で，主柱穴と考えられる。

竈 北東壁の東寄りに位置し，煙道部は壁をわずかに掘り込んでいる。規模は，焚口部から煙道部まで１６５�，

燃焼部幅４８�である。袖部は第９～１３層で，ロームブロック・砂質粘土ブロックの褐色土で構築している。燃

焼部のほぼ中央部に位置する火床面は，床面をわずかに掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化している。

貯蔵穴 東コーナー部に位置し，長軸１２５�，短軸８５�の長方形で，深さは５０�である。底面はほぼ平坦で，

壁は直立し，南西側に深さ５�の浅いテラス状の段を有している。

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 灰 色 ローム粒子・焼土粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量・炭
化粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック少量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量，炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，砂質粘

土ブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量

７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ
ク少量，炭化物微量

８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土ブ
ロック少量，炭化物微量

９ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒中量
１１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１２ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック中量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１号住居跡出土遺物観察表（第３４７・３４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

３８７ 土師器 高坏 １８�１（１１�４） － 石英・長石 橙 普通 外面ヘラナデ 脚部内面輪積み痕明瞭 支脚
転用 ２次焼成 焼成粘土付着 竈火床面 ８０％ PL４７

３８８ 土師器 鉢 ２１�５ （７�５） － 長石・雲母 橙 普通 ヘラナデ 竈覆土 ４５％

３８９ 土師器 甕 １２�０ １６�２ ６�３ 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 外面ヘラナデ 胴部下端ヘラ削り 内面輪積
み痕明瞭 床面 ９０％ PL４７

３９０ 土師器 甕 － （２１�６） ７�９ 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 内外面ヘラナデ 床面 ４０％

３９１ 土師器 甕 ［１３�４］（７�８） － 雲母 橙 普通 口唇部外面横ナデ 口縁部外面ヘラナデ 内
面ヘラナデ 覆土下層 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２２ 剣形模造品 ４�４ ２�２ ０�５ ６�２ 滑石 全面研磨調整 中央部に稜 上部穿孔 孔径０�２� 覆土 PL５５

―４５４―



第３４９図 第２号住居跡実測図

―４５５―



第３５０図 第２号住居跡・出土遺物実測図

―４５６―



第３５１図 第２号住居跡出土遺物実測図

―４５７―



覆土 １０層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２６４点（椀１５７，高坏５，鉢４，甕１０７２，甑２６），土製品２点（球状土錘），石製品１

点（勾玉）が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片１８８９点，

弥生土器片２２８点，土器細片８４６点，土器片錘１８点，土器片円盤３点，石鏃２点，磨製石斧片２点，剥片４点，

混入した土師器片１点も出土している。東コーナー部の貯蔵穴の周囲や竈内外から大形の土器片がまとまって

出土している。竈内からは，３９６・３９７・４０３などが逆位状態の４０１の上から潰れた状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉である。第１号住居跡と規模や形状，主軸方向，内部施設などの配置

に共通性が認められる。

第１１号住居跡（第３５２・３５３図）

位置 調査区東部のＥ６ａ４区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２６号住居跡，第２５１・２５２・５３２号土坑を掘り込んでいる。北半部は調査区域外に延びている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２号住居跡出土遺物観察表（第３５０・３５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

３９２ 土師器 椀 １４�６ ５�９ － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ヘラナデ 底
部ヘラ削り 床面 ６０％ PL４９

３９３ 土師器 椀 ［１５�４］ ５�５ － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラナデ 内面ヘラ磨き 床面 ３５％

３９４ 土師器 椀 ［１４�２］ ７�６ － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラナデ 内面ヘラ磨き 覆土下層 ３０％

３９５ 土師器 椀 ［ ７�２］（ ７�３） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部ヘラナデ 貯蔵穴覆土 ４０％

３９６ 土師器 椀 ［１３�２］（ ５�５） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部ヘラナデ 竈覆土 ２０％

３９７ 土師器 椀 ［１２�６］ ５�６ － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 竈覆土 ２０％

３９８ 土師器 椀 ［ ９�９］（ ５�２） － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部内面ヘラナデ 覆土上層 ５％

４００ 土師器 椀 ［１４�１］（ ４�１） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面にヘラナデ 覆土下層 １０％

４０１ 土師器 高坏 １５�６（ ９�８） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 坏部，脚部外面ヘラナデ 支脚転用 ２次焼
成 竈火床面 ５０％

４０２ 土師器 鉢 ［１９�１］（ ８�７） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 指頭痕 体部ヘラナデ 貯蔵穴覆土 １０％

４０３ 土師器 椀 ［１９�６］（ ６�８） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り，内面ヘラナデ 竈覆土 １０％

４０４ 土師器 甕 ［ ９�７］１１�６ ２�７ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部上半，内面ヘラナデ 下半ヘラ削り 床面 ７０％

４０５ 土師器 甕 － （１９�６） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 胴部ヘラナデ 床面 ４０％

４０６ 土師器 甕 ［１６�０］（ ８�５） － 石英・長石・雲母 橙 普通 頸部外面指頭痕 胴部ヘラナデ 床面 １０％

４０７ 土師器 甕 ［１３�２］（１０�５） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 胴部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 指頭痕 覆土下層 １０％

４０８ 土師器 甕 ［１６�０］（ ５�２） － 石英・長石 明赤褐 普通 指頭痕 胴部外面ナデ 内面ヘラナデ 覆土下層 ５％

４０９ 土師器 甑 ［２４�４］２４�０ （６�５） 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 胴部ヘラナデ 孔周縁ヘラ削り 輪積み痕明
瞭 床面 ６０％ PL４８

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４７ 勾玉形
模造品 ３�１ １�９ ０�５ ３�４ 滑石 全面研磨調整 上部穿孔 孔径０�２� 覆土下層 PL５５

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９７４ 球状土錘 ３�６ ３�５ ０�８ ３６�５ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土下層 PL５７

DP９７５ 球状土錘 ３�７ ３�２ ０�７ ３１�４ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土下層 PL５７

―４５８―



第３５２図 第１１号住居跡・出土遺物実測図

―４５９―



規模と形状 北半部が調査区域外に延びているため，確認できた南北軸は３�４１ｍで，本来は南北軸７�３０ｍほど，

東西軸７�２０ｍの方形と推測できる。壁高は４４～６９�で，直立している。

第３５３図 第１１号住居跡出土遺物実測図

―４６０―



床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が確認できた壁下に巡り，幅は１６～２８�，深さ７～

１０�で，断面形はＵ字状である。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ６０�で，主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ５２�で，出入り口施設に関連す

るピットの可能性がある。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１８４点（椀４７，甕１３７），土製品６点（球状土錘）が，覆土中層から下層にかけて散在

した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片６３１点，弥生土器片４点，土器片錘６点，石皿１点，

敲石１点，剥片１点，混入した土師器片３点，須恵器片２点も出土している。また，床面直上から焼土塊と炭

化材がまとまって出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉～後葉である。床面直上から比較的多くの焼土塊と炭化材が出土して

いるため，上屋などが焼失した可能性がある。

第２２号住居跡（第３５４図）

位置 調査区中央部のＥ５ｄ７区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 北東コーナー部付近を除いて第３号建物，第５２４号土坑，第１号墳に掘り込まれている。

規模と形状 第３号建物と第１号墳に掘り込まれているため，確認できた南北軸は２�２０ｍ，東西軸は１�５６ｍで，

方形ないし長方形と推測できる。壁は高さ９～１１�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

炉 地床炉。南側と西側が削平されているため，確認できた長径は３８�，確認できた短径は２４�で，本来は長

径６０�，短径５０�ほどの楕円形と推測され，床面を皿状に６�掘りくぼめている。火床面は床面と同じ高さで，

火熱を受けて赤変硬化している。第１・２層が火床面，第３層は掘り方への埋土である。

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化材少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１１号住居跡出土遺物観察表（第３５２・３５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４２４ 土師器 甕 ［２６�６］２７�６ ８�４ 石英・長石・雲母 灰褐 普通 胴部ヘラナデ 輪積み痕明瞭 覆土下層 ８５％ PL４８

４２５ 土師器 甕 ［１０�６］１６�６ － 石英・長石 橙 普通 胴部ヘラナデ 輪積み痕明瞭 床面 ８０％

４２６ 土師器 甕 － （２７�５） ８�２ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 胴部ヘラナデ 輪積み痕明瞭 覆土下層 ５０％

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９７８ 球状土錘 ４�１ ４�０ ０�８ ５４�１ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土中層 PL５７

DP９７９ 球状土錘 ３�８ ３�７ ０�７ ４９�３ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

DP９８０ 球状土錘 ３�９ ３�８ ０�７ ４６�０ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

DP９８１ 球状土錘 ３�３ ３�２ ０�４ ３０�６ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土下層 PL５７

DP９８２ 球状土錘 ３�２ ３�１ ０�６ ２７�０ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

―４６１―



貯蔵穴 北東コーナー部に位置し，長径８７�，短径７４�の楕円形で，深さは４６�である。底面はほぼ平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分かれ，層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 流入した縄文土器片７点，混入した土師器片１点が出土している。また，貯蔵穴の西側の床面

直上から，比較的大きな炭化材が出土している。

所見 時期は，重複関係から縄文時代から古墳時代後期までと推測できるが，住居の平面形が方形ないし長方

形で，内部施設として炉とコーナー部に貯蔵穴を有していること，当遺跡で確認された住居跡の様相から，古

墳時代中期の可能性が高い。

第２４号住居跡（第３５５～３５９図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ６区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４１号住居跡，第２７１・３７３・３８５・４５９・４６５号土坑を掘り込み，第２６９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�５０ｍ，短軸７�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－４１°－Ｅである。壁高は３１～４９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が全周し，幅は２６～４５�，深さ５～１０�で，断面形

はＵ字状である。

炉土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量

３ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

第３５４図 第２２号住居跡実測図

―４６２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ８４～１０３�で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ６４�で，出入り口施設に関

連するピットと考えられる。

竈 北東壁の東寄りに位置し，煙道部は壁外まで掘り込まれていない。規模は，焚口部から煙道部まで１３０�，

燃焼部幅４３�である。袖部は第１７層で，ロームブロック・砂質粘土ブロックの黄褐色土で構築している。燃焼

部の中央部から焚口部寄りに位置する火床面は，床面をわずかに掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化している。

炉 中央部のやや南寄りに位置する地床炉である。長径９５�，短径３８�の楕円形で，火床面は床面と同じ高さ

で，火熱を受けて赤変硬化している。

貯蔵穴 東コーナー部に位置し，長軸１７８�，短軸１１６�の長方形で，深さは１０５�である。底面はほぼ平坦で，

壁は直立し，上端部で外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２３３８点（椀２６４，高坏８，壺４，甕２０６２），須恵器片２８点（坏３，蓋４，壺５，甕１６），

土製品１１点（球状土錘１０，焼成粘土塊１），石製品１１点（砥石１，紡錘車２，石製模造品未製品８），石器１点

（台石），滑石片１１４点が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土

器片３１４３点，弥生土器片２２点，土器細片１７０点，土器片錘２７点，土器片円盤２点，石鏃１点，打製石斧１点，

剥片７点，混入した土師器片５２点も出土している。東コーナー部の貯蔵穴や竈の内外から大形の土器片がまと

まって出土している。石製模造品に関連する滑石製の未製品や剥片の大半は，床面直上や覆土下層を中心に，

Ｑ２２７は北コーナー部に据え置かれたような状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀末葉である。台石をはじめ，床面直上や覆土下層を中心に石製模造品に関

連する滑石製の未製品や剥片の出土が多いことから，石製模造品の製作が行われていた可能性が指摘できる。

ピット土層解説
１ 極 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

４ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂粒中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子

微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・

炭化粒子微量
５ 暗 赤 灰 色 焼土ブロック・砂粒中量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂粒中量１６
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子

少量，炭化粒子微量
８ にぶい黄褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，ローム粒

子少量，炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒

少量，炭化粒子微量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，炭化粒
子微量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微

量
１４ 極暗赤褐色 粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ローム粒子

微量
１５ 極暗赤褐色 焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子

微量
１７ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
２０ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

５ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子少量

―４６３―



第３５５図 第２４号住居跡実測図�
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第３５６図 第２４号住居跡実測図�

第２４号住居跡出土遺物観察表（第３５７～３５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４４４ 土師器 椀 １５�７ ５�６ － 長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ後ヘラ磨き 赤彩 床面 ９０％

４４５ 土師器 椀 ［１４�７］ ５�８ － 長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 ６０％

４４６ 土師器 椀 ［１４�６］ ６�３ － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ後ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土中層 ３０％

４４７ 土師器 椀 ［１１�３］（ ５�０） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部ナデ 赤彩 覆土 １０％

４４８ 土師器 椀 ［１３�４］（ ３�１） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 覆土中層 １０％

４４９ 土師器 椀 － （ ５�７） － 長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り 覆土 １０％

４５０ 土師器 椀 ［１３�８］（ ３�８） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 ナデ 覆土 １０％

４５１ 須恵器 坏蓋 １３�４ ４�７ － 石英・長石・雲母 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 ５０％ PL４９

４５２ 須恵器 坏蓋［１１�８］（ ３�９） － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 １０％

４５３ 土師器 壺 ［ ６�６］（ ２�７） － 石英・長石・雲母 橙 普通 ヘラナデ 覆土 １０％

４５４ 土師器 甕 ［１８�１］（２０�８） － 長石・雲母・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部外面ヘラナデ後，横ナデ 胴部外面ヘラナデ
金属による線条痕 胴部内面ヘラナデ 輪積み痕明瞭 貯蔵穴覆土 ３０％

４５５ 土師器 甕 ［２２�８］（ ５�２） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外面横ナデ，内面ヘラナデ 胴部外面
ヘラ削り，内面ヘラナデ 覆土下層 １０％

４５６ 土師器 甕 ［１７�２］（ ５�４） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部ヘラナデ 覆土下層 １０％

―４６５―



第３５７図 第２４号住居跡出土遺物実測図�
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第３５８図 第２４号住居跡出土遺物実測図�
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第３５９図 第２４号住居跡出土遺物実測図�

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４５７ 土師器 甕 ［１６�５］（５�４） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部外面ヘラナデ後，横ナデ 胴部ヘラナデ 覆土下層 １０％

TP９０２ 土師器 甕 － （５�１） － 石英・長石 にぶい褐 普通 横ナデ 貯蔵穴覆土

TP９０３ 須恵器 壺 － （１�４） － 石英・長石 灰 普通 櫛歯による波状文を巡らす 覆土

TP９０４ 須恵器 壺� － （２�３） － 長石 灰 普通 ８本櫛歯の波状文を巡らす 覆土

TP９０５ 須恵器 壺� － （３�０） － 長石 灰 普通 ８本櫛歯の波状文を巡らす 覆土

TP９０６ 須恵器 甕 － （９�６） － 長石 灰 普通 外面平行叩き目 内面同心円状の当て具痕 床面

TP９０７ 須恵器 甕 － （８�６） － 長石 灰 普通 外面櫛歯状工具によるカキ目・平行叩き目
内面ナデ 覆土下層

TP９０８ 須恵器 甕 － （５�９） － 長石 灰 普通 外面櫛歯状工具による平行叩き目後，カキ目
内面ナデ 覆土下層

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９８５ 球状土錘 ４�１ ３�１ ０�７ ４０�９ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土下層 PL５７

DP９８６ 球状土錘 ３�７ ３�５ ０�９ ４４�６ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土中層 PL５７

DP９８７ 球状土錘 ３�５ ３�１ ０�８ ３７�０ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

DP９８８ 球状土錘 ３�４ ３�５ ０�８ ３６�８ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

DP９８９ 球状土錘 ３�４ ３�１ １�０ ３２�３ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

DP９９０ 球状土錘 ３�４ ３�０ ０�６ ３０�１ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 貯蔵穴覆土 PL５７

DP９９１ 球状土錘 ３�３ ３�２ ０�７ ３０�２ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 貯蔵穴覆土 PL５７

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２７ 砥石 ６�３ ２�４ １�７ １５�２ 凝灰岩 全面研磨 上端部穿孔，孔径０�４� 下端部穿孔途中 覆土下層 PL５５

Ｑ２２８ 石製紡錘車 ５�２ ５�２ １�４ ５９�０ 滑石 両面研磨調整 側縁部削り痕明瞭 中央部穿孔 孔径０�６� 床面 PL５５

Ｑ２２９ 石製紡錘車 ４�６ ４�６ １�４ ３８�４ 滑石 両面・側縁部上端研磨調整 側縁部削り痕明瞭 中央部穿孔
孔径０�７� 床面 PL５５

Ｑ２３０ 石製模造品 ８�５ ５�３ １�９ ９３�２ 滑石 加工痕を有する滑石 剥離痕・削り痕・研磨痕 覆土下層

Ｑ２３１ 剣形模造品 ４�２ １�８ ０�５ ４�９ 滑石 未製品 両面研磨調整 貯蔵穴覆土 PL５５

Ｑ２３２ 石製模造品 １�９ １�８ ０�３ １�３ 滑石 加工痕を有する滑石 剥離痕・研磨痕 覆土

Ｑ２３３ 石製模造品 ３�６ ４�３ ０�４ ２０�３ 滑石 加工痕を有する滑石 剥離痕・研磨痕 貯蔵穴覆土

Ｑ２３４ 剣形模造品 ４�３ ２�７ ０�７ ７�２ 滑石 未製品 両面研磨調整 片面中央部に稜 貯蔵穴覆土 PL５５

Ｑ２３５ 剣形模造品 ３�１ １�９ ０�５ ３�６ 滑石 未製品 両面研磨調整 貯蔵穴覆土

Ｑ２３６ 石製模造品 ２�０ ２�６ ０�５ ２�７ 滑石 加工痕を有する滑石 剥離痕・研磨痕 貯蔵穴覆土

Ｑ２３７ 剣形模造品 ４�２ ３�１ ０�４ ６�０ 滑石 未製品 両面研磨調整 穿孔痕２か所 貯蔵穴覆土

Ｑ２３８ 台石 １３�４ １８�１ ５�５ １９４９�４ 花崗岩 片面・側縁部に痘痕状の敲打痕と研磨痕 床面

―４６８―



第３０号住居跡（第３６０～３６２図）

位置 調査区東部のＥ７ｆ１区で，標高２４�４ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４０号住居跡，第３６５・３６６・４４７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�９５ｍ，短軸５�９１ｍの方形で，主軸方向はＮ－４８°－Ｅである。壁高は１７～３７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が南東壁の南側を除いた壁下で確認され，幅は１３～

３２�，深さ５～１０�で，断面形はＵ字またはＶ字状である。また，南西壁下の壁溝からＰ２脇に向けて，長さ

１００�，幅１４�，深さ８�，断面形がＵ字状の溝が認められる。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５７～７４�で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１０�，Ｐ６は深さ１４�で，

出入り口施設に関連するピットと考えられる。Ｐ６の覆土上面は踏み固められている。

竈 北東壁のやや東寄りに位置し，煙道部は壁をわずかに掘り込んでいる。規模は焚口部から煙道部まで１４９

�，燃焼部幅５６�である。袖部は第１８～２２層で，ロームブロック・砂質粘土ブロックの黄褐色土で構築してい

る。燃焼部の中央部から焚口部寄りに位置する火床面は，床面をわずかに掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化

している。

炉 中央部のやや東寄りに位置する地床炉である。長径３２�，短径２０�の楕円形で，火床面は床面と同じ高さ

で，火熱を受けて赤変硬化している。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は，東コーナー部に位置し，長軸１３７�，短軸８２�の長方形で，深さは５２�である。

底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。貯蔵穴２は，Ｐ６の南西側に位置し，長軸８３�，短軸６０

�の長方形で，深さは３４�である。底面はほぼ平坦で，壁は直立している。覆土上面は踏み固められている。

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロッ少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量

６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 明 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
９ 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ にぶい褐色 粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック中量，ローム

粒子・炭化粒子微量
５ にぶい褐色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量
７ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・粘土粒子・砂粒微量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，粘土粒

子・砂粒微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒子・砂粒少量，

ローム子粒微量
１０ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・

砂粒微量

１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
１３ にぶい赤褐色 粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量，ローム

粒子微量
１４ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
１５ にぶい黄橙色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
１６ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒多量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒

微量
１８ 褐 色 粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子微量
１９ 明 赤 褐 色 粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
２０ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック中量，ローム

粒子少量，炭化粒子微量
２１ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
２２ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック少量，焼土

粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴１土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

貯蔵穴２土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

―４６９―



第３６０図 第３０号住居跡実測図

―４７０―



第３６１図 第３０号住居跡・出土遺物実測図

―４７１―



第３６２図 第３０号住居跡出土遺物実測図

―４７２―



覆土 ８層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと

考えられる。

遺物出土状況 土師器片４９７点（椀９８，高坏４，甕３７７，甑１８），須恵器片２７点（坏身２，坏蓋１，壺２１，甕２），

土製品４点（球状土錘），滑石片２点が，覆土下層を中心に散在した状態で出土している。その他，流入した

縄文土器片６５８点，土器片錘２点，土器片円盤１点，凹石１点，敲石１点，剥片１点，混入した土師器片５点

も出土している。東コーナー部の貯蔵穴や竈の内外から大形の土器片がまとまって出土している。竈内から

は，４８２を含む土器片が逆位状態の４７５の上から潰れた状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉～末葉である。貯蔵穴と出入り口施設に関連するピットがそれぞれ２

か所確認され，貯蔵穴２とＰ６の覆土上面が踏み固められているため，貯蔵穴２から貯蔵穴１へ，Ｐ６からＰ

５へ造り替えられたものとみられる。

第３６号住居跡（第３６３・３６４図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ９区で，標高２４�８ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第３７４・４４８・４６０号土坑を掘り込んでいる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
７ 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 極 暗 褐 色 ローブブロック少量，焼土ブロック微量

第３０号住居跡出土遺物観察表（第３６１・３６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４７０ 土師器 椀 ［２１�５］ ７�４ － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 体部ヘラナデ 床面 ５０％ PL５０

４７１ 土師器 椀 １５�９ ５�６ － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ後，ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 ５０％ PL５０

４７２ 土師器 椀 ［１５�２］ ５�４ － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 体部上半ヘラナデ 下半ヘラ削り 覆土上層 ４０％

４７３ 土師器 椀 ［１２�０］（ ５�７） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ 内面ヘラナデ後，ヘラ磨き 覆土 ３０％

４７４ 土師器 椀 ［１２�８］（ ５�２） － 石英・長石・雲母 黒褐 普通 体部外面ヘラナデ 覆土中層 ２０％

４７５ 土師器 高坏 － （１０�３）１４�５ 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 脚部柱状 内外面ヘラナデ 脚裾部横ナデ
支脚転用 ２次焼成 竈火床面 ３０％

４７６ 土師器 高坏 － （ ７�２） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 外面ヘラナデ 脚部内面輪積み痕明瞭 覆土下層 ２０％

４７７ 土師器 甕 １４�６ １４�０ － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 胴部ヘラナデ 輪積み痕明瞭 覆土下層 ９０％

４７８ 土師器 甕 ［１７�４］（２０�５） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 胴部上半縦位 下半横位のヘラナデ 床面 ８０％

４７９ 土師器 甕 ［２４�８］（１９�０） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 胴部上半横位 下半縦位のヘラナデ 覆土下層 ４０％ PL４８

４８０ 土師器 甕 ［１７�０］（ ４�７） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 １０％

４８１ 土師器 甑 １４�８ １４�９ ５�４ 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通 体部ヘラナデ 孔周縁ヘラ削り 床面 ８５％ PL４８

４８２ 土師器 甑 ［２７�２］２２�１ ８�０ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 胴部ヘラナデ 竈覆土 ８５％

TP９２３ 須恵器 坏蓋 － （ ３�０） － 石英・長石 灰褐 普通 ナデ 覆土

TP９２４ 須恵器 高坏 － （ ４�１） － 石英・長石 灰 普通 ２条の小突帯と４本櫛歯による波状文を巡ら
す 覆土下層

TP９２５ 須恵器 甕 － （ ６�９） － 石英・長石 灰 普通 外面平行叩き目 内面同心円状の当て具痕 覆土

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９９３ 球状土錘 ３�６ ３�６ ０�８ ３９�８ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土下層 PL５７

DP９９４ 球状土錘 ３�６ ３�１ ０�８ ３５�５ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

DP９９５ 球状土錘 ３�１ ３�１ ０�４～
０�７ ２６�０ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土下層 PL５７

DP９９６ 球状土錘 ３�５ ３�２ ０�９～
１�１ ３４�８ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

―４７３―



規模と形状 長軸５�１３ｍ，短軸４�４５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３９°－Ｅである。壁高は１８～２８�で，直立

している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が全周し，幅は２０～３０�，深さ５～１０�で，断面形

はＵ字状である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～４８�で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１３�で，出入り口施設に関

連するピットと考えられる。

竈 北東壁の東寄りに位置し，煙道部は壁外まで掘り込まれていない。規模は，焚口部から煙道部まで１１２�，

燃焼部幅４０�である。袖部は第１３層で，ロームブロック・砂質粘土ブロックの黄褐色土で構築している。燃焼

部の中央部に位置する火床面は，床面をわずかに掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化している。

焼土範囲 ３か所。南西寄りに位置し，焼土範囲１は径１０�，焼土範囲２は径１４�，焼土範囲３は径２６�の円

形である。いずれも掘り込みは見られない。

貯蔵穴 東コーナー部に位置し，長軸９０�，短軸６９�の長方形で，深さは５８�である。底面は緩やかな凹凸を

有し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１３１点（椀６５，蓋１，高坏４，鉢２５，甕３５，ミニチュア土器１），須恵器片１３点（坏５，

蓋６，甕２），土製品１点（球状土錘）が，覆土下層を中心に散在した状態で出土している。その他，流入し

た縄文土器片６５４点，土器片錘３点，磨製石斧１点，尖頭器１点，石皿１点，剥片４点も出土している。東コー

ナー部の貯蔵穴や竈の内外から大形の土器片がまとまって出土している。竈内からは，５１２を含む土器片が逆

位状態の５１０の上から潰れた状態で出土している。また，炭化材が床面直上からまとまって出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉である。炭化材が床面直上から出土しているため，上屋などが焼失し

た可能性がある。３か所の焼土範囲については，火災の火熱によって赤変した範囲とも考えられる。

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 灰 褐 色 ローム粒子中量

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量，粘

土粒子・砂粒微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，ローム

粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・

炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１３ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
３ 黒 褐 色 炭化材多量，ローム粒子・焼土粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材多量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物・

粘土粒子・砂粒微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

―４７４―



第３６３図 第３６号住居跡・出土遺物実測図

―４７５―



第３６４図 第３６号住居跡出土遺物実測図

第３６号住居跡出土遺物観察表（第３６３・３６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５０４ 土師器 椀 １２�４ ５�５ ４�６ 石英・長石・雲母 明褐 普通 内面横ナデ 体部ヘラナデ 赤彩 床面 １００％ PL４９

５０５ 土師器 椀 ［１４�０］ ５�１ － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部上半ヘラナデ 下半ヘラ削り 床面 ８５％

５０６ 土師器 椀 ［１７�８］ ７�１ － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラナデ 内面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 ５０％

５０７ 土師器 椀 ［１６�８］（ ４�２） － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部ヘラナデ 竈覆土 ２０％

５０８ 須恵器 坏身 １１�４ ５�２ － 石英・長石 灰黄 普通 底部回転ヘラ削り 床面 ７０％ PL４９

５０９ 須恵器 坏蓋［１２�８］ ４�５ － 石英・長石 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 ６０％ PL４９

５１０ 土師器 高坏 １５�３ ９�５［１０�１］ 長石・雲母 明赤褐 普通 外面ヘラナデ 脚部内面輪積み痕明瞭 支脚
転用 ２次焼成 竈火床面 ７０％ PL４７

５１１ 土師器 鉢 ［１５�９］１１�０ ５�５ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 ヘラナデ 輪積み痕明瞭 底部外面中央部に凹み 床面 ５０％

５１２ 土師器 甕 １２�０ １２�１ ６�０ 石英・長石・雲母 橙 普通 指頭痕 体部ヘラナデ 竈・貯蔵穴覆土 ７０％ PL４７

５１３ 須恵器 甕 － （ ９�２） － 石英・長石 にぶい黄褐 普通 頸部１０本櫛歯による波状文を巡らす 胴部平行
叩き目 胴部内面ヘラナデ 円形の当て具痕 覆土中層 １０％ PL５２

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９９７ 球状土錘 ３�２ ３�３ ０�７ ２９�０ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 覆土中層 PL５７

―４７６―



第３９号住居跡（第３６５・３６６図）

位置 調査区東部のＥ７ｄ１区で，標高２４�９ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第３１６号土坑を掘り込んでいる。大半が調査区域外に延びている。

規模と形状 大半が調査区域外に延びているため，東西軸は３�８５ｍで，南北軸は１�３０ｍしか確認できなかった。

方形ないし長方形と推測できる。壁高は５～１５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が確認できた壁下に巡り，幅は１１～１５�，深さ５～１０�で，断面形はＵ字状である。

ピット Ｐ１は深さ７６�で，主柱穴と考えられる。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１６７点（椀１４，鉢１，甑１，甕１５１），土製品４点（土製支脚）が，覆土上層から中層

にかけて散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片６６点，混入した土師器片１点も出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉である。

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化材中量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化材少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

第３６５図 第３９号住居跡実測図

第３９号住居跡出土遺物観察表（第３６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５２１ 土師器 椀 １４�７ ４�２ － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ヘラナデ 覆土上層 ６０％ PL４９

５２２ 土師器 椀 ［２２�７］（ ５�０） － 石英・長石・雲母 橙 普通 ヘラナデ 覆土上層 ２０％

５２３ 土師器 椀 １６�４ １２�６ ６�６ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部ヘラナデ 外面下端ヘラ削り 覆土上層 ９５％ PL４７

５２４ 土師器 甑 － （１３�５）［５�０］ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 胴部ヘラナデ 孔周縁ヘラ削り 輪積み痕明瞭 覆土上層 １５％

―４７７―



第３６６図 第３９号住居跡出土遺物実測図

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP１００４土製支脚（８�８）（９�５）（５�９）（１６３�３）粘土／石英・長石 表面ナデ調整 指頭痕明瞭 ２次焼成 覆土上層 PL５７

表８ 古墳時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高

（�）
床面 壁溝

内部施設

覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）

ピット
竈 炉

貯蔵
穴主柱穴 柱穴 出入口 不明

１ Ｄ４ｆ７ Ｎ－４５°－Ｅ 方形 ６�９１×６�４６ ５～２６ 平坦 一部 ４ － － １ １ － １ 自然 土師器・剣形
模造品

５世紀
中葉

SK２，SI４�本
跡

２ Ｄ４ｈ０ Ｎ－３８°－Ｅ 方形 ６�９８×６�９０１９～２８ 平坦 全周 ４ － － － １ － １ 自然
土師器・球状
土錘・勾玉形
模造品

５世紀
後葉

SK３１・３２・５７・６１・
８１�本跡�SK１・
３４・５８・８２・８３

１１ Ｅ６ａ４ － ［方形］ ７�２０×（３�４１）４４～６９ 平坦（全周） ２ － １ － － － － 自然 土師器・球状
土錘

５世紀中
葉～後葉

SI２６，SK２５１・
２５２・５３２�本跡

２２ Ｅ５ｄ７ － ［方形・
長方形］（２�２０）×（１�５６）９～１１ 平坦 － － － － － － 地床

炉１ １ － 土師器 古墳中期 本跡�ST３，
TM１，SK５２４

２４ Ｅ６ｄ６ Ｎ－４１°－Ｅ 方形 ７�５０×７�０２３１～４９ 平坦（全周） ４ － １ － １ 地床
炉１ １ 自然

土師器・須恵器・
球状土錘・砥石・
紡錘車・台石

５世紀
末葉

SK２７１・３７３・３８５
・４５９・４６５， SI
４１�本跡�SK２６９

３０ Ｅ７ｆ１ Ｎ－４８°－Ｅ 方形 ５�９５×５�９１１７～３７ 平坦 ほぼ
全周 ４ － ２ － １ 地床

炉１ ２ 人為 土師器・須恵器・
球状土錘・滑石片

５世紀後
葉～末葉

SK３６５・３６６・
４４７，SI４０�本跡

３６ Ｅ６ｅ９ Ｎ－３９°－Ｅ 長方形 ５�１３×４�４５１８～２８ 平坦 全周 ４ － １ － １ － １ 人為 土師器・須恵
器・球状土錘

５世紀
後葉

SK３７４・４４８・
４６０�本跡

３９ Ｅ７ｄ１ － ［方形・
長方形］（３�８５）×（１�３０）５～１５ 平坦 ほぼ

全周 １ － － － － － － 人為 土師器・土製
支脚

５世紀
後葉 SK３１６�本跡
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� 古墳

第１号墳（第３６７～３７１図）

位置 調査区中央部のＤ５区の一部とＥ５区で，標高２４�４～２５�４ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 調査前に墳丘は認められず，表土除去後，方形に巡る周溝と墓道，埋葬施設２か所を確認した。

重複関係 第６・８・１６・２１・２２・２５・２７号住居跡，第１４１・１４３・１４９・１５９・１９４・１９６・２２０・２９４～２９６・３５１・

４６４・４８６・４８９・５０７・５１３・５２２号土坑を掘り込み，第２・３号建物，第１～３・６号溝，第３号道路，第２号

周溝，第１７１・２２５・２２６・２３１・４７９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 周溝外側で長軸３７�７ｍ，短軸３４�６ｍ，周溝内側で長軸２９�０ｍ，短軸２４�５ｍの長方形で，長軸方向

はＮ－１２°－Ｗである。

墳丘 ローム層まで削平を受けており，盛土の構築状況は不明である。

周溝 方形に巡り，上幅２�６５～８�９０ｍ，下幅１�２０～６�１５ｍ，深さ３６～９２�である。断面形は，全体的に緩やか

なＵ字状で，底面はほぼ平坦で，部分的に皿状にくぼんでいる。東側の周溝の上幅は３�００ｍと狭いが，掘り込

みは，９０�ほどで，他よりも深い。断面形は，緩やかなＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。北側及び

西側の周溝の上幅は，２�６０～５�００ｍと不均一で，掘り込みも５０～８０�で，高低差がみられる。断面形は，緩や

かなＵ字状である。南側の周溝の上幅は，大きく外側に広がっており，底面は他と比べて，広い。断面形は，

緩やかなＵ字状である。

墓道 第１埋葬施設と周溝を溝状に結び，長さは４�７５ｍである。その上幅は周溝側で３�２８ｍ，埋葬施設側で２�５６

ｍ，深さは３０～８５�である。周溝から４�２０ｍの地点で階段状に立ち上がって，第１埋葬施設に連結している。

断面形は，緩やかなＵ字状で，底面はほぼ平坦である。壁は埋葬施設側では外傾して立ち上がり，周溝側に近

づくにつれて，緩やかに立ち上がっている。覆土は３１層に分かれ，第１～２０層が周溝部の覆土，第２１～３１層は

墓道の覆土である。全体的にロームブロックが多く含まれているが，周囲からの土の流入を示す堆積状況から

自然堆積と考えられる。

埋葬施設 第１埋葬施設は，南側の周溝に寄った中央部やや東寄りに構築した横穴式石室である。第２埋葬施

設は，第１埋葬施設の南西６�５ｍに構築した箱式石棺である。どちらも盗掘を受けており，遺存状況は極めて

不良である。

第１埋葬施設

地山を掘り込んだ地下式の横穴式石室で，主軸方向はＮ－１４°－Ｗである。石室を構成した板石はすべて取

り除かれており，奥壁と側壁の板石を据えた溝状の痕跡がわずかに認められた。掘り方は，確認できた長軸は

２�９４ｍで，本来の長軸は３�００ｍほど，短軸２�２０ｍの隅丸長方形と推測できる。確認面からの深さは４４�で，壁

周溝・墓道土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
１０ 褐 色 ロームブロック多量
１１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
１５ 褐 色 ロームブロック・炭化物中量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，焼土粒子少量

１７ 黒 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２１ 黒 色 ロームブロック中量
２２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼ブロック微量
２３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
２４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
２８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量
２９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，

砂粒微量
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は底面から中位まで外傾して立ち上がり，上位で直立している。底面はほぼ平坦で，東壁・北壁・西壁に沿っ

て，深さ３～１０�の溝状の断続的な掘り込みと，深さ１５～２０�ほどの皿状の凹みを有している。本来は，この

掘り方内に雲母片岩の板石を組み合わせた横穴式石室が構築されていたと考えられる。覆土は３０層に分かれ，

不自然な堆積状況のため，埋め戻されたと考えられる。

第２埋葬施設

地山を掘り込んだ地下式の箱式石棺で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。石棺を構成した板石はすべて取り

除かれている。掘り方は２段構造で，上段の掘り込みは，長軸３�０５ｍ，短軸２�２９ｍの長方形で，主軸方向はＮ

－４°－Ｗである。深さ２６～３５�で，壁は直立している。底面はほぼ平坦である。その内側の下段の掘り込み

は，長軸２�４１ｍ，短軸１�２７ｍの長方形で，上段の底面からの深さは８～２１�である。底面はほぼ平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。東壁と北壁の一部に沿って，深さ４～６�の溝状の掘り込みが認められ，石棺を

構成した板石を据えた痕跡と考えられる。覆土は９層に分かれ，不自然な堆積状況のため，埋め戻されたと考

えられる。第９層は黄褐色粘土ブロックで，板石の隙間やつなぎ目に施された目張り粘土の一部と推測され，

上段の掘り込みの底面付近や下段の掘り込みの周囲の覆土中に多くみられた。

遺物出土状況 流入した縄文土器片４７５７点，弥生土器片１９３点，土器片錘２８点，土器片円盤２点，球状土錘２

点，打製石斧２点，磨製石斧５点，凹石２点，磨石１点，敲石１点，石皿１点，石棒１点，剥片３点，石製模

造品１点，混入した土師器片２５４点，須恵器片８７点，灰釉陶器片５点，陶器片６点，磁器片２点，青磁片１点，

土師質土器片１点，砥石１点が，周溝の覆土から出土している。２か所の埋葬施設の覆土からは，微細な土師

器片は出土しているが，遺骸や副葬品，時期を決定できる遺物は出土していない。また，２か所の埋葬施設の

覆土中や周溝の覆土下層から底面にかけて，大量の雲母片岩片が出土している。第１埋葬施設の墓道に繋がる

Ｅ５ｅ６～８・Ｅ５ｆ６～８区を中心として，細かく破砕された雲母片岩片が敷き詰められたような状態で密集し

て出土している。また，Ｅ５ｆ３・４区，Ｅ５ｅ７・８区からは，縦６０～７０�，横４０～６０�，厚さ１０～２０�ほど

の板石をはじめとする大形破片が散在して出土している。いずれも埋葬施設に使用した雲母片岩の板石と考え

られる。

第１埋葬施設土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土粒

子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク・炭化物少量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒

子微量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１２ オリーブ褐色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量

１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１７ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２０ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量
２１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
２２ 褐 色 粘土ブロック・ロームブロック中量
２３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
２４ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
２５ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
２６ 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子少量
２７ 黒 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子中量
２８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
２９ 褐 色 ロームブロック中量
３０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第２埋葬施設土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量
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第３６７図 第１号墳実測図�
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第３６８図 第１号墳実測図�
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第３６９図 第１号墳実測図�
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所見 第３７０図には，周溝の覆土などから出土した主な土師器片を掲載したが，それらの遺物から時期を判断

することはできない。遺構の形状，周辺地域の類例，長方墳であることや２か所の埋葬施設の形態と，箱式石

棺の位置が墳丘周縁部に位置していることなどから，築造年代は後期の７世紀後半と推測できる。大量に出土

した雲母片岩片のほとんどは，周溝の底面や覆土下層から出土しているため，造墓主体による墓域の管理が終

了した段階から，周溝の埋没が開始した比較的早期の段階で，盗掘に遭ったと考えられる。また，周辺地域の

類例などから低墳丘であった可能性が高く，平安時代末期には，その墳丘自体も第１９～２２号住居などの構築に

よって壊されたと推測できる。

第３７０図 第１号墳出土遺物実測図�
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� 土坑

第１号土坑（第３７２図）

位置 調査区北部のＤ４ｇ０区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２号住居跡と第６１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�３１ｍ，短径１�１０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７８°－Ｅである。深さは６６�で，底面に３

か所の浅い溝状のくぼみを有している。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分かれ，ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻された考えら

れる。

第３７１図 第１号墳出土遺物実測図�

第１号墳出土遺物観察表（第３７０・３７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５９２ 土師器 椀 ［１２�８］ ３�９ － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ 周溝南側覆土 ５０％

５９３ 土師器 椀 ［１４�２］ ４�６ － 長石・雲母 橙 普通 体部ヘラナデ 墓道覆土 ３０％

５９４ 土師器 椀 ［１２�４］ ３�７ － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ 内面油煙付着 墓道覆土 ３０％

５９５ 土師器 椀 ［１４�８］（３�２） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ナデ 周溝南側底面 ３０％

５９６ 土師器 椀 ［１４�０］（３�４） － 長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ 墓道覆土 １０％

TP１０１３ 須恵器 壺 － （３�８） － 長石 灰 普通 ８本櫛歯による波状文を２段に巡らす 周溝東側覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２７２ 板石 ６３�８ ３１�９ ７�８ ２６１０�０ 雲母片岩 長方形 両面平滑 側縁部剥離痕・切断痕 周溝南側底面

Ｑ２７３ 板石 ４９�２ ３３�１ ４�５ １２８６�０ 雲母片岩 長方形 両面痘痕状の凹み 側縁部剥離痕・切断痕 周溝南側底面
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遺物出土状況 土師器片４点（椀）が，覆土下層から出土している。その他，流入した縄文土器片２６１点，弥

生土器片８点，土器片錘１点，楔形石器１点も出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，古墳時代中期の第２号住居跡を掘り込んでいるため，そ

れ以降である。底面に浅い溝状のくぼみを有する形状の特徴と，第１号墳の周囲に位置していることから，後

期の墓坑の可能性が考えられる。

第３４号土坑（第３７３図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ９区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２号住居跡，第３２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�６０ｍ，短径０�４２の楕円形で，長径方向はＮ

－７３°－Ｅである。深さは２４�で，底面に２か所の浅い溝状の

くぼみを有している。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層。ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多

く含んでいるため，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 流入した縄文土器片１９点が出土している。

所見 時期は，古墳時代中期の第２号住居跡を掘り込んでいる

ため，それ以降である。底面に溝状の浅いくぼみを有する形状の特徴と，第１号墳の周囲に位置していること

から，後期の墓坑の可能性が考えられる。

第３５号土坑（第３７４図）

位置 調査区北部のＤ４ｉ８区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３６・３９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�７８ｍ，短径１�８５の楕円形で，長径方向はＮ－５３°－Ｅである。深さは８８�で，底面に３か

所の浅い溝状のくぼみを有している。壁は底面から直立し，上部で外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

第３７２図 第１号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

第３７３図 第３４号土坑実測図
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覆土 １０層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 須恵器片１点（甕）が，覆土中から出土している。流入した縄文土器片１２８点，剥片１点，軽

石３点も出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，底面に浅い溝状のくぼみを有する形状の特徴と，第１号

墳の周囲に位置していることから，古墳時代後期の墓坑の可能性が考えられる。

第３９号土坑（第３７５図）

位置 調査区北部のＤ４ｉ８区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西側が第３５号土坑に掘り込まれているため，長径

２�０７ｍ，確認できた短径は０�６１ｍで，本来は短径０�９０ｍで，長径

方向がＮ－５２°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２９�で，底面

は緩やかな凹凸を有している。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分かれ，ロームブロックを比較的多く含んでいるた

め，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 流入した縄文土器片２点が出土している。

所見 時期は不明であるが，第１号墳の周囲に位置している他の

土坑と形状や長径方向が類似していることから，後期の墓坑の可

能性が考えられる。

第３７４図 第３５号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量

６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１０ 褐 色 ロームブロック多量

第３７５図 第３９号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
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第５８号土坑（第３７６図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ９区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２号住居跡，第５７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�１２ｍ，短径０�７４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３３°－Ｅである。深さは４５�で，底面に２

か所の浅い溝状のくぼみを有している。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 １０層に分かれ，ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考え

られる。

遺物出土状況 流入した縄文土器片１０５点，弥生土器片４点が出土している。

所見 時期は，古墳時代中期の第２号住居跡を掘り込んでいるため，それ以降である。底面に浅い溝状のくぼ

みを有する形状の特徴と，第１号墳の周囲に位置していることから，後期の墓坑の可能性が考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ 褐 色 ロームブロック中量

第３７６図 第５８号土坑実測図

表９ 古墳時代土坑一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係

（古�新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（�）

１ Ｄ４ｇ０ 楕円形 Ｎ－７８°－Ｅ ２�３１ × １�１０ ６６ 外傾 凹凸 － 人為 土師器 後期 SK６１，SI２�本跡

３４ Ｄ４ｈ９ 楕円形 Ｎ－７３°－Ｅ １�６０ × ０�４２ ２４ 緩斜 凹凸 － 人為 土師器 後期 本跡�SK３２，SI２

３５ Ｄ４ｉ８ 楕円形 Ｎ－５３°－Ｅ ２�７８ × １�８５ ８８ 外傾 凹凸 － 人為 土師器 後期 SK３６・３９�本跡

３９ Ｄ４ｉ８［楕円形］Ｎ－５２°－Ｅ ２�０７ ×（０�６１） ２９ 緩斜 凹凸 － 人為 土師器 後期 本跡�SK３５

５８ Ｄ４ｈ９ 楕円形 Ｎ－３３°－Ｅ ２�１２ × ０�７４ ４５ 外傾 凹凸 － 人為 土師器 後期 SK５７，SI２�本跡
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４ 平安時代の遺構と遺物

今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡２軒，竪穴建物跡６棟，火葬墓１基，土坑６基，溝跡

１条，周溝跡１基である。これらの遺構は標高２３�８～２５�４ｍの台地縁辺部から平坦部に位置している。以下，

それぞれの遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第７号住居跡（第３７７・３７８図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ４区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第８号住居跡を掘り込み，第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北側が第１号溝に掘り込まれているため，確認できた長軸は２�７２ｍで，本来は長軸２�８０ｍほど，

短軸２�７９ｍで，主軸方向はＮ－８２°－Ｗの方形と推測できる。壁高は１１～１６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット Ｐ１は深さ４０�で，性格は不明である。

竈 西壁の南寄りに位置し，煙道部は壁外へ３０�掘り込んでいる。規模は，焚口部から煙道部まで６０�，燃焼

部幅４０�ほどである。袖部は確認できず，燃焼部の中央部に位置する火床面は，床面をわずかに掘りくぼめ，

火熱を受けて赤変硬化している。

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量

第３７７図 第７号住居跡実測図
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覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３１点（坏５，高台付坏１３，甕１３），土製品１点（紡錘車）が，覆土下層から床面にか

けて散在した状態で出土している。北西コーナー部や竈の内外から比較的まとまって出土している。その他，

流入した縄文土器片６２点，弥生土器片４点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第３７８図 第７号住居跡出土遺物実測図

第７号住居跡出土遺物観察表（第３７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４１４ 土師器 坏 ［１３�２］（ ３�５） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ目明瞭 竈火床面 １０％

４１５ 土師器 高台付坏［１４�０］（ ４�３）［７�４］ 石英・雲母 橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面ヘラ磨き 黒色処理 竈覆土 ９０％ PL５０

４１６ 土師器 高台付坏 － （ ４�１） ７�４ 石英・長石・雲母 橙 普通 体部下端ヘラナデ 床面 ４０％

４１７ 土師器 甕 ［２１�４］（２３�８） － 石英・長石・雲母 褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 １５％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９７７ 紡錘車 ４�８ ４�７ １�４ ３５�９ 須恵器／石英・長石 研磨調整 中央部に穿孔 孔径０�８� 床面 PL５７

―４９１―



第２８号住居跡（第３７９図）

位置 調査区東部のＥ６ｂ６区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３４５号土坑を掘り込んでいる。南側は撹乱で削平されている。

規模と形状 南側が撹乱で削平されているため，確認できた長軸は３�０６ｍで，本来は，長軸３�４０ｍほど，短軸

３�３９ｍで，主軸方向はＮ－１０９°－Ｅの方形と推測できる。壁高は１２～１６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が西壁と東壁の一部を除いた壁下で確認され，幅は

１５～１８�，深さ５～１０�で，断面形はＵ字状である。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ１６�で，北側に不整形のテラス状の段を有している。覆土は埋め戻されており，

多数の鉄滓が出土しているため，廃滓ピットの可能性もある。Ｐ２は深さ７�，Ｐ３は深さ２２�で，性格は不

明である。

竈 東壁のほぼ中央部に位置し，煙道部は壁外へ３０�掘り込んでいる。規模は，焚口部から煙道部まで９７�，

燃焼部幅３３�である。袖部は第１０・１１層で，ロームブロックを含む暗褐色土で構築している。燃焼部のほぼ中

央部に位置する火床面は，床面を１２�掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化している。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置し，長軸４６�，短軸４２�の楕円形で，深さは３８�である。底面はほぼ平坦で，

壁は直立している。

覆土 ８層に分かれ，ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考え

られる。

遺物出土状況 土師器片８２点（坏３９，高台付坏１５，甕２８），鉄滓１１点が，竈内やＰ１の覆土中から出土してい

る。その他，流入した縄文土器片７７点，弥生土器片１７８点，古墳時代の須恵器片１点も出土している。竈内か

らは，４６６～４６９が竈の煙道部のほぼ中央から，逆位で重ねられた状態で出土しているため，支脚として使用さ

れたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半である。性格は，Ｐ１から集中して鉄滓などが出土していることから，

鍛冶関連作業施設の可能性もある。

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・鉄滓中量，ローム粒子・炭化粒子・

砂粒少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂粒中

量，鉄滓少量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
３ 黒 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化物少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化物中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土粒子・
砂粒少量，炭化粒子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒

子少量

―４９２―



第３７９図 第２８号住居跡・出土遺物実測図
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� 竪穴建物跡

第１号建物跡（第３８０図）

位置 調査区東部のＥ６ｂ１区で，標高２５�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５２１号土坑を掘り込み，第１０２・５２０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�９２ｍ，短軸３�３４ｍの不整長方形で，主軸方向はＮ－８６°－Ｗである。壁高は５～２０�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。炉１の南西側と東コーナー部付近に，地山を掘り残した

高まりが確認できた。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ５は深さ２６～５９�で，柱穴と考えられる。

炉 ２か所。炉１は中央部の南寄りに位置する地床炉である。長径６２�，短径５２�の楕円形で，床面を皿状に

１５�掘りくぼめて構築している。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。炉２は炉１の

東側８６�に位置する地床炉である。長径２６�，短径１４�の不整楕円形で，火床面は床面と同じ高さで，火熱を

受けて赤変硬化している。

覆土 ６層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２０５点（坏１５４，高台付坏１，小皿７，甕４３）が，覆土下層から床面にかけて散在した

状態で出土している。その他，流入した縄文土器片５２０点，弥生土器片５点，古墳時代の須恵器片７点，土器

片錘１点も出土している。北西コーナー部からまとまって出土している。

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 灰 褐 色 ローム粒子中量

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量 ２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

第２８号住居跡出土遺物観察表（第３７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４６６ 土師器 坏 １３�０ ４�０ ６�２ 石英・雲母 橙 普通 体部下端ヘラ削り ロクロ目明瞭 竈支脚 ９５％ PL４９

４６７ 土師器 坏 ［１２�０］ ３�２ ６�６ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面横位のヘラ磨き 竈支脚 ５０％

４６８ 土師器 高台付坏 １４�９ ５�９ ７�０ 長石・雲母 橙 普通 体部外面ロクロ目明瞭 内面ヘラ磨き 黒色処理 竈支脚 ６０％ PL５０

４６９ 土師器 高台付坏［１３�６］（４�７） － 長石・雲母 橙 普通 ロクロ目明瞭 竈支脚 ４０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１ 鉄塊系遺物 ７�９ ８�１ ４�０ ２６６�６ 鉄 椀状滓 多孔質 上面・側面の一部破面 下面は椀状 着磁性有り Ｐ１覆土 PL６０

表１０ 平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高

（�）
床面 壁溝

内部施設

覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）

ピット
竈 炉

貯蔵
穴主柱穴 柱穴 出入口 不明

７ Ｄ５ｇ４ Ｎ－８２°－Ｗ ［方形］［２�７２］×２�７９１１～１６ 平坦 － － － － １ １ － － 自然 土師器・紡錘
車

１０世紀
後半 SI８�本跡�SD１

２８ Ｅ６ｂ６Ｎ－１０９°－Ｅ ［方形］（３�０６）×３�３９１２～１６ 平坦 ほぼ
全周 － － － ３ １ － １ 人為 土師器・鉄滓 １０世紀

前半 SK３４５�本跡

―４９４―



第３８０図 第１号建物跡・出土遺物実測図

―４９５―



所見 時期は，出土土器から１１世紀前半である。特徴は竈が付設されず，複数の炉を有していること，床面に地山

を掘り残した高まりが築かれていることなどで，単なる居住施設ではなく，何らかの作業施設の可能性もある。

第２号建物跡（第３８１・３８２図）

位置 調査区中央部のＥ５ｄ８区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２０・２５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�１０ｍ，短軸４�５６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｅである。壁高は１０～１３�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット ８か所。Ｐ１・Ｐ３～Ｐ６・Ｐ８は深さ４３～６５�で，柱穴と考えられる。Ｐ２・Ｐ７は深さ１２～２３�で，

性格は不明である。

炉 中央部の東寄りに位置する地床炉である。長径８６�，短径４３�の不整楕円形で，床面を皿状に５�掘りく

ぼめて構築している。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

屋内土坑 ２か所。屋内土坑１は北コーナー部に位置し，長径１００�，短径９６�の円形で，深さは３８�である。

底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。屋内土坑２は東コーナー部に位置し，長径９０�，短径７１

�の楕円形で，深さは１１�である。底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ９層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
１０ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
１１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック中量

炉土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック多量

屋内土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

７ 黒 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック多量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物中量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１号建物跡出土遺物観察表（第３８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４１８ 土師器 坏 ［１４�６］（６�３） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 ５％

４１９ 土師器 坏 － （１�７） ６�０ 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通 内面見込に粘土貼付 底部回転糸切り離し 覆土中層 ５０％

４２０ 土師器 坏 － （１�１） ４�６ 長石・雲母 黄橙 普通 底部回転糸切り離し 覆土 １０％

４２１ 土師器 高台付坏 － （３�８）［７�１］石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面黒色処理 覆土上層 ２０％

４２２ 土師器 小皿 ８�９ ２�０ ５�１ 石英・長石・雲母 橙 普通 外面ナデ 内面ロクロ目明瞭 底部回転糸切り離し 覆土上層 １００％ PL５０

４２３ 土師器 小皿 ７�４ １�５ ５�０ 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 ナデ 底部静止糸切り離し 床面 １００％

―４９６―



遺物出土状況 土師器片９４点（坏４１，高台付坏４，小皿３，甕４６）が，覆土中層から下層にかけて散在した状

態で出土している。その他，流入した縄文土器片２２７点，古墳時代の須恵器片３点，剣形模造品１点，土器片

錘２点，混入した瓦質土器片２点も出土している。また，複数の焼土塊が床面直上から出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半である。特徴は竈が付設されず，炉を有していることなどで，単なる

居住施設ではなく，何らかの作業施設の可能性もある。

第３８１図 第２号建物跡実測図

―４９７―



第３号建物跡（第３８３図）

位置 調査区中央部のＥ５ｄ７区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２１・２２号住居跡，第１号墳を掘り込み，第２号建物，第２３１号土坑に掘り込まれている。また，

南東壁と南西壁の大半は撹乱で削平されている。

規模と形状 南東壁と南西壁の大半が撹乱で削平されているため，確認できた長軸は５�０１ｍ，確認できた短軸

は４�５９ｍで，本来は長軸５�４０ｍ，短軸４�８０ｍほどの長方形と推測できる。壁高は１０～２４�で，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ４５�，Ｐ２は深さ３０�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分かれ，層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２点（坏１，高台付坏１），土製品１点（球状土錘）が，西コーナー部付近の床面か

ら散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片８点，弥生土器片２点，古墳時代の土師器片１

第３８２図 第２号建物跡出土遺物実測図

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化子粒微量

第２号建物跡出土遺物観察表（第３８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４３７ 土師器 坏 ［１３�６］（５�１） － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 外面ロクロ目明瞭 内面ヘラ磨き 覆土下層 ２０％

４３８ 土師器 高台付坏 － （４�６） ６�４ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面雑なヘラ磨き 内面ヘラ磨き 黒色処理 覆土下層 ２０％

４３９ 土師器 小皿［ ９�０］ １�９ ４�４ 長石・雲母 にぶい橙 普通 外面ナデ 内面ロクロ目明瞭 底部回転糸切り離し 覆土中層 ７０％ PL５０

４４０ 土師器 小皿［ ７�７］ １�７ ５�２ 長石・雲母 にぶい橙 普通 ナデ 底部回転糸切り離し 覆土中層 ６５％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９８３ 転用砥 １１�５ １０�４ ０�８ １１９�５ 土師器／石英・雲母 １側縁に研磨痕 覆土中層

―４９８―



点，須恵器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半である。性格は，竈や炉が付設されていなかった可能性が高いことか

ら，住居とは断定できず，性格不明の竪穴建物である。

第３８３図 第３号建物跡・出土遺物実測図

第３号建物跡出土遺物観察表（第３８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４４１ 土師器 坏 － （１�１） ６�０ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り離し 床面 ３０％

４４３ 土師器 高台付坏 － （１�８） ６�０ 長石・雲母 にぶい橙 普通 ナデ 床面 １０％

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP９８４ 球状土錘 ３�２ ３�５ ０�７～
０�９ ３３�８ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 床面 PL５７

―４９９―



第４号建物跡（第３８４図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ８区で，標高２４�９ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第３１５・５１１・５１５・５１６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�１１ｍ，短軸３�１２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６７°－Ｅである。壁高は５～１５�で，直立

している。

第３８４図 第４号建物跡・出土遺物実測図

―５００―



床 ほぼ平坦で，コーナー部付近を除いて踏み固められている。壁溝が全周し，幅は１０～３５�，深さ５～１７�

で，断面形はＵ字状である。

ピット Ｐ１は深さ２８�で，性格は不明である。

炉 ２か所。炉１は中央部の東寄りに位置する地床炉である。長径５６�，短径３５�の不整楕円形である。炉２

は炉１の西側２０�に位置する地床炉である。長径６７�，短径３５�の不定形である。両者とも火床面は床面と同

じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

屋内土坑 ２か所。屋内土坑１は東コーナー部に位置し，長径８１�，短径５７�の楕円形で，深さは２９�で，底

面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。屋内土坑２は南コーナー部に位置し，長径７３�，短径５４�

の楕円形で，深さは３３�である。底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 １０層に分かれ，層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２９２点（坏９８，高台付坏９，小皿５，甕１８０），土製品４点（球状土錘１，焼成粘土塊

３）が，覆土下層から床面にかけて散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片９２点，弥生土

器片２点，古墳時代の須恵器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半である。特徴は竈が付設されず，炉を有していることなどで，単なる

居住施設ではなく，何らかの作業施設の可能性もある。

第５号建物跡（第３８５・３８６図）

位置 調査区東部のＥ６ｈ７区で，標高２４�７ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第６号建物跡，第２２２・３４７・４９８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸６�５４ｍ，短軸４�１１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７３°－Ｅである。壁高は１０～２７�で，外傾

して立ち上がっている。

屋内１土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

屋内２土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 淡 赤 橙 色 ロームブロック少量
９ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第４号建物跡出土遺物観察表（第３８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４８３ 土師器 小皿 １０�３ ２�８ ５�６ 石英・長石・雲母 橙 普通 ロクロ目明瞭 底部回転糸切り離し 床面 ９０％ PL５０

４８４ 土師器 小皿 ９�８ １�８ ６�０ 石英・長石・雲母 橙 普通 内面ナデ 煤付着 底部回転糸切り離し 貯蔵穴１覆土 ７０％

４８５ 土師器 坏 ［１５�２］（４�３） － 石英・長石・赤色粒子 にぶい褐 普通 ロクロ目明瞭 覆土 ３０％

４８６ 土師器 坏 ［１５�４］（３�３） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロ目明瞭 覆土 ２０％

４８７ 土師器 高台付坏 － （３�８） ６�６ 石英・長石・雲母 橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ削り後，ナデ 床面 ４０％

―５０１―



第３８５図 第５号建物跡実測図

―５０２―



第３８６図 第５号建物跡・出土遺物実測図

―５０３―



床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が北西コーナー部付近の壁下で確認され，幅は１０～

１５�，深さ６�で，断面形はＶ字状を呈している。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ４５～５２�で，柱穴と考えられる。Ｐ４～Ｐ６は深さ２３～３１�で，性格は不

明である。

竈 東壁のやや北寄りに位置し，煙道部は壁を４０�掘り込んでいる。規模は，焚口部から煙道部まで１０５�，

燃焼部幅５５�である。袖部及び奥壁は板状の雲母片岩片をコの字状に組み合わせて構築している。燃焼部のほ

ぼ中央部に位置する火床面は，床面を１４�掘りくぼめ，火熱を受けて赤変硬化している。

炉 ３か所。炉１は中央部のやや西寄りに位置する地床炉である。長径３２�，短径２４�の隅丸長方形で，床面

を皿状に２３�掘りくぼめて構築している。炉２は炉１の西側３０�に位置する地床炉である。長径４１�，短径１４

�の不定形で，床面を皿状に１０�掘りくぼめて構築している。炉３は炉２の西側３０�に位置する地床炉である。

長径３５�，短径１６�の不定形で，床面を皿状に９�掘りくぼめて構築している。いずれも火床面は床面と同じ

高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

屋内土坑 中央部の南東寄りに位置し，長軸８２�，短軸６８�の長方形で，深さは３１�である。底面はほぼ平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１７１点（坏７６，高台付坏２，高台付椀７，小皿１１，高台付皿６，甕５９，甑１０），金属製

品１点（刀子），雲母片岩片７点が，覆土下層から床面にかけて散在した状態で出土している。その他，流入

した縄文土器片３１７点，弥生土器片１点，古墳時代の須恵器片３４点，土器片錘１点，剥片１点も出土している。

４９８・４９９や雲母片岩片は竈の内外から，Ｍ２は北東コーナー部付近の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半である。竈の覆土中に砂粒や粘土粒子，粘土ブロックなどが含まれて

いないため，天井部を含めて石組みの竈であったと考えられる。また，大半の雲母片岩片は，住居の廃棄時に

抜き取られ，竈の破壊行為が行われたと推測できる。その他の特徴は，平面形が長方形で，複数の炉を有して

いることである。建物の形態としては，竈の有無を除いて第１号建物跡や第４号建物跡と類似している。

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 灰 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒
子微量

８ 灰 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

炉土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

屋内土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

―５０４―



第６号建物跡（第３８７図）

位置 調査区東部のＥ６ｈ６区で，標高２４�７ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第５号建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�０３ｍ，短軸２�９５ｍの方形である。壁高は１０�で，外傾して立ち上がっている。

床 緩やかな凹凸を有している。

覆土 ２層に分かれ，層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２０点（坏１０，高台付坏１，甕９），土製品１点（鞴羽口）が，覆土下層から床面にか

けて散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片８点，弥生土器片２点，古墳時代の土師器片

１点，須恵器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半である。性格は内部施設が無いため，住居とは断定できず，性格不明

の竪穴建物である。鞴羽口が出土しているため，周辺に鍛冶関連作業施設が存在していた可能性がある。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量 ２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子微量

第５号建物跡出土遺物観察表（第３８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４８９ 土師器 坏 ［１５�４］ ４�７ － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ ヘラ削り 内面ヘラ磨き 黒色処理 竈覆土 １０％

４９０ 土師器 高台付坏［１６�５］ ６�３ ９�２ 石英・長石 浅黄 普通 体部下端ヘラ削り ロクロ目明瞭 床面 ５０％

４９１ 土師器 高台付皿 １１�５ ３�８ ７�１ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ目明瞭 床面 ７０％ PL５０

４９２ 土師器 甕 ［２０�８］（ ６�３） － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラナデ後，ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 １０％

４９３ 土師器 甕 ［２２�２］（ ７�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ後，ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土 １０％

４９４ 土師器 小皿 ９�５ ２�２ ５�５ 石英・長石・雲母 浅黄 普通 ロクロ目明瞭 底部回転糸切り離し 床面 １００％

４９５ 土師器 小皿 １０�２ ２�３ ５�０ 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロ目明瞭 底部回転糸切り離し 床面 ８５％ PL５０

４９６ 土師器 小皿 １０�４ ２�７ ４�８ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ロクロ目明瞭 底部静止糸切り離し 床面 ７０％

４９７ 土師器 小皿［ ９�８］ １�７ ５�２ 石英・長石・雲母 浅黄 普通 ロクロ目明瞭 底部静止糸切り離し 覆土 ５０％

４９８ 土師器 甑 － （１６�２）１４�８ 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 胴部ヘラナデ 内面輪積み痕明瞭 孔周縁ヘラ削り 竈覆土 ３０％

４９９ 土師器 甑 － （ ５�８）［１６�４］石英・長石・雲母 橙 普通 胴部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 孔周縁ヘラ削り 竈覆土 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２ 刀子 （１２�９） １�２ ０�３～
０�４ （１５�０） 鉄 ほぼ完形 切先欠損 刃部断面三角形 茎部断面長方形 床面 PL６０

第６号建物跡出土遺物観察表（第３８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５００ 土師器 坏 ［１７�２］（２�４） － 石英・長石・赤色粒子 橙 普通 ロクロ目明瞭 覆土 １０％

５０１ 土師器 坏 ［１３�２］（３�１） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面ロクロ目明瞭 内面ヘラ磨き 黒色処理 覆土 １０％

５０２ 土師器 甕 ［２３�４］（７�８） － 石英・長石・赤色粒子 にぶい褐 普通 胴部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ後，ヘラ削り 床面 １０％

５０３ 土師器 甕 ［１５�４］（７�６） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 胴部外面ヘラナデ 指頭痕 内面ヘラナデ 床面 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP１００５ 鞴羽口 （５�０）（３�５）（２�６）（３８�７）粘土／石英・長石 表面ナデ調整 先端部溶解 推定孔径０�７～０�９� 床面 PL５６

―５０５―



第３８７図 第６号建物跡・出土遺物実測図

表１１ 平安時代竪穴建物跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高

（�）
床面 壁溝

内部施設

覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）

ピット
竈 炉

屋内
土坑主柱穴 柱穴 出入口 不明

１ Ｅ６ｂ１ Ｎ－８６°－Ｗ 不整長方形 ４�９２×３�３４ ５～２０ 平坦 － ５ － － － － 地床
炉２ － 自然 土師器 １１世紀

前半
SK５２１�本跡�
SK１０２・５２０

２ Ｅ５ｄ８ Ｎ－２９°－Ｅ 長方形 ５�１０×４�５６１０～１３ 平坦 － ６ － － ２ － 地床
炉１ ２ 人為 土師器 １１世紀

前半 SI２０・２５�本跡

３ Ｅ５ｄ７ － ［長方形］（５�０１）×（４�５９）１０～２４ 平坦 － － － － ２ － － － － 土師器・球状
土錘

１０世紀
後半

SI２１・２２，TM１�
本跡�ST２，SK２３１

４ Ｅ６ｄ８ Ｎ－６７°－Ｅ 長方形 ４�１１×３�１２ ５～１５ 平坦 全周 － － － １ － 地床
炉２ ２ － 土師器 １１世紀

前半
SK３１５・５１１・５１５・
５１６�本跡

５ Ｅ６ｈ７ Ｎ－７３°－Ｅ 長方形 ６�５４×４�１１１０～２７ 平坦 一部 ３ － － ３ １ 地床
炉３ １ 自然 土師器・刀子・

雲母片岩片
１１世紀
前半

SI６，SK２２２・３４７・
４９８�本跡

６ Ｅ６ｈ６ － 方形 ３�０３×２�９５ １０ 凹凸 － － － － － － － － － 土師器・鞴羽
口

１０世紀
後半 本跡�ST５

―５０６―



第１号火葬墓（第３８８図）

位置 調査区南部のＦ５ｂ５区で，標高２４�２ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 南東側は調査区域外に延びている。上部は耕作により削平されている。遺存状況は不良である。

規模と形状 南東側が調査区域外に延びているため，確認できた長径は０�９５ｍ，確認できた短径は０�８７ｍで，

本来は径１�００ｍほどの円形と推測できる。深さは２１�で，底面は皿状にくぼんでいる。壁は緩やかに立ち上が

っている。

覆土 ６層に分かれ，第１～５層は埋め戻された土層で，第６層は須恵器鉢の内部に堆積した焼骨と炭化材を

多く含む黒褐色土である。

遺物出土状況 須恵器１点（鉢）が，５３片に割れた状態で出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片２８点

も出土している。５６５の底部付近は，掘り込みのやや北よりの位置から，正位の状態で出土している。

所見 須恵器鉢を蔵骨器とし，正位で埋設していたと推測できる。内部からは，焼けた微細骨片と炭化材が多

量に出土している。時期は，出土土器から９世紀前葉である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 炭化材・微細骨片多量，ロームブロック少量

第３８８図 第１号火葬墓・出土遺物実測図

第１号火葬墓出土遺物観察表（第３８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６５ 須恵器 鉢 ［３８�５］［２７�８］１３�３ 長石・雲母 灰褐 普通 体部縦位の平行叩き目 内面ヘラナデ 埋土上層 ２０％

� 火葬墓

―５０７―



� 土坑

第７８号土坑（第３８９図）

位置 調査区北部のＤ５ｄ２区で，標高２４�９ｍの台地平坦部，平安時代の第７号住居跡の北西側に位置している。

規模と形状 長径０�９１ｍ，短径０�７４の楕円形で，長径方向はＮ－７８°－Ｗである。深さは３７�で，底面はほぼ

平坦である。壁は直立している。

覆土 ６層に分かれ，ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考え

られる。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏２，甕８）が，覆土中から出土している。確認面から，土坑を覆う状態で板

状の雲母片岩が出土している。その他，流入した縄文土器片１１点，古墳時代の土師器片２点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半である。覆土が埋め戻されていることや，板状の雲母片岩が土坑を覆

うように出土しているため墓坑の可能性も考えられるが，性格は不明である。

第１７１号土坑（第３９０図）

位置 調査区中央部のＥ５ｇ７区で，標高２５�１ｍの台地平坦部，平安時代の第２・３号建物跡の南側に位置し

ている。

重複関係 第１号墳を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�７７ｍ，短径１�６５の円形である。深さは６７�で，底面はほぼ平坦である。壁は底面から中位

にかけて直立し，上部で外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３８９図 第７８号土坑・出土遺物実測図

第７８号土坑出土遺物観察表（第３８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

３９９ 土師器 甕 － （７�３）［９�５］ 雲母 にぶい橙 普通 胴部下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土 １０％

５４４ 土師器 坏 ［１８�１］（３�３） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面ロクロ目明瞭 内面ナデ 覆土 ５％

―５０８―



覆土 ３層に分かれ，ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考え

られる。

遺物出土状況 土師器片５５点（坏５０，高台付坏２，甕３）が，覆土中から散在した状態で出土している。その

他，流入した縄文土器片４１点，古墳時代の須恵器片３点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半である。墓坑の可能性も考えられるが，性格は不明である。

第２９９号土坑（第３９１図）

位置 調査区東部のＥ６ｇ６区で，標高２４�９ｍの台地縁辺部，平安時代の第５・６号建物跡の北側に位置して

いる。

重複関係 第３２０・３２１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�４０ｍ，短径１�１８の楕円形で，長径方向はＮ－２９°－Ｗである。深さは５５�で，底面はほぼ

平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分かれ，ロームブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３９０図 第１７１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１７１号土坑出土遺物観察表（第３９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５７ 土師器 高台付椀［１５�２］ ８�０ ［５�４］ 雲母 にぶい橙 普通 体部上半ヘラナデ 内面粗いヘラ磨き 底部
静止糸切り離し 覆土上層 ３０％

５５８ 土師器 高台付坏 － （ ２�１） ６�４ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 底部２条の線刻 覆土 １０％

―５０９―



遺物出土状況 土師器片８点（坏６，小皿２）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入し

た縄文土器片２６点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半である。墓坑の可能性も考えられるが，性格は不明である。

第３００号土坑（第３９２図）

位置 調査区東部のＥ６ｊ８区で，標高２３�８ｍの台地縁辺部，平安時代の第５・６号建物跡の南側に位置して

いる。

規模と形状 長径１�９０ｍ，短径１�７５の円形である。深さは２６�で，底面はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土 ４層に分かれ，ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考え

られる。

遺物出土状況 土師器片６２点（坏２６，小皿２１，甕１５）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，

流入した縄文土器片１５８点，古墳時代の須恵器片４２点，土器片錘１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半である。墓坑の可能性も考えられるが，性格は不明である。

第３９１図 第２９９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック多量

第３９２図 第３００号土坑・出土遺物実測図

第２９９号土坑出土遺物観察表（第３９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６８ 土師器 小皿［１０�８］ ２�２ ［５�０］ 雲母 橙 普通 体部下端ヘラナデ 底部回転糸切り離し 覆土下層 ５０％

―５１０―



第３９９号土坑（第３９３図）

位置 調査区東部のＥ６ｈ９区で，標高２４�５ｍの台地縁辺部，平安時代の第５・６号建物跡の東側に位置して

いる。

重複関係 第３７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�２０ｍ，短径０�６５の楕円形で，長径方向はＮ－６６°－Ｅである。深さは３４�で，底面はほぼ

平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層。埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１点（高台付坏）が，覆土中から出土している。その他，流入した縄文土器片８点も

出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半である。墓坑の可能性も考えられるが，性格は不明である。

第５１１号土坑（第３９４図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ９区で，標高２４�９ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第５１０・５１６号土坑を掘り込み，第４号建物に掘り込まれている。

規模と形状 西側が第４号建物に掘り込まれているため，確認できた長径は０�９３ｍで，本来は長軸１�００ｍほど，

短径０�７５で，長径方向がＮ－６６°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２２�で，底面は皿状にくぼんでいる。壁

は緩やかに立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ３層に分かれ，ロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと考え

られる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第３９３図 第３９９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第３００号土坑出土遺物観察表（第３９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６９ 土師器 小皿［１０�６］ ２�２ ［６�０］石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り離し 覆土 ３０％

第３９９号土坑出土遺物観察表（第３９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８４ 土師器 高台付坏 １１�６ ４�８ ６�６ 石英・長石・雲母 橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 底部回転糸切り離し 覆土下層 ９５％
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遺物出土状況 土師器片１１点（坏３，高台付坏２，甕６）が，覆土中から散在した状態で出土している。その

他，流入した縄文土器片１３点，磨石１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半である。墓坑の可能性も考えられるが，性格は不明である。

� 周溝跡

第１号周溝跡（第３９５図）

位置 調査区西部の大グリッドＥ４区（Ｅ４ｂ５～ｂ８，Ｅ４ｃ５～ｃ０，Ｅ４ｄ４～ｄ０，Ｅ４ｅ４～ｅ０，Ｅ４ｆ５～

ｆ０，Ｅ４ｇ６～ｇ９，Ｅ４ｈ８・ｈ９区）で，標高２３�５～２５�０ｍの台地縁辺部から平坦部にかけて位置している。

重複関係 第１５号住居跡，第１３１・１３８・１３９・１４５・１５２号土坑を掘り込み，第１・２号道路に掘り込まれてい

る。南側は調査区域外に延びている。

規模と形状 南側が調査区域外に延びているため，周溝外側で東西軸２４�０ｍ，確認できた南北軸は２１�４ｍで，

周溝内側で東西軸は２０�０ｍ，確認できた南北軸は２０�０ｍである。本来は一辺２０ｍほどの方形と推測できる。封

第３９４図 第５１１号土坑・出土遺物実測図

第５１１号土坑出土遺物観察表（第３９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５９０ 土師器 坏 １４�３ ４�２ ６�３ 長石・雲母 橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 底部回転ヘラ削り 覆土下層 ６０％

５９１ 土師器 高台付坏 － （５�５） ７�３ 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 底部回転ヘラ削り 覆土下層 ５０％

表１２ 平安時代土坑一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係

（古�新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（�）

７８ Ｄ５ｄ２ 楕円形 Ｎ－７８°－Ｗ ０�９１ × ０�７４ ３７ 直立 平坦 － 人為 土師器 １０世紀後半 －

１７１ Ｅ５ｇ７ 円形 － １�７７ × １�６５ ６７ 直立
外傾 平坦 － 人為 土師器 １０世紀後半 第１号墳�本跡

２９９ Ｅ６ｇ６ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｗ １�４０ × １�１８ ５５ 外傾 平坦 － 人為 土師器 １１世紀前半 SK３２０・３２１�本跡

３３０ Ｅ６ｊ８ 円形 － １�９０ × １�７５ ２６ 外傾 平坦 － 人為 土師器 １１世紀前半 －

３９９ Ｅ６ｈ９ 楕円形 Ｎ－６６°－Ｅ １�２０ × ０�６５ ３４ 緩斜 平坦 － 人為 土師器 １０世紀後半 SI３７�本跡

５１１ Ｅ６ｄ９［楕円形］Ｎ－６６°－Ｅ（０�９３）× ０�７５ ２２ 緩斜 皿状 － 人為 土師器 １０世紀後半 SK５１０・５１６�本跡�ST４
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土や内部施設などは確認されなかった。コーナー部はほぼ直角に屈曲し，北側から西側は掘り込みが浅く，北

東コーナーから東側の北半分が比較的深く掘り込まれている。上幅１�２０～２�０２ｍ，下幅０�８０～１�４４ｍ，深さ１５

～４０�で，断面形は，緩やかな弧状を呈している。底面はほぼ平坦で，壁は緩やかに立ち上がっている。

第３９５図 第１号周溝跡・出土遺物実測図
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覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 金属製品１点（刀子）が，覆土中から出土している。その他，流入した縄文土器片２０１点，弥

生土器片９点，土師器片３点，須恵器片１点，土器片円盤１点も出土している。

所見 時期は，重複関係から近世以前で，中世以降の遺物が出土していないことから，古代の区画溝と推測で

きる。

� 溝跡

第１号溝跡（第３９６図）

位置 調査区北部から東部のＤ４ｂ９～Ｄ５ｈ０区で，標高２４�１～２５�０ｍの台地縁辺部から平坦部にかけて位置

している。

重複関係 第１・３・５・７・８号住居跡，第２４・６７・９９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｌ字状で，Ｄ５ｈ０区付近から北西方向（Ｎ－６６°－Ｗ）へ延び，Ｄ４ｃ８区付近でほぼ北方向（Ｎ

－１５°－Ｅ）へ屈曲している。両端は調査区域外に延びている。確認できた長さは５９�０ｍ，上幅２�２８ｍ～２�９２

ｍ，下幅０�３６～０�７６ｍ，深さ３４�～７４�である。底面はほぼ平坦で，部分的に皿状にくぼんでいる。底面の標

高は２３�８～２４�１ｍで，緩やかに北西方向に傾斜している。断面形は逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５点（高台付坏）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄

文土器片６６１０点，弥生土器片３６３点，須恵器片１０９点，土器片錘３８点，土器片円盤６点，球状土錘１点，ナイフ

形石器１点，石鏃２点，磨石３点，打製石斧１点，磨製石斧１点，剥片４点，蛇紋岩製小玉１点，混入した陶

磁器片３点も出土している。

所見 １０世紀後半の第７号住居跡を掘り込んで構築しているため，時期は，１１世紀前半以降で中世以前と考え

られる。性格は，北西方向に緩やかに傾斜していること，両端で屈曲していることから，排水溝や区画溝と考

えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化材中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

第１号周溝跡出土遺物観察表（第３９５図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３ 刀子 （５�６）（１�２）（０�３）（３�７） 鉄 両端欠損 刃部断面三角形 覆土

第１号溝跡出土遺物観察表（第３９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

６０４ 土師器 高台付皿 １３�４ ２�８ ６�０ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 覆土 ７０％ PL６０
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第３９６図 第１号溝跡・出土遺物実測図
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５ 中世・近世の遺構と遺物

今回の調査で確認した当時代の遺構は，土坑墓２基，周溝跡１基，塚１基，溝跡６条，道路跡３条である。

以下，それぞれの遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

� 土坑墓

第２号土坑墓（第３９７図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ４区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３５５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�６５ｍ，短軸１�２０ｍの隅丸長方形で，長軸方向

はＮ－５２°－Ｅである。深さは６０�で，底面はほぼ平坦である。

壁は底面から中位まで直立し，中位から上位は外傾して立ち上が

っている。

覆土 ７層に分かれ，ロームブロックや炭化物などを多く含み，

締まりの弱い土質から，埋め戻されたと考えられる。

人骨出土状況 第６・７層から，頭部を北東方向に向けて，仰向けで両足を組んだ状態の人骨が出土している。

遺物出土状況 流入した縄文土器片１０４点，土師器片３７点，須恵器片１点，石鏃１点が出土している。

所見 時期は，出土した人骨や覆土の様相から，近世である。

第３号土坑墓（第３９８図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ３区で，標高２５�２ｍの台地平坦部，第３４９号土坑の南西側約１�７０ｍに位置している。

規模と形状 長径１�６３ｍ，短径１�１０ｍの楕円形で，長径方向はＮ

－５８°－Ｅである。深さは４５�で，底面はほぼ平坦である。壁は

外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分かれ，ロームブロックや炭化物などを多く含み，

締まりの弱い土質から，埋め戻されたと考えられる。

人骨出土状況 第３・４層から，頭部を北東方向に向けた状態の

人骨が出土している。遺存状況は極めて不良で，頭蓋骨や大腿骨

の一部を確認した。

遺物出土状況 流入した縄文土器片３０点，土師器片３点が出土している

第３９７図 第２号土坑墓実測図

第３９８図 第３号土坑墓実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，骨片微量
５ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，骨片微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック多量，骨片中量，炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・骨片中量，炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・骨粉少量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・骨粉少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
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所見 時期は，出土した人骨や覆土の様相から，近世である。

� 周溝跡

第２号周溝跡（第３９９・４００図）

位置 調査区中央部の大グリッドＥ５区（Ｅ５ａ４～ａ６，Ｅ５ｂ３～ｂ６，Ｅ５ｃ３～ｃ６，Ｅ５ｄ４～ｄ６区）で，

標高２５�３ｍの台地平坦部に位置している。

第３９９図 第２号周溝跡実測図

表１３ 中世・近世土坑墓一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係

（古�新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（�）

２ Ｅ６ｄ４ 隅丸長方形 Ｎ－５２°－Ｅ １�６５ × １�２０ ６０ 外傾 平坦 － 人為 人骨 近世 SK３５５�本跡

３ Ｅ６ｄ３ 楕円形 Ｎ－５８°－Ｅ １�６３ × １�１０ ４５ 外傾 平坦 － 人為 人骨 近世 －
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重複関係 第１号墳，第２７・２９号住居跡，第２７５・２８６・３１９・３２６号土坑を掘り込み，第３号道路に掘り込まれ

ている。

規模と形状 周溝外側で長径１１�６ｍ，短径１１�４ｍの略円形で，周溝内側の径は８�００～８�５０ｍである。封土や内

部施設などは確認されなかった。南西側は直線的である。北側は掘り込みが浅く，北西側のコーナー部付近が

最も深く掘り込まれている。上幅１�６４～２�１４ｍ，下幅０�５０～０�６８ｍ，深さ４０～５５�である。底面はほぼ平坦で，

部分的に皿状にくぼんでいる。断面形はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ８層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第４００図 第２号周溝跡出土遺物実測図
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遺物出土状況 陶器片１１点（碗２，天目茶碗３，徳利１，擂り鉢４，鉢１），磁器片１点（蓋），瓦質土器片１

点（内耳鍋），石製品２点（砥石），金属製品２点（銭貨，小柄）が，覆土中から散在した状態で出土している。

その他，流入した縄文土器片１１１点，弥生土器片１７点，土師器片４点，須恵器片１点，土器片錘４点，石製模

造品１点も出土している。

所見 時期は，出土遺物から近世である。規模と形状から，塚に伴う周溝の可能性が高い。

� 塚

第１号塚（第４０１図）

位置 調査区南端部のＦ５ｂ６区付近を中心に，標高２５�０～２６�２ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第５号溝跡の覆土の上に構築されている。南東部は現代の土取りによって大きく抉り取られている。

規模と形状 平面形は径９�５ｍほどの円形と推測され，現地表面からの高さは６０�ほどで，塚頂部の標高は２６�２

ｍである。

構築状況 旧表土を基底部とし，ロームブロック・粘土粒子・砂粒を中量から多量に含んだ黒褐色土や暗褐色

土，灰黄褐色土の混土で構築している。低丘で盛土の締まりは弱い。

覆土 ９層に分かれ，第１層は表土，第２～５層は盛土，第６層は旧表土，第７～９層は縄文時代の遺物包含

層である。

所見 時期は，重複関係から近世から近代と推測できる。人工的な盛土は確認できたが，高さ６０�ほどの低丘

で，出土遺物もないことから，性格は不明である。

土層解説
１ 褐 灰 色 ロームブロック中量
２ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒
子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量

第２号周溝跡出土遺物観察表（第４００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５９８ 陶器 天目茶碗 － （２�３） ４�４ 長石 胎土／淡黄
釉／黒 普通 内外面鉄釉 体部下端露胎 削り高台 覆土 瀬戸・美濃系

１０％

５９９ 磁器 碗 － （２�６） ３�９ 緻密 灰白 普通 染付 草木文・重圏文 高台見込に崩し「福」 覆土 瀬戸・美濃系
１０％

６００ 土師質土器 かわらけ ５�１ １�２ ３�７ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロ成形 底部回転糸切り離し 中央部に
焼成後の穿孔 孔径０�４� 覆土 ９０％

６０１ 陶器 皿 － （２�８）［７�２］ 長石 灰白 普通 内面鉄絵 重ね焼き痕 覆土 瀬戸・美濃系
１０％

６０２ 磁器 蓋 － （１�３） － 緻密 灰白 普通 染付 重圏文 覆土 ５０％

６０３ 陶器 擂り鉢 － （４�５）［１３�０］ 長石 胎土／淡黄
釉／暗赤灰 普通 外面鉄釉 内面１２本以上の櫛歯による擂り目

底部回転糸切り離し 転用砥 覆土 １０％

TP１０１４瓦質土器 鉢 － （６�０） － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部平坦 外面に１条の沈線 棒状工具に
よる髭状のモチーフを施す 内面ナデ 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２７４ 砥石 （６�４）（３�７）（３�０）（１０２�６） 凝灰岩 ４面使用 断面長方形 欠損 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 石質 材質 特徴 出土位置

Ｍ４ 小柄 ９�６ １�６ ０�５～
０�６ ２４�５ 銅 片面に彫り込みの斜め縞模様 覆土 PL６０

Ｍ５ 銭貨 ２�３ ２�３ ０�１ １�９ 銅 「寛永通寶」 新寛永 輪側一部欠損 覆土 PL６０
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� 溝跡

第２号溝跡（第４０２・４０４図）

位置 調査区西部から東部のＥ４ａ６～Ｆ６ａ６区で，標高２３�８～２５�３ｍの台地縁辺部から平坦部にかけて位置

している。

重複関係 第１８号住居跡，第１号墳，第５号溝跡を掘り込み，第６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 くの字状で，Ｆ６ａ６区付近から北西方向（Ｎ－４２°－Ｗ）へ延び，Ｄ５ｊ７区付近で，ほぼ西方

向（Ｎ－８９°－Ｅ）へ大きく屈曲し，Ｅ４ｊ０区付近で南西方向へ緩やかに屈曲している。南東端は調査区域外

に延び，西端は先細りで途切れている。確認できた長さは１１２ｍで，上幅１�１０～６�３０ｍ，下幅０�２０～１�００ｍ，

深さ１５�～７７�である。底面は緩やかにくぼみ，標高は２２�８～２４�８ｍである。大きく屈曲するＤ５ｊ７区付近

が標高２４�８ｍと最も高く，そこから西方向に４５�６ｍで０�８０ｍほど，南東方向に５５�６ｍで２�００ｍほど下っている。

断面形は全体的に緩やかな弧状で，部分的に逆台形である。壁の大半は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第２層下面及び第１１～１３層は，踏み固められており，道路として使用されていたと考えられる。

遺物出土状況 陶器片７点（甕），土師質土器片６点（かわらけ１，内耳鍋５点），陶製品１点（転用砥），金

属製品１点（釘）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，流入した縄文土器片５１８点，弥生土

器片４６点，土師器片４０点，須恵器片２３点，土器片錘２点，球状土錘１点，剥片１点，混入した磁器片２点（碗，

紅皿）も出土している。

所見 第２層下面及び第１１～１３層は踏み固められているため，埋没過程の末期には，道路として使用されてい

たと考えられる。その時期は，路面上層の第１・２層から出土した磁器片から近世である。本来の性格は，底

面が中央部を境にして西方向と南東方向にかなり傾斜していることから排水溝と考えられる。また，小規模な

城館などに関連する溝の可能性もある。時期は，出土遺物から１５世紀後半～１６世紀代である。

第３号溝跡（第４０３図）

位置 調査区南部のＥ５ｆ２～Ｅ５ｊ０区で，標高２４�１～２４�６ｍの台地縁辺部から平坦部にかけて位置している。

重複関係 第１号墳，第５号溝跡，第２２３～２２６・４８６・４８９号土坑を掘り込んでいる。第３号道路に掘り込まれ

ている。

規模と形状 くの字状で，Ｅ５ｊ０区付近から北西方向（Ｎ－４６°－Ｗ）へ延び，Ｅ５ｅ７区付近でほぼ西方向

（Ｎ－７９°－Ｅ）へ緩やかに屈曲している。南東端は調査区域外に延び，西端はＥ５ｆ２区付近で第３号道路に

よって削平されている。確認できた長さは３９�０ｍで，上幅０�７３～１�９２ｍ，下幅０�２２～０�６４ｍ，深さ１２～２４�で

ある。底面はほぼ平坦で，標高は２４�０～２４�３ｍである。緩やかに屈曲するＥ５ｅ７区付近が標高２４�９ｍと最も

高く，そこから西方向に１８�０ｍで０�３０ｍほど，南東方向に２１�０ｍで０�３０ｍほど下っている。断面形は緩やかな

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 褐 色 ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１７ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１８ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化材微量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化材微量
２２ 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
２３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
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弧状を呈している。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 流入した縄文土器片１１１点，土師器片１９点，須恵器片２点が出土している。

所見 時期は，重複関係から近世から近代と推測できる。性格は，規模と形状から排水溝や道路に関連する溝

などが考えられる。

第４号溝跡（第４０３図）

位置 調査区南部のＥ５ｈ８～Ｅ５ｊ９区で，標高２４�５～２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２３９・４５２号土坑を掘り込み，第５号溝に掘り込まれている。

規模と形状 走行方向はＮ－１９°－Ｗで，直線的に延びている。北側が第５号溝に掘り込まれ，南側が調査区

域外に延びているため，確認できた長さは５�５４ｍで，上幅０�８６～１�２０ｍ，下幅０�３６～０�９２ｍ，深さ２０～２４�で

ある。底面はほぼ平坦で，標高は２４�１～２４�３ｍである。第５号溝に掘り込まれている地点から，南方向に５�５４

ｍで０�２０ｍほど下っている。断面形は緩やかな弧状を呈している。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 流入した縄文土器片１９点，土師器片１点が出土している。

所見 時期は，重複関係から中世である。性格は，規模と形状から排水溝と考えられる。

第５号溝跡（第４０３図）

位置 調査区南部から東部のＥ５ｊ４～Ｅ６ｆ１区で，標高２４�３～２４�８ｍの台地縁辺部から平坦部にかけて位置

している。

重複関係 第４号溝跡，第２３０・２４７・４３９号土坑を掘り込み，第２・３・６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 走行方向はＮ－５５°－Ｅで，直線的に延びている。北東側が第２・６号溝に掘り込まれ，南西側

が斜面で削平されているため，確認できた長さは３３�５０ｍで，上幅１�７０～４�６０ｍ，下幅０�６０～２�００ｍ，深さ５０

～５６�である。底面はほぼ平坦で，標高は２４�０～２４�２ｍである。Ｅ６ｆ１区付近から南西方向に緩やかに下っ

ている。断面形は緩やかな弧状を呈している。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 流入した縄文土器片１６５点，土師器片６点，土器片錘２点，打製石斧１点，剥片２点，混入し

た陶磁器片２点が出土している。

所見 時期は，重複関係から中世である。性格は，地形の傾斜方向に沿って構築されていることから排水溝と

考えられる。また，小規模な城館などに関連する溝の可能性もある。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

３ 褐 色 ロームブロック多量
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第４０２図 第２・６号溝跡実測図
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第４０３図 第３・４・５号溝跡実測図

―５２５・５２６―



第４０４図 第２・６号溝跡出土遺物実測図

第２号溝跡出土遺物観察表（第４０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

６０５ 土師質土器 かわらけ［９�５］ ２�１ ［４�５］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り離し 敷物痕 口唇部煤付着 覆土 ５０％

６０６ 土師質土器 内耳鍋 － （６�２） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 外面ナデ 指頭痕 覆土 ５％

TP１０１５土師質土器 内耳鍋 － （８�５） － 長石・雲母 褐 普通 ナデ 覆土

TP１０１６ 陶器 甕 － （５�６） － 長石 灰黄 普通 胴部外面格子目の叩き 内面ナデ 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP１０５０ 転用砥 ５�５ ６�４ １�０ ４３�９ 陶器／石英・長石 片面 １側縁に研磨痕 覆土中層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６ 釘 ４�７ ０�５～
０�８

０�３～
０�５ ７�５ 鉄 頭部平坦 先端部屈曲 断面方形 覆土 PL６０

第６号溝跡出土遺物観察表（第４０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

６０７ 青磁 碗 － （２�０） ３�２ 長石 オリ－ブ灰 普通 内面見込に花弁のモチーフのスタンプ文 削り高台 覆土 １０％

TP１０１７ 陶器 甕 － （６�９） － 長石 灰黄 普通 胴部外面格子目の叩き 内面ナデ 覆土
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第６号溝跡（第４０２・４０４図）

位置 調査区西部から東部のＤ４ｊ０～Ｆ６ａ６区で，標高２３�８～２５�３ｍの台地縁辺部から平坦部にかけて位置

している。

重複関係 第１８号住居跡，第１号墳，第２・５号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 くの字状で，Ｆ６ａ６区付近から北西方向（Ｎ－４１°－Ｗ）へ延び，Ｄ５ｊ７区付近でほぼ西方向

（Ｎ－９０°－Ｅ）へ大きく屈曲している。南東端は調査区域外に延び，西端はＤ４ｊ０区付近で途切れている。

確認できた長さは８１�０ｍで，上幅０�７０～２�００ｍ，下幅０�２０～１�１０ｍ，深さ２５～４９�である。底面は緩やかな凹

凸を有し，標高は２３�２～２４�９ｍである。大きく屈曲するＤ５ｊ７区付近が標高２４�９ｍと最も高く，そこから西

方向に２５�４ｍで０�５０ｍほど，南東方向に５５�６ｍで１�７０ｍほど下っている。断面形はＤ５ｊ７区以東は逆三角形

ないし逆台形，Ｄ５ｊ７区以西は緩やかな弧状を呈している。

覆土 １１層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（甕），青磁片１点（碗）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，

流入した紡錘車１点も出土している。

所見 時期は，重複関係から近世から近代と推測できる。本跡は，第２号溝跡がほぼ埋没した段階で，その南

西壁及び南壁に沿う状態で掘り込まれていることから，両者の関連が指摘できる。性格は規模と形状から排水

溝や道路に関連する溝などが考えられる。

� 道路跡

第１号道路跡（第４０５図）

位置 村道１５５１号線の位置した調査区南部から西部のＥ４ｃ５～Ｅ５ｊ２区で，標高２３�１～２４�５ｍの台地縁辺部

から斜面部にかけて位置している。

重複関係 第１号周溝跡を掘り込み，第２・３号道路に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黄 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
８ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
１０ 明 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１１ にぶい褐色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

表１４ 中世・近世溝跡一覧表

番号 位置 走行方向 形状 断面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係（古�新）長さ
（ｍ）

上幅
（�）

下幅
（�）

深さ
（�）

２
Ｅ４ａ６～
Ｆ６ａ６

Ｎ－４２°－Ｗ・
Ｎ－８９°－Ｅ

くの字状
弧状・
逆台形

１１２�０１１０～
６３０

２０～
１００

１５～
７７

外傾 Ｕ字状 自然
陶器・土師質土器・か
わらけ・内耳鍋・転用
砥・釘

１５世紀後半～１６世紀代
SI１８，TM１�本跡�SD５・６

３
Ｅ５ｆ２～
Ｅ５ｊ０

Ｎ－４６°－Ｗ・
Ｎ－７９°－Ｅ

くの字状 弧状 ３９�０ ７３～
１９２

２２～
６４

１２～
２４

緩斜・
外傾

ほぼ
平坦 自然 縄文土器・土師器・須

恵器

近世～近代
SK２２３～２２６・４８６・４８９，TM１
�本跡�SD５，SF３

４
Ｅ５ｈ８～
Ｅ５ｊ９

Ｎ－１９°－Ｗ 直線状 弧状 ５�５４ ８６～
１２０

３６～
９２

２０～
２４

緩斜・
外傾

ほぼ
平坦 自然 縄文土器・土師器 中世

SK２３９・４５２�本跡�SD５

５
Ｅ５ｊ４～
Ｅ６ｆ１

Ｎ－５５°－Ｅ 直線状 弧状 ３３�５ １７０～
４６０

６０～
２００

５０～
５６

緩斜・
外傾

ほぼ
平坦 自然

縄文土器・土師器・土
器片錘・打製石斧・剥
片・陶磁器

中世
SK２３０・２４７・４３９，SD４�
本跡�SD２・３・６

６
Ｄ４ｊ０～
Ｆ６ａ６

Ｎ－４１°－Ｗ・
Ｎ－９０°－Ｅ

くの字状
弧状・
逆台形

８１�０ ７０～
２００

２０～
１１０

２５～
４９

外傾 凹凸 自然 陶器・青磁 近世～近代
SI１８，SD２・５，TM１�本跡
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第４０５図 第１・２・３号道路跡実測図

―５２９・５３０―



規模と形状 Ｓの字状で，Ｅ５ｊ１区付近から北西方向に延び，Ｅ４ｅ５区付近で緩やかなカーブを描きながら

北方向に延びている。主な走行方向はＮ－５５°－Ｗである。南東端が調査区域外に延び，北西端が第２号道路

に掘り込まれ，また，斜面で削平されているため，確認できた長さは４０�６ｍで，幅は５�５０～７�００ｍほどである。

路面は３面まで確認でき，掘り込みを伴う３段階の変遷が認められた。いずれの段階の掘り込みも，断面形は

緩やかな弧状で，第１次路面は，斜面部で最も標高の低い位置に構築されている。路面はほぼ平坦で踏み固め

られている。路面の南側に，幅２０～２５�，深さ８～１０�の側溝が掘り込まれ，断面形はＵ字状である。第２次

路面は，第１次路面よりも１０�上位に構築されている。路面はほぼ平坦で踏み固められている。路面の南側に

は，幅３０～３５�，深さ１０～１６�の側溝が掘り込まれ，断面形はＵ字状である。第３次路面は，第２次路面より

も３５�上位に構築されている。路面はほぼ平坦で踏み固められている。第１・２次路面で認められたような側

溝は確認できなかった。

覆土 ４１層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを多く含んでいるため，埋め戻

されたと考えられる。第２４層上面が第３次路面，第３４層上面が第２次路面，第４１層上面が第１次路面である。

遺物出土状況 陶器片１点（甕），縄文土器片１３２点，弥生土器片４点，土師器片４点が，覆土中から出土して

いる。

所見 時期は，出土した陶器と重複関係から近世である。調査前まで使用されていた村道１５５１号線の真下に位

置しているため，その前身的な道路と考えられる。

第２号道路跡（第４０５図）

位置 村道１５５１号線の位置した調査区南部から西部のＥ４ｂ５～Ｅ５ｈ２区で，標高２３�８～２４�５ｍの台地縁辺部

から斜面部にかけて位置している。

重複関係 第１号道路，第１号周溝跡，第１６５号土坑を掘り込み，第３号道路に掘り込まれている。

規模と形状 走行方向はＮ－５５°－Ｗで，直線的に延びている。南東端が第３号道路に掘り込まれ，北西端が

斜面で削平されているため，確認できた長さは４０�０ｍで，幅は２�１５～３�８４ｍである。路面はほぼ平坦で踏み固

められている。Ｅ４ｆ９区付近の路面の南側には，幅４３～４５�，深さ１５～２０�の側溝が掘り込まれ，断面形は

Ｕ字状である。全体的に浅く，断面形は極めて緩やかな弧状を呈している。

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１６ 黄 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１９ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
２０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２１ 褐 色 ローム粒子多量

２２ 暗 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量
２３ 黄 褐 色 ローム粒子微量
２４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
２５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
２６ 黒 褐 色 ロームブロック多量
２７ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２８ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量
２９ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３０ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３１ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
３２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
３５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
３７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３９ 褐 色 ロームブロック少量
４０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４１ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂粒微量

―５３１―



覆土 ２層に分かれ，第１層は側溝の覆土，第２層は構築土で，上面が路面である。

遺物出土状況 流入した縄文土器片１００点，土師器片３点，磨石１点が出土している。

所見 時期は，重複関係から近世から近代と推測できる。調査前まで使用されていた村道１５５１号線の真下に位

置しているため，第１号道路跡と同様，その前身的な道路と考えられる。

第３号道路跡（第４０５図）

位置 調査区南部から中央部のＥ５ｂ８～Ｆ５ａ３区で，標高２３�１～２５�２ｍの台地縁辺部から平坦部に位置して

いる。

重複関係 第２５号住居跡，第１号墳，第２号周溝跡，第３号溝跡，第１５８・２６３・２９６・３５１号土坑を掘り込み，

第６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 くの字状で，Ｆ５ａ３区付近から北西方向（Ｎ－２１°－Ｗ）へ延び，Ｅ５ｊ１区付近でほぼ北東方

向（Ｎ－６１°－Ｅ）へ大きく屈曲している。南端が調査区域外に延び，北東端が第６号溝に接するため，確認

できた長さは４８�４ｍで，幅は０�８０～１�９５ｍである。路面はほぼ平坦で踏み固められている。全体的に浅く，断

面形は極めて緩やかな弧状を呈している。

覆土 ２層に分かれ，第１層は構築土で，上面が路面である。第２層は掘り方への埋土である。

所見 時期は，重複関係から近世から近代と推測できる。

６ その他の遺構と遺物

台地部で確認した時期を判断できない土坑４６基と，遺構に伴わない遺物について，実測図，拓影図，土層

解説，遺物観察表，遺構一覧表を掲載する。

� 土坑（第４０６～４０９図）

規模と形状から長径１５０�以上のものをＡ類，長径１００�以上１５０�未満のものをＢ類，長径１００�未満のもの

をＣ類，方形及び長方形のものをＤ類と４類に分類した。以下，実測図と土層解説を掲載する。なお，分類は

遺構一覧表の備考欄に記載した。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子・

砂粒少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

表１５ 中世・近世道路跡一覧表

番号 位置 走行方向 形状 底面
規模

覆土 主な出土遺物
備考

重複関係（古�新）長さ
（ｍ）

幅
（ｍ）

深さ
（�）

１
Ｅ４ｃ５～
Ｅ５ｊ２

Ｎ－５５°－Ｗ 直線状 平坦 ４０�６ ５�５０～７�００ ８～１０ 人為
縄文土器・弥生土
器・土師器・陶器

近世
TM１�本跡�SF２・３

２
Ｂ２ｅ３～
Ｂ２ｇ６

Ｎ－５５°－Ｗ 直線状 平坦 ４０�０ ２�１５～３�８４ １５～２０ －
縄文土器・土師器・
磨石

近世～近代
SK１６５，TM１，SF１�本跡�SF３

３
Ｂ２ｅ３～
Ｂ２ｇ６

Ｎ－２１°－Ｗ・
Ｎ－６１°－Ｅ

直線状 平坦 ４８�４ ０�８０～１�９５ － － － 近世～近代
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第３６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第９４号土坑土層解説
１ 黒 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第９７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１０２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第１０４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物微量

第１０５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

第１０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第１２８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 黒 色 ロームブロック多量，焼土ブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第１３９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第１５８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１８６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

第２０２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２２４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ にぶい褐色 ローム粒子少量

第２２５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

第２２６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化材少量，

粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化材中量，

粘土ブロック微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
６ 黒 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
８ 黒 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
９ 黒 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土ブロ

ック微量

第２３１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

第２４１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック多量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第２７２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２８３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第２９４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第２９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化材少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
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第４０６図 その他の土坑実測図�
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第４０７図 その他の土坑実測図�
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第４０８図 その他の土坑実測図�
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第４０９図 その他の土坑実測図�

第３１０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
４ 灰 褐 色 ロームブロック中量
５ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第３１３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第３１７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
第３１９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
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第３２２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第３３２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土物微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３３３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３５１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３５５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第３７５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３８４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３８５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子少量
２ 明 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第４２９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

第４３８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

第４４９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４７７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第４７９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第４８７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 明 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４９７号土坑土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第５２０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量

第５２１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第５２４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第５２６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

表１６ その他の土坑一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物 分類

備考
重複関係

（古�新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（�）

３６ Ｄ４ｉ８ 楕円形 Ｎ－４７°－Ｅ ２�９７ × １�７７ ４０ 緩斜 皿状 自然 縄文土器・弥生土器・須
恵器 Ａ 本跡�SK３５

９４ Ｅ６ａ１ 不整楕円形 Ｎ－１７°－Ｅ ０�９１ × ０�７４ ３７ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・弥生土器・土
師器・須恵器・土器片錘 Ｃ －

９６ Ｅ５ｂ０ 楕円形 Ｎ－３５°－Ｅ １�２４ × ０�８０ ７２ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ｂ －

９７ Ｅ６ｃ２ 円形 － １�０７ × １�０４ ３２ 緩斜 皿状 自然 縄文土器・土師器・打製
石斧 Ｂ

１０２ Ｅ６ｂ１ 不定形 Ｎ－１２°－Ｗ １�９６ × １�３７ ６９ 緩斜
外傾 凹凸 自然 縄文土器・須恵器 Ａ ST１�本跡

１０４ Ｅ６ｄ２ ［楕円形］ Ｎ－１６°－Ｅ（１�５３）× １�３０ １４ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ａ SK１０５・１０６�本跡�SK１０３

―５３８―



� 遺構外出土遺物（第４１０～４２６図）

遺構に伴わない旧石器時代から近世に至る遺物について，各時代の特色ある遺物を抽出し，実測図と拓影図

を掲載する。第４１０～４１４図は早期から晩期の縄文土器で，早期後葉の鵜が島台式土器，前期初頭の花積下層式

土器，前期後葉の浮島式土器，前期末葉の粟島台式土器，中期後葉の加曽利Ｅ式土器，後期の称名寺式土器，

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物 分類

備考
重複関係

（古�新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（�）

１０５ Ｅ６ｄ２ 隅丸長方形 Ｎ－４２°－Ｅ １�０７ × ０�８９ ４５ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器・土器
片錘・軽石 Ｂ SK１０６�本跡�SK１０４

１０９ Ｅ６ｄ３ 隅丸方形 Ｎ－３１°－Ｅ ２�２２ ×［１�８４］ ３８ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器・須恵
器・土器片錘・剥片 Ｄ 本跡�SK４４９・５２３

１２８ Ｄ６ｉ１ 楕円形 Ｎ－５５°－Ｗ １�７０ × １�１３ ５６ 外傾 凹凸 自然 縄文土器・弥生土器・土
師器・須恵器・土器片錘 Ａ SK１４２・１５１�本跡

１３９ Ｅ４ｄ０ 楕円形 Ｎ－４°－Ｅ １�２９ × １�１３ ５５ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ｂ 本跡�第１号周溝

１５８ Ｅ５ｅ３ 楕円形 Ｎ－３３°－Ｗ １�３１ × １�１６ ２９ 外傾 平坦 自然 縄文土器・須恵器・礫 Ｂ －

１８６ Ｅ５ｄ２ 不整楕円形 Ｎ－３９°－Ｅ １�５０ × １�０５ ５６ 緩斜 皿状 自然 縄文土器・土師器・土器
片錘 Ａ SK１８５・１９５・５２５�本跡

２０２ Ｆ５ａ６ 不定形 Ｎ－１７°－Ｅ １�９８ × １�７８ ３８ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器・土器
片錘 Ａ SK２０１・２４６�本跡

２２３ Ｅ５ｈ０ 長方形 Ｎ－４６°－Ｅ ２�６１ × １�００ ２２ 緩斜 平坦 自然 縄文土器 Ｄ SK２２３・２２４，SD３�本跡

２２４ Ｅ５ｈ０ 長方形 Ｎ－５２°－Ｅ［１�１５］× ０�４６ ３４ 緩斜 平坦 自然 － Ｄ SK２２３・２２４，SD３�本跡

２２５ Ｅ５ｅ７ － － （１�００）×（０�８２） ８０ － － 自然 － Ｂ 第１号墳→本跡→SK２２６

２２６ Ｅ５ｅ７ 円形 － １�７０ × １�６０ １００ 緩斜
外傾 平坦 自然 縄文土器・須恵器 Ａ 第１号墳，SK２２５�本跡�SD３

２３１ Ｅ５ｅ７ 円形 － ２�１０ × ２�０３ ５３ 外傾 凹凸 自然 縄文土器・土師器・須恵
器・釘 Ａ 第１号墳，ST３�本跡

２４１ Ｅ５ｇ３ 長方形 Ｎ－４°－Ｗ １�９８ × ０�５４ ２８ 外傾 凹凸 自然 縄文土器 Ｄ －

２７２ Ｅ６ｃ４ 楕円形 Ｎ－３１°－Ｅ ０�７８ × ０�６５ ３８ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ｃ SK２７３�本跡

２８３ Ｅ６ｆ７ 楕円形 Ｎ－３６°－Ｗ １�３８ × １�２３ ５１ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器・剥片 Ｂ －

２９４ Ｅ５ｅ６ 円形 － １�６４ × １�５２ ３０ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土器片錘 Ａ 第１号墳，SK２９５�本跡

２９６ Ｅ５ｄ６ 不定形 Ｎ－８１°－Ｅ ４�１８ × ２�５９ ３２ 緩斜 平坦 人為 縄文土器・弥生土器・土
師器・須恵器 Ａ 第１号墳，SK３５１�本跡�SK３０９

３１０ Ｅ６ｂ７ 楕円形 Ｎ－５１°－Ｅ １�５５ × １�２４ ６５ 緩斜 皿状 自然 縄文土器・土師器 Ａ SK３１１�本跡

３１３ Ｅ６ｄ０ 楕円形 Ｎ－７７°－Ｗ １�４１ × １�２８ ２７ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器・須恵
器 Ｂ －

３１７ Ｅ７ｅ１ 長方形 Ｎ－８０°－Ｅ １�７８ × １�３６ ２８ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器・土器
片錘 Ｄ －

３１９ Ｅ５ｃ６ 不整楕円形 Ｎ－５°－Ｗ １�６５ × ０�６５ １４ 緩斜 凹凸 自然 縄文土器 Ａ 本跡�SI２７

３２２ Ｅ６ｇ５ 円形 － １�５７ × １�５５ ４１ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ａ SK３２１�本跡

３３２ Ｅ６ｆ５ 円形 － １�７０ × １�６３ ６９ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器・剥片 Ａ SK３２１�本跡

３３３ Ｅ６ｈ９ 楕円形 Ｎ－４°－Ｅ １�６３ × １�４０ １５ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ａ SK４８４，SI３８�本跡

３５１ Ｅ５ｄ６ － Ｎ－８５°－Ｅ ０�６３ ×（０�２４） １９ 緩斜 凹凸 自然 － Ｃ 第１号墳�本跡�SK２９６

３５５ Ｅ６ｄ４ ［円形］ － １�２７ ×（０�３７） ３３ 外傾 皿状 自然 縄文土器・土師器 Ｂ 本跡�SK３４９

３７５ Ｅ６ｈ０ 楕円形 Ｎ－３３°－Ｗ １�２０ × ０�９８ ３３ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ｂ

３８４ Ｅ６ｆ６ 楕円形 Ｎ－３３°－Ｅ １�１８ × ０�８４ ４１ 外傾 皿状 自然 縄文土器・土師器 Ｂ SK３８８・４００�本跡

３８５ Ｅ６ｄ６ ［楕円形］ Ｎ－４３°－Ｅ １�５８ ×（１�００） ４０ 緩斜 傾斜 自然 縄文土器・土師器 Ａ SK３８６�本跡�SI２４

４２９ Ｅ６ｊ４ 隅丸長方形 Ｎ－４６°－Ｅ（１�７０）× ０�６２ ４５ 緩斜 平坦 自然 縄文土器 Ｄ SK２０１・２４６�本跡

４３８ Ｅ６ｊ３ 隅丸長方形 Ｎ－４９°－Ｅ（２�００）× ０�６１ ４３ 直立 平坦 自然 縄文土器 Ｄ

４４９ Ｅ６ｅ３ 楕円形 Ｎ－３５°－Ｅ １�２６ × ０�９６ ５８ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器・磨石 Ｂ SK１０９・５２３�本跡

４７７ Ｅ５ｆ０ 円形 － ０�９９ × ０�９３ ２５ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ｃ

４７９ Ｅ５ｆ９［不整楕円形］Ｎ－６７°－Ｗ １�６３ × １�２５ ２７ 外傾 凹凸 自然 縄文土器・土師器 Ａ 本跡�第１号墳

４８７ Ｅ５ｈ８ ［楕円形］ Ｎ－２７°－Ｗ（０�７３）× １�３０ ２５ 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器 Ｃ 本跡�SD５

４９７ Ｅ７ｈ１ 楕円形 Ｎ－８３°－Ｅ １�２７ × ０�８５ １４ 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器・須恵
器 Ｂ SK４９６・５１４�本跡

５２０ Ｅ６ｃ１ 不定形 Ｎ－６５°－Ｅ １�００ × ０�９４ ４２ 緩斜 皿状 自然 － Ｂ ST１�本跡

５２１ Ｅ６ｂ２ 円形 － １�２１ × １�１７ ２７ 緩斜 平坦 自然 － Ｂ 本跡�ST１

５２４ Ｅ５ｄ７ 楕円形 Ｎ－３４°－Ｅ ０�４０ × ０�３０ ２０ 外傾 皿状 自然 － Ｃ SI２２�本跡

５２６ Ｅ５ｇ８ ［円形］ － （２�８２）×（２�１２） ４７ 緩斜 平坦 自然 － Ａ 本跡�SD３・５
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第４１０図 遺構外出土遺物実測図�
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加曽利Ｂ式土器，晩期前葉の安行３ｄ式土器など，各時期のものが出土している。第４１４・４１５図は中期から後

期の弥生土器で，口唇部及び口縁部に縄文及び付加条縄文が施文され，頸部は３・４本単位の櫛歯状工具によ

る平行沈線文や連弧状のモチーフなどが施文されている。胴部には縄文及び付加条縄文，底部には木葉痕や布

目痕が認められる。第４１５・４１６図は古墳時代から中世の土器や陶磁器，第４１６～４１８図は縄文時代から近世の土

製品と，中世・近世の金属製品である。第４１９～４２４図は旧石器時代と縄文時代の石器，第４２５・４２６図は縄文時

代，古墳時代，中世・近世の石製品である。

第４１１図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１２図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１３図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１４図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１５図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１６図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１７図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１８図 遺構外出土遺物実測図�
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第４１９図 遺構外出土遺物実測図�

―５４９―



第４２０図 遺構外出土遺物実測図�
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第４２１図 遺構外出土遺物実測図�
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第４２２図 遺構外出土遺物実測図�
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第４２３図 遺構外出土遺物実測図�
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第４２４図 遺構外出土遺物実測図�
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第４２５図 遺構外出土遺物実測図�
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第４２６図 遺構外出土遺物実測図�

遺構外出土遺物観察表（第４１０～４２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５７４ 弥生土器 甕 － （ ２�９）［ ６�２］ 石英・長石 にぶい赤褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部布目痕 表土

５９７ 青磁 碗 ［１３�８］（ ３�９） － 緻密 胎土／灰白
釉／オリ－ブ灰 普通 外・内面青磁釉 蓮弁文 表土

４４２ 土師器 坏 － （ ０�９）［ ４�０］ 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り離し 表土

４８８ 土師器 皿 ［１１�０］ ２�２ ７�２ 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り離し 表土

６０８ 土師器 坏 － （ ２�０）［ ６�０］石英・長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り離し 表土

６０９ 須恵器 坏 １３�２ ４�６ ６�０ 石英・長石・雲母 灰黄 普通 ロクロ目明瞭 体部外面下端ヘラ削り 底部ヘラ切
り 表土

６１０ 須恵器 坏 １２�４ ４�５ ６�６ 長石・雲母・白色針状物 灰黄 普通 ロクロ目明瞭 体部外面下端ヘラ削り 底部ヘラ切
り 表土

６１１ 土師器 高台付坏 － （ ２�９） ９�３ 石英・長石・雲母 橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 底部回転糸切り離し 表土

６１２ 土師器 高台付坏 － （ ３�２） ６�２ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 表土

６１３ 土師器 高台付坏 － （ ２�２） ６�７ 長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 黒色処理 表土

６１４ 土師器 小皿［ ７�２］ １�６ ５�０ 石英・長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り離し 表土

６１５ 土師器 小皿［ ９�３］ １�６［ ５�０］長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り離し 表土

６１６ 土師器 小皿［ ７�８］ １�６［ ５�０］ 雲母・細礫 にぶい橙 普通 底部回転糸切り離し 表土

６１７ 縄文土器 蓋 ［１３�６］（ ２�２） － 石英・長石・雲母 黒褐 普通 体部湾曲 外面の周縁部に隆帯を沿わせ，一部が肥
大して把手となり，２か所の円孔を有する 表土

６１８ 須恵器 蓋 ［１３�２］（ １�９） － 長石・雲母 褐灰 普通 ロクロ目明瞭 天井部回転ヘラ削り 表土

６２０ 縄文土器 深鉢 － （１７�３） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 半截竹管による斜格子目状のモチーフを描く
下方に波状貝殻文 口唇部刻み 表土

６２１ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） ６�０ 石英・長石・雲母 黒褐 普通
２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦
位回転の３段ＲＬＲ複節縄文を施文 底部丁寧なナ
デ

表土

６２２ 弥生土器 甕 － （１３�０） ７�０ 石英・長石 橙 普通 縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 底部ヘラ削り 表土

６２３ 縄文土器 深鉢 － （ ８�３） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 突起部 隆帯による「８」の字状のモチーフを貼付 表土

６２４ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 突起部 隆帯による「Ｓ」字状のモチーフを貼付 表土

６２５ 縄文土器 深鉢 － （ ８�２） － 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通 突起部 隆帯による「８」字状のモチーフを貼付
２段ＬＲ単節縄文を施文 表土

６２６ 縄文土器 有孔鍔
付土器［２７�７］（ ９�８） － 石英・長石・雲母 明黄褐 普通 突帯状の孔を有する鍔を巡らす 孔径０�５～０�７� 表土

６２８ 弥生土器 甕 － （ ２�４）［ ７�４］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部布目痕 表土

６２９ 弥生土器 甕 － （ ３�０）［ ５�８］石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 表土

６３０ 弥生土器 甕 － （ ２�４）［ ９�４］ 長石・雲母 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部布目痕 表土

６３１ 弥生土器 甕 － （ ３�０）［１１�０］石英・長石・雲母 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部木葉痕 表土

６３２ 弥生土器 甕 － （ ２�５） ７�６ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部木葉痕 表土

６３３ 弥生土器 甕 － （ ３�３）［ ７�４］石英・長石・雲母 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部布目痕 表土

６３４ 弥生土器 甕 － （ ５�２）［ ８�４］ 石英・長石 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 底部布目痕 表土

６３５ 土師器 甕 ［２２�８］（１０�６） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ 胴部ヘラナデ 表土
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

６３６ 土師器 小形甕［１１�５］（ ５�３） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部横ナデ 体部ヘラナデ 表土

６３７ 縄文土器 ミニチュ
ア土器 － （ １�３） － 長石・雲母 明赤褐 普通 指頭ナデ 丸底 表土

６３８ 縄文土器 ミニチュ
ア土器 － （ ２�０） ３�４ 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 指頭ナデ 表土

６３９ 縄文土器 ミニチュ
ア土器 － （ ４�３） ４�４ 石英・長石・雲母 橙 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 表土

TP９３０ 縄文土器 深鉢 － （ ４�９） － 石英・長石・雲母 橙 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 表土

TP９５９ 縄文土器 深鉢 － （ ３�５） － 石英・長石・雲母 黄橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節
縄文を施文 表土

TP９６０ 縄文土器 深鉢 － （ ５�９） － 石英・長石・雲母 橙 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区画を
形成 区画内に縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 表土

TP１０００縄文土器 深鉢 － （ ３�０） － 石英・長石 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 表土

TP１００１縄文土器 深鉢 － （ ７�５） － 石英・長石 橙 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 表土

TP１０１８縄文土器 深鉢 － （ ２�２） － 石英・長石・繊維 にぶい橙 普通 胴部外面・底部外面に横位回転の２段ＲＬ単節縄文
を施文 表土

TP１０１９縄文土器 深鉢 － （１６�６） － 石英・長石 灰褐 普通 連続して押捺された隆帯を垂下 地文は棒状工具に
よる平行沈線で条線文を縦位に描く 表土

TP１０２０縄文土器 深鉢 － （１９�５） － 石英・長石・繊維 明赤褐 普通 直線的な区画内に沈線を充填 竹管状の工具による
円形刺突文 口唇部刻み 内面に貝殻条痕文を施文 表土

TP１０２１縄文土器 深鉢 － （ ９�４） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口唇部は無文で微隆帯を巡らす 微隆帯間は磨り消
す 斜位・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 表土

TP１０２２縄文土器 深鉢 － （ ７�３） － 石英・長石・雲母・繊維 明赤褐 普通 外面斜位方向，内面横位方向の貝殻条痕文を施文 表土

TP１０２３縄文土器 深鉢 － （ ５�１） － 長石 橙 普通 横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 口唇部刻み 表土

TP１０２４縄文土器 深鉢 － （ ５�７） － 長石・繊維 にぶい橙 普通 上下両端に刻みを有する折り返し口縁 外面に撚糸
側面圧痕による蕨手状文を施文 表土

TP１０２５縄文土器 深鉢 － （ ９�８） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口唇部直下に半截竹管による結節沈線文を巡らし，
以下に肋骨文を描出 口唇部刻み 地文は撚糸文 表土

TP１０２７縄文土器 深鉢 － （ ５�１） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 縦位・斜位の沈線間を磨り消す 地文は横位の条線
文 口唇部刻み 表土

TP１０２８縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 石英・長石 灰褐 普通 連続して押捺された隆帯を垂下 地文は棒状工具による平
行沈線で条線文を縦位に描く 口縁部内面に突帯を巡らす 表土

TP１０２９縄文土器 深鉢 － （１５�６） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口唇部は無文で微隆帯を巡らす 微隆帯間は磨り消
す 斜位・縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 表土

TP１０３０縄文土器 深鉢 － （ ５�２） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 斜格子目文を施す 表土

TP１０３１縄文土器 有孔鍔
付土器 － （ ４�９） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 突帯状の孔を有する鍔を巡らす 以下に沈線で渦巻状のモチー

フを描く 地文は縦位回転の２段ＬＲ単節縄文 孔径０�６� 表土

TP１０３２縄文土器 深鉢 － （ ７�９） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 曲線的なモチーフの沈線内に撚糸文を充填 表土

TP１０３３縄文土器 深鉢 － （ ６�３） － 石英・長石・繊維 にぶい橙 普通 口唇部直下に半截竹管による結節沈線文を巡らす 竹
管状工具による円形刺突文を垂下 地文は付加条縄文 表土

TP１０３４縄文土器 深鉢 － （２０�６） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと方形区画を形成
区画内に斜位・縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 表土

TP１０３５縄文土器 深鉢 － （ ６�２） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 半截竹管による結節沈線文を巡らす 地文は波状貝
殻文 表土

TP１０３６縄文土器 深鉢 － （ ４�２） － 石英・長石・雲母 灰褐 普通 半截竹管による結節沈線文と平行沈線文を巡らす
地文は波状貝殻文 表土

TP１０３７縄文土器 深鉢 － （１１�８） － 石英・長石・雲母・細礫 赤褐 普通 沈線によって楕円形のモチーフを描く 区画内に縦
位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 表土

TP１０３８縄文土器 深鉢 － （ ４�６） － 長石・雲母 橙 普通 縦位・斜位の沈線間を磨り消す 地文は横位の条線
文 口唇部刻み 表土

TP１０３９縄文土器 深鉢 － （ ７�６） － 石英・長石・雲母・繊維 にぶい褐 普通 刻みを有する隆帯を巡らす 地文は羽状構成の２段
ＲＬと２段ＬＲ単節縄文を横位回転施文 表土

TP１０４０縄文土器 深鉢 － （ ５�０） － 長石・繊維 明赤褐 普通 直線的な区画内に沈線を充填 内面に貝殻条痕文を
施文 表土

TP１０４１縄文土器 深鉢 － （ ５�２） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 半截竹管による平行沈線文と鋸歯状文を巡らす 表土

TP１０４２縄文土器 深鉢 － （ ５�４） － 長石・雲母 橙 普通 口唇部直下に半截竹管による結節沈線文を巡らす
以下に半截竹管による木の葉状のモチーフを描く 表土

TP１０４３縄文土器 深鉢 － （ ３�６） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 半截竹管による平行沈線を加えた爪形文で曲線的な
モチーフを描く 表土

TP１０４４弥生土器 甕 － （ ３�０） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 折り返し口縁の下端に隆帯を巡らし，刻みを施す 口
唇部に横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 頸部無文 表土

TP１０４５縄文土器 深鉢 － （ ４�４） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 半截竹管による平行沈線文を巡らす 地文は撚糸文 表土

TP１０４６縄文土器 深鉢 － （ ６�３） － 石英・長石・雲母・繊維 灰褐 普通 口唇部直下に半截竹管による結節沈線文を巡らす
以下に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 表土

TP１０４７縄文土器 深鉢 － （ ３�３） － 石英・長石・雲母 褐灰 普通 半截竹管による結節沈線文と鋸歯状文を巡らす 地
文は撚糸文 表土

TP１０４８縄文土器 深鉢 － （ ３�６） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 鋭い先端の棒状工具による沈線で斜格子目文を描く
三角形の抉り込みを加える 表土

TP１０４９縄文土器 深鉢 － （ ４�３） － 長石 褐 普通 半截竹管による平行沈線文と変形爪形文を巡らす 表土

TP１０５０縄文土器 深鉢 － （ ３�８） － 石英・長石 橙 普通 半截竹管による平行沈線文を縦位に施文 以下に平
行沈線を加えた爪形文を巡らす 表土

TP１０５１縄文土器 深鉢 － （ ２�９） － 石英・長石 橙 普通 口唇部直下に円形刺突文を巡らす 以下に平行沈線
を加えた爪形文を巡らす 表土

TP１０５２縄文土器 深鉢 － （ ２�４） － 石英・長石・雲母 灰褐 普通 折り返し口縁 横位回転の２段ＬＲ単節縄文と結節
回転文を施文 口唇部縄文原体圧痕による刻み 表土

TP１０５３縄文土器 深鉢 － （ ５�４） － 長石・雲母 明赤褐 普通 半截竹管による結節沈線文を垂下させ，結節沈線と
平行沈線による肋骨文を施す 地文は撚糸文 表土

TP１０５４縄文土器 深鉢 － （ ３�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 半截竹管による変形爪形文を巡らす 地文は撚糸文 表土

TP１０５５縄文土器 深鉢 － （ ４�７） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 半截竹管による変形爪形文を巡らす 表土

TP１０５６弥生土器 甕 － （ ３�２） － 石英・長石・雲母 橙 普通 折り返し口縁部と口唇部に横位回転の２段ＬＲ単節
縄文を施文 頸部無文 表土
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１０５７弥生土器 甕 － （ ６�２） － 長石・雲母 灰黄褐 普通 無文帯を挟んで横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 表土

TP１０５８弥生土器 甕 － （ ３�２） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 折り返し口縁部と口唇部に横位回転の付加条一種付加１条
を施文 頸部に４本以上の櫛歯で平行沈線を縦位に施文 表土

TP１０５９弥生土器 甕 － （ ５�４） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 折り返し口縁部下端に刻み 口唇部に縄文施文 頸
部無文 表土

TP１０６０弥生土器 甕 － （ ９�２） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 折り返し口縁部と口唇部，胴部に横位回転の１段Ｌ無節縄文
を施文 頸部無文で，６本櫛歯の平行沈線文を３段に巡らす 表土

TP１０６１弥生土器 甕 － （ ５�２） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 折り返し口縁部と口唇部に横位回転の１段Ｌ無節縄文
を施文 頸部無文地 ５本櫛歯の平行沈線文を巡らす 表土

TP１０６２弥生土器 甕 － （１１�３） － 長石・雲母 橙 普通 頸部無文地 ３本櫛歯の平行沈線文を５段以上巡ら
す 表土

TP１０６３弥生土器 甕 － （１１�５） － 長石 橙 普通 頸部無文地 ３本櫛歯の平行沈線文を６段以上巡ら
す 表土

TP１０６４縄文土器 深鉢 － （１９�３） － 長石・雲母 黒褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦
位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 表土

TP１０６５弥生土器 甕 － （ ４�６） － 長石・雲母 明赤褐 普通 頸部無文 以下に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施
文 表土

TP１０６６弥生土器 甕 － （ ４�１） － 石英・長石・雲母 橙 普通 頸部無文地 ５本櫛歯の平行沈線文を縦位に３列以
上施す 表土

TP１０６７弥生土器 甕 － （ ５�２） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口唇部に単節縄文を施文 口縁部無文地 ３本櫛歯
の連続弧線文を４段以上巡らす 表土

TP１０６８弥生土器 甕 － （ ４�２） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口唇部と胴部に横位回転の付加条一種付加１条を施文 口縁部無
文地 ３本櫛歯の平行沈線文を縦位に，連続弧線文を３段に施す 表土

TP１０６９弥生土器 甕 － （ ３�７） － 長石・雲母 橙 普通 頸部無文地 ３本櫛歯の連続弧線文を２段以上施す
以下に縄文の結節部 表土

TP１０７０弥生土器 甕 － （ ３�１） － 長石・雲母 橙 普通 頸部無文地 ３本櫛歯による集合沈線文を無文帯を
挟んで巡らす 表土

TP１０７１弥生土器 甕 － （ ３�１） － 長石・雲母 橙 普通 口縁部と口唇部に網目状撚糸文を施文 表土

TP１０７２弥生土器 甕 － （ ３�５） － 長石・雲母 橙 普通 口唇部に単節縄文を施文 口縁部無文地 ３本櫛歯
の連続弧線文を３段以上巡らす 表土

TP１０７３弥生土器 甕 － （ ４�９） － 長石 浅黄橙 普通 口唇部に単節縄文を施文 口縁部無文 胴部に横位
回転の２段ＲＬ単節縄文を巡らす 表土

TP１０７４縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口唇部直下を帯状に巡って垂下する曲線的なモチー
フの沈線内に２段ＬＲ単節縄文を充填 表土

TP１０７５ 須恵器 壺 － （ ４�１） － 長石 黄灰 普通 ４本櫛歯による波状文を巡らす 表土

TP１０７６ 須恵器 甕 － （ ９�９） － 石英・長石・雲母 灰白 普通 ５・６本櫛歯による平行沈線文と波状文を巡らす 表土

TP１０７７ 須恵器 甕 － （ ９�２） － 石英・長石・雲母 灰白 普通 外面同心円状の叩き目 内面ナデ 表土

TP１０７８ 陶器 甕 － （ ３�９） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部肥厚 Ｎ字状に折り返す 内外面ナデ 表土

TP１０７９ 陶器 甕 － （ ７�６） － 石英・長石・雲母 褐灰 普通 胴部外面格子目の叩き 内面ナデ 表土

TP１０８０ 陶器 甕 － （ ８�３） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部肥厚 Ｎ字状に折り返す 内外面ナデ 表土

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP１００７土器片錘 ６�０ ２�９ ０�８ ２２�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�３� 表土

DP１０５１球状土錘 ２�１ １�５ ０�４ ６�０ 粘土／石英 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 穿孔方向の両側は平坦 表土

DP１０５２球状土錘 ３�４ ３�０ ０�７～
０�８ ２０�０ 粘土／石英 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 表土

DP１０５３球状土錘 ３�５ ２�９ ０�９ ２０�０ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 表土

DP１０５４球状土錘 ３�１ ３�０ ０�７ ２８�６ 粘土／石英 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 穿孔方向の両側は平坦 表土

DP１０５５球状土錘 ３�４ ３�３ ０�７～
０�８ ３８�５ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 １方向からの穿孔 表土

DP１０５６管状土錘 １�５ ３�１ ０�４～
０�７ ５�７ 粘土／長石 表面ナデ調整 表土

DP１０５７管状土錘 ２�８ ５�５ ０�９ ３５�１ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 穿孔方向の両側は平坦 表土

DP１０５８管状土錘 ２�５ ５�８ ０�４ ４０�０ 粘土／石英 表面ナデ調整 表土

DP１０５９管状土錘 ２�０ ４�８ ０�４～
０�５ ２８�５ 粘土／石英・長石 表面ナデ調整 表土

DP１０６０管状土錘 ０�７ （１�５） ０�３ （ ０�７） 粘土／石英 表面ナデ調整 表土

DP１０６１土器片錘 ４�２ ３�８ ０�９ １９�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�５� 表土

DP１０６２土器片錘 ３�５ ３�１ １�２ １５�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�０� 表土

DP１０６３土器片錘 ３�４ ３�１ １�２ １５�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�９� 表土

DP１０６４土器片錘 ３�０ ２�８ １�１ １３�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�５� 表土

DP１０６５土器片錘 ７�０ ４�４ １�４ ３４�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間６�８� 表土

DP１０６６土器片錘 ６�１ ５�８ １�７ ７７�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�６� 表土

DP１０６７土器片錘 ６�５ ４�９ １�６ ６５�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�８� 表土

DP１０６８土器片錘 ４�８ ３�８ １�１ ２７�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�４� 表土

DP１０６９土器片錘 ２�７ ２�２ １�０ ６�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�３� 表土

DP１０７０土器片錘 ４�２ ２�９ １�２ １６�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�９� 表土
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番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP１０７１土器片錘 ６�６ ５�０ １�１ ４３�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間６�０� 表土

DP１０７２土器片錘 ６�６ ４�２ １�２ ３７�４ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�８� 表土

DP１０７３土器片錘 ５�５ ４�９ １�４ ４５�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�９� 表土

DP１０７４土器片錘 ４�８ ３�６ １�４ ２５�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�６� 表土

DP１０７５土器片錘 ３�９ ３�３ １�０ １４�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�４� 表土

DP１０７６土器片錘 ４�４ ４�１ １�１ ２０�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�７� 表土

DP１０７７土器片錘 ６�０ ５�２ １�２ ３５�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�２� 表土

DP１０７８土器片錘 ６�３ ６�２ １�６ ４７�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�９� 表土

DP１０７９土器片錘 ５�１ ４�４ ０�８ ２４�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�７� 表土

DP１０８０土器片錘 ４�６ ４�３ １�１ ２４�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�３� 表土

DP１０８１土器片錘 ４�１ ２�３ １�３ １４�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�８� 表土

DP１０８２土器片錘 ２�１ １�８ １�８ ２�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間１�８� 表土

DP１０８３土器片錘 ４�３ ３�４ １�１ １９�２ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�０� 表土

DP１０８４土器片錘 ８�７ ６�５ １�３ ７１�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間８�０� 表土

DP１０８５土器片錘 ３�６ ３�４ １�３ ２１�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�３� 表土

DP１０８６土器片錘 ７�３ ５�４ １�１ ４６�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間６�９� 表土

DP１０８７土器片錘 ５�７ ４�６ １�２ ４０�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�１� 表土

DP１０８８土器片錘 ６�１ ６�０ １�４ ４８�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�０� 表土

DP１０８９土器片錘 ６�５ ４�０ １�６ ４１�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間６�３� 表土

DP１０９０土器片錘 ５�９ ３�９ １�３ ２４�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�４� 表土

DP１０９１土器片錘 ４�４ ４�１ １�２ ２２�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�８� 表土

DP１０９２土器片錘 ３�０ ４�０ １�２ １６�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�４� 表土

DP１０９３土器片錘 ５�９ ５�６ １�１ ３８�４ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�１� 表土

DP１０９４土器片錘 ４�０ ３�５ １�１ １９�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�７� 表土

DP１０９５土器片錘 ６�２ ５�７ １�５ ６４�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�６� 表土

DP１０９６土器片錘 ３�３ ２�５ ０�９ ８�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�９� 表土

DP１０９７土器片錘 ４�９ ２�９ １�４ １７�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�５� 表土

DP１０９８土器片錘 ５�６ ５�４ １�６ ４３�４ 縄文土器 周縁打ち欠き・研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�９� 表土

DP１０９９土器片錘 ３�９ ３�０ ０�９ １３�７ 縄文土器 周縁打ち欠き・研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�６� 表土

DP１１００土器片錘 ４�２ ２�５ １�３ １２�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�８� 表土

DP１１０１土器片錘 ６�６ ５�０ １�４ ５２�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�５� 表土

DP１１０２土器片錘 ５�６ ３�７ １�３ ２７�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�２� 表土

DP１１０３土器片錘 ６�１ ５�８ １�１ ４０�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�４� 表土

DP１１０４土器片錘 ５�４ ４�４ １�１ ２７�４ 縄文土器 周縁打ち欠き・研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�９� 表土

DP１１０５土器片錘 ２�１ ３�８ １�４ ９�４ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間１�７� 表土

DP１１０６土器片錘 ３�３ ３�１ ０�８ １０�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�７� 表土

DP１１０７土器片錘 ４�３ ３�０ １�０ １５�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�９� 表土

DP１１０８土器片錘 ４�２ ３�５ ０�９ １６�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�０� 表土

DP１１０９土器片円盤 ２�８ ２�９ １�０ ８�８ 縄文土器 周縁研磨調整 表土

DP１１１０土器片円盤 ３�６ ３�６ １�０ １４�２ 縄文土器 周縁研磨調整 表土

DP１１１１土器片円盤 ３�９ ３�７ １�１ ２１�２ 縄文土器 周縁研磨調整 表土

DP１１１２土器片円盤 ３�４ ３�５ １�０ １３�９ 縄文土器 周縁打ち欠き調整 表土

DP１１１３土器片円盤 １�９ ２�０ ０�８ ２�９ 縄文土器 周縁研磨調整 片面中央部穿孔（未貫通） 表土

DP１１１４土器片円盤 ５�４ ５�１ １�２ ３４�４ 縄文土器 周縁研磨調整 両中央部穿孔（未貫通） 表土

DP１１１５土器片円盤 ６�２ （４�２） １�２ （２９�５） 縄文土器 周縁研磨調整 中央部に２方向からの穿孔 孔径（１�４）� 表土

DP１１１６土器片円盤 ５�６ （３�０） １�０ （１５�６） 縄文土器 周縁研磨調整 中央部に２方向からの穿孔 孔径（１�７）� 表土

DP１１１７ 紡錘車 ６�７ （４�４） ２�０ （４７�７） 土師器 高台付坏の底部片を転用 中央部に２方向からの穿孔 孔径０�７
� 表土
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番号 種別 長さ
／径

幅／
孔幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７ 煙管 （１�６） １�６ － ２�６ 銅 火皿冠 雁首部欠損 表土

Ｍ８ 銭貨 ２�４ ０�６ ０�１ ２�５ 銅 「至道元寶」 北宋 初鋳年９９５年 行書体 表土 PL６０

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３９ 磨製石斧 １２�５ ６�２ ４�１ ４８１�９ 安山岩 研磨調整 敲石に転用 両端部痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ２４６ 掻器 ３�０ ５�２ １�３ ２１�７ チャート 背面に礫面を大きく残し，主要剥離面の下部側縁に背面側から連
続した調整を施す 表土

Ｑ２７５ ナイフ形石器（ ２�３） １�７ ０�７ （１�９） 黒曜石 ２側縁加工 急角度のブランティングを施す 先端部・基部欠損 表土

Ｑ２７６ 石鏃 ２�８ ２�２ ０�８ ３�８ チャート 両面調整 急角度の細かい周辺調整で尖頭部を作出する 未製品 表土

Ｑ２７７ 石鏃 ２�９ １�８ ０�５ １�８ チャート 凹基無茎鏃 両面調整 狭長な剥離面が連続する 表土

Ｑ２７８ 石鏃 （ １�８） １�９ ０�４ （１�２） チャート 凹基無茎鏃 両面調整 先端部・脚部一部欠損 表土

Ｑ２７９ 石鏃 ３�１ ２�０ ０�５ ３�９ チャート 凸基無茎鏃 両面調整 側縁部一部欠損 表土

Ｑ２８０ 石鏃 ２�５ １�４ ０�８ ２�１ 頁岩 凸基無茎鏃 両面調整 表土

Ｑ２８１ 石鏃 ２�６ ２�２ ０�５ １�８ チャート 凹基無茎鏃 両面調整 先端部欠損 表土

Ｑ２８２ 石鏃 ２�８ １�８ ０�６ ３�６ 安山岩 両面調整 急角度の細かい周辺調整で尖頭部を作出する 未製品 表土

Ｑ２８３ 石鏃 ２�２ １�５ ０�６ １�２ 黒曜石 凹基無茎鏃 両面調整 細かい狭長な剥離面が連続する 脚部一
部欠損 表土

Ｑ２８４ 石鏃 ２�２ １�９ ０�４ １�２ チャート 凹基無茎鏃 両面調整 表土

Ｑ２８５ 石鏃 ２�６ １�６ ０�４ ０�８ チャート 凹基無茎鏃 両面調整 細かい狭長な剥離面が連続する 表土

Ｑ２８６ 石鏃 ２�６ １�６ ０�４ ０�８ 蛋白石 凹基無茎鏃 両面調整 細かい狭長な剥離面が連続する 抉り込
みが弱い 表土

Ｑ２８７ 石鏃 ２�６ １�７ ０�５ １�０ チャート 凹基無茎鏃 両面調整 細かい狭長な剥離面が連続する 表土

Ｑ２８８ 削器 ５�６ ３�２ １�３ １６�０ 頁岩 素材は縦長剥片 打面は複剥離面打面 両側縁に主要剥離面側か
ら急角度の加工を施す 表土

Ｑ２８９ 掻器 ３�０ ２�３ １�１７�３ ３�６ チャート 背面は礫面と主要剥離面側からの狭長な剥離面からなる 主要剥
離面は細かい周辺調整が巡る 表土

Ｑ２９０ 掻器 ３�９ ２�２ １�１ ７�９ チャート １側縁に両面からの急角度の加工を施す 背面に礫面，腹面に主
要剥離面を大きく残す 表土 PL５３

Ｑ２９１ 尖頭器 ７�３ ２�０ ０�９ ２０�０ 安山岩 素材は横長剥片 両面調整 背面中央部に稜を有する 腹面に主
要剥離面を残す 横断面は三角形 表土

Ｑ２９２ 楔形石器 ３�０ ２�４ ０�９ ５�６ チャート 両面に上下方向からの剥離面が交錯 両極打法 礫面を残す 縦
断面は不整な菱形 １側縁にノッチ状の加工を施す 表土 PL５４

Ｑ２９３ 楔形石器 ５�４ ２�７ ２�３ ３９�０ チャート 両面に上下方向からの剥離面が交錯 両極打法 礫面を残す 縦
断面は不整な菱形 表土

Ｑ２９４ 楔形石器 ２�４ １�８ ０�７ ３�３ チャート 両面に上下方向からの剥離面が交錯 両極打法 縦断面は不整な
菱形 表土

Ｑ２９５ 楔形石器 ５�６ ３�４ ２�１ ３６�８ 頁岩 両面に上下方向からの剥離面が交錯 両極打法 礫面を残す 縦
断面は不整な菱形 表土

Ｑ２９６ 削器 ３�１ ３�０ １�０ ６�５ 蛋白石 素材は縦長剥片 側縁に急角度の加工を施す 表土

Ｑ２９７ 石刃 ３�７ １�５ ０�８ ２�７ 黒曜石 縦長剥片 打面は複剥離面打面 両側縁に微細剥離痕 表土

Ｑ２９８ 砥石 （ ８�７） ４�２ ３�０ （１４０�０） 凝灰岩 ２面使用 ３面削り痕 断面長方形 上部欠損 表土

Ｑ２９９ 砥石 （ ５�４） ３�４ １�９ （６０�０） 凝灰岩 ２面使用 ３面削り痕 断面長方形 上部欠損 表土

Ｑ３００ 砥石 （ ８�６） ４�６ ４�８ （１７４�７） 凝灰岩 ４面使用 断面長方形 上部欠損 表土

Ｑ３０１ 砥石 １２�５ ８�８ ４�７ ６９４�２ 雲母片岩 ３面使用 表土

Ｑ３０２ 打製石斧（ ６�５） ７�８ ２�０ （１２０�７） 砂岩 分銅形 素材は扁平な礫 両面に礫面を残し，周縁部に階段状の
調整を巡らす 上半部欠損 表土

Ｑ３０３ 打製石斧（ ６�５） ７�８ ２�０ （１２０�７） 砂岩 分銅形 素材は扁平な礫 両面に礫面を残し，平坦・階段状剥離
を施す 両側からノッチ状の加工で両側縁中央部が括れる 表土 PL５３

Ｑ３０４ 打製石斧 ８�６ ５�２ １�５ ７１�６ ホルンフェルス 撥形 素材は扁平な礫 片面に礫面を残し，平坦・階段状剥離を
施す 刃部付近に使用に伴う擦痕 表土 PL５３

Ｑ３０５ 磨製石斧 ６�５ ３�８ １�５ ４４�６ ホルンフェルス 素材は扁平な礫 両面に礫面を残す 裏面の平坦な礫面から急角
度の加工で撥状に整形 刃部は急角度の片刃で丁寧に研磨 表土

Ｑ３０６ 打製石斧（ ５�９） ５�１ ２�６ （９４�３） 安山岩 撥形 素材は扁平な礫 片面に礫面を残し，平坦・階段状剥離を
施す 上半部欠損 表土

Ｑ３０７ 打製石斧 ９�０ ４�１ ２�０ ９１�３ 雲母片岩 撥形 平坦・階段状剥離を施す 表土

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径 重量 材質／胎土 特徴 出土位置 備考

DP１１１８ 紡錘車 （５�５）（２�９） １�５ （２７�８） 粘土／長石 表面に付加条一種付加１条を施文 孔径（０�７）� 表土

DP１１１９ 紡錘車 ３�９ ４�０ １�８ ３０�５ 粘土／長石 指頭ナデ 孔径０�９� 表土

DP１１２０ 泥面子 （１�５） １�４ ０�７ （ １�５） 粘土／緻密 型押し 人形 頭部欠損 表土

DP１１２１土器片錘 ５�５ ３�６ １�０ ２７�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�７� 直交
方向に１か所の切り込み 表土

DP１１２２土器片錘 ８�０ ７�８ ０�９ ８８�２ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間７�６� 表土
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写真� 斜面貝層の調査（遺物の出土状況／縄文土器）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３０８ 磨製石斧 ８�３ ４�７ ２�２ １０２�４ 安山岩 研磨調整 刃部は片刃状 後世の削痕多数 表土

Ｑ３０９ 打製石斧 ８�４ ６�５ ２�０ １２０�９ ホルンフェルス 分銅形 平坦・階段状剥離を施す 両側からノッチ状の加工で両
側縁中央部が括れる 表土

Ｑ３１０ 礫器 １０�０ ６�１ ２�７ ２０３�６ ホルンフェルス 素材は扁平な礫 両面に礫面を残す 下部側縁に片側からの平坦
剥離で刃部を作出 上半部の一部に痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ３１１ 磨製石斧 ８�０ ３�９ ２�１ ６３�５ 泥岩 素材は扁平な礫 両面に礫面を残す 裏面の平坦な礫面から急角
度の加工で撥状に整形 刃部は急角度の片刃で丁寧に研磨 表土 PL５５

Ｑ３１２ 磨製石斧 １４�１ ６�０ ２�９ ４６０�０ 緑色凝灰岩 定角式 研磨調整 刃部の一部に２次的な調整を施す 表土

Ｑ３１３ 磨製石斧 ９�９ ４�９ ３�２ ２４２�５ 変質安山岩 研磨調整 凹石・敲石に転用 片面に皿状の凹み 両端部痘痕状
の敲打痕 表土

Ｑ３１４ 磨製石斧 ９�３ ５�３ ２�６ １６０�０ 輝緑凝灰岩 研磨調整 後世の削痕多数 表土

Ｑ３１５ 磨製石斧（ ６�７） ２�４ １�５ （４０�０） 粘板岩 定角式 研磨調整 刃部欠損後に２次的な調整を施す 表土 PL５５

Ｑ３１６ 磨製石斧（ ７�７）（５�３）（２�７）（１２５�７） 緑色凝灰岩 定角式 研磨調整 上半部欠損 表土

Ｑ３１７ 磨製石斧（１１�５）（ ４�５） ２�５ （１７７�７） 緑色凝灰岩 乳棒状 研磨調整 刃部欠損後に２次的な調整を施す 表土

Ｑ３１８ 磨製石斧 ７�１ ５�２ ２�７ （１６５�４） 輝緑凝灰岩 磨製石斧を再加工 側縁部から頭部にかけて剥離調整後の痘痕状
の敲打痕 表土 PL５５

Ｑ３１９ 磨製石斧（ ５�３） ２�５ １�１ （３０�９） 輝緑凝灰岩 定角式 研磨調整 刃部付近使用に伴う線条痕多数 頭部欠損後
に２次的な調整を施す 表土 PL５５

Ｑ３２０ 磨製石斧 ６�４ ２�８ １�５ ４６�２ 輝緑凝灰岩 定角式 研磨調整 刃部付近使用に伴う線条痕多数 表土 PL５５

Ｑ３２１ 磨製石斧 ５�８ ５�０ １�８ （６１�５） 砂岩 磨製石斧を再加工 片刃状 側縁部に剥離調整後の痘痕状の敲打
痕 表土

Ｑ３２２ 磨石 １０�１ ３�８ ３�４ ２０２�６ 安山岩 全面擦り面 側縁部を中心に痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ３２３ 磨石 １２�４ ８�２ ３�８ ５０８�９ 安山岩 全面擦り面 両面の中央部に皿状の凹み 両側面に痘痕状の敲打
痕 表土

Ｑ３２４ 磨石 １４�５（ ９�７） ５�９ （１１６６�８） 砂岩 全面擦り面 片面の中央部付近を中心に痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ３２５ 敲石 （ ５�３）（ ９�１）（３�８ （２７５�３） 安山岩 両面の中央部に皿状の凹み 表土

Ｑ３２６ 敲石 ６�９ ６�９ ３�５ ２１１�４ 石英 上下端に痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ３２７ 敲石 １３�７ ６�４ ４�５ ６１８�２ 硬砂岩 上下端と側縁の一部に痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ３２８ 凹石 ８�９ ７�７ ４�３ ４２２�３ 花崗岩 両面の中央部に断面形が皿状の凹み 側縁部に痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ３２９ 敲石 ９�６ ４�５ ２�８ １７１�６ 石英斑岩 上下端に痘痕状の敲打痕 表土

Ｑ３３０ 凹石 １０�０ ７�３ ４�５ ２５６�０ 安山岩 両面の中央部に断面形が皿状の凹み 表土

Ｑ３３１ 石皿 （１６�３）（１３�３）（６�６）（１５４０�０） 安山岩 片面に皿状の擦り面 裏面に複数の断面形がＶ字状の凹み 表土

Ｑ３３２ 石皿 ２２�９ ２０�０ ５�３ ４０３９�９ 安山岩 両面に皿状の擦り面 表土

Ｑ３３３ 石棒 （２１�７）（ ９�５）（８�５）（２５７３�３） 緑泥片岩 敲打・研磨調整 頭部・基部欠損 表土

Ｑ３３４ 軽石製品 ４�７ ３�４ １�６ ６�３ 軽石 砥石か ３面使用 断面長方形 表土

Ｑ３３５ 玉 １�２ １�１ ０�５ ０�７ 蛇紋岩 １方向からの穿孔 孔径０�４� 表土

Ｑ３３６ 剣形模造品 ４�５ ２�０ ０�６ ６�９ 滑石 全面研磨調整 削り痕明瞭 未製品 表土 PL５５

Ｑ３３７ 剣形模造品（ ３�７） ２�５ ０�５ （ ４�７） 滑石 全面研磨調整 上部穿孔 孔径０�２� 上部欠損 表土

Ｑ３３８ 剣形模造品 ４�２ ２�０ ０�６ ６�１ 滑石 全面研磨調整 両面両刃状 中央部に稜 上部穿孔 孔径０�２� 表土 PL５５

Ｑ３３９ 双孔円板 ４�６ ４�９ ０�５ １９�４ 滑石 全面研磨調整 長径方向に２か所穿孔 孔間２�３� 孔径０�１５～
０�２� 表土 PL５５
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大谷貝塚は，今回の調査で縄文時代から近世までの，多様な遺構群が複合した遺跡であることを確認した。

ここでは，縄文時代の集落及び斜面貝層の時期的変遷と，出土した主な遺物を中心として，各時代ごとの土地

利用のあり方について概要を記述する。

１ 大谷貝塚における土地利用の変遷

１）旧石器時代

調査区北西部の小規模な谷に形成された斜面貝層中から，黒曜石製の石刃１点と頁岩製のナイフ形石器

１点が出土している。台地部のローム層中や後世の遺構覆土などからは，当時代の石器群はまったく出土

していない。こうしたことから，今回の調査区域には，後期旧石器時代後半の極めて小規模な活動痕跡は

認められるものの，大規模な石器集中地点は，存在していなかった。

２）縄文時代

当時代の遺構は，標高２０～２４ｍの台地部全域から，竪穴住居跡７軒，炉穴２基，炉跡２基，土坑４３５基，

標高１７～２４ｍの斜面部から，斜面貝層１か所，土坑墓１基を確認した。遺物は，台地部の遺構群から中期

後葉の土器片を主体として，早期後葉から後期前半までの土器片などが出土している。各遺構の時期は，

台地部から出土した土器の様相から，炉穴は早期から前期，炉跡は中期とほぼ推測でき，竪穴住居跡とほ

とんどの土坑が，中期後葉の加曽利Ｅ式期，特に加曽利Ｅ�式期に属するものである。各時期において，

大規模な集落の形成は確認できなかった。しかし，早期後葉から後期前半までの間，断続的に土地利用が

繰り返されていたことが判明し，中でも主体となる時期は中期後葉で，散在する竪穴住居跡と群集する土

坑群からなる集落構造を垣間見ることができる。確認した竪穴住居跡の数は極めて少ないことから，今回

の調査区域は，集落の中核部からやや外れていると考えられる。斜面部からは，小規模な谷を埋め尽くす

ように貝層が形成されており，多量の貝と土器片をはじめとして，土器片錘，土器片円盤，石器・石製品，

土製品，骨角歯牙製品，貝製品，鳥・獣・魚骨などが膨大に出土している。出土した土器から，貝層が形

成された時期は，前期中葉と中期後葉の２時期に大きく分かれ，また，貝層の基底部となる黒色土からは，

早期後葉から前期初頭の土器群がまとまって出土している。前期の土坑墓は中期後葉に相当する貝層の下

から確認し，中から横臥屈葬の埋葬された人骨が出土している。鑑定の結果，壮年後半の男性であること

が判明した。前期の埋葬人骨は，全国的にも類例が少ないことから，貴重な資料の提供となるであろう。

３）弥生時代

当時代の遺構は，標高２０～２４ｍの台地部中央から，竪穴住居跡１４軒，土坑９基を確認した。住居跡の時

期は中期末葉から後期前葉とみられる。住居跡は長径６５ｍ，短径３０ｍほどの楕円形の狭い範囲に，重複す

ることなく構築されている。出土した土器は少なく，詳細な住居の変遷や集落の形成過程について，多く

を語れない状況にある。しかし，出土した土器はほぼ同一時期のものであることから，継続期間の比較的

短い，小規模な集落であったと考えられる。

４）古墳時代

当時代の遺構は，標高２０～２４ｍの台地部全域から，竪穴住居跡８軒，古墳１基，土坑５基を確認した。

住居跡の時期は，中期中葉から末葉とみられる。これらの住居跡は，方形で北東壁に接するように竈を付

設した，いわゆる初期竈を有する住居と考えられる。複数の住居跡で，竈の火床面から土師器の高坏を転

用した支脚が正位の状態で出土しており，また，床面や覆土中から，石製模造品や球状土錘などが出土し
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ているという，いくつかの共通点がみられる。一方，住居跡の主軸方向はＮ－３８°～４１°－ＥとＮ－４５°～

４８°－Ｅとに大きく分かれることから，一時期２～３軒からなる集団が，数時期に渡って集落を形成した

と考えられる。古墳は台地部中央に築造されており，周溝の外側で南北軸約３８ｍ，東西軸約３６ｍの方墳で

ある。墳丘はすでに削平されており，確認できなかった。埋葬施設は２か所で，第１埋葬施設が墓道を伴

う横穴式石室，第２埋葬施設が箱式石棺である。築造時期は，長方墳であることや２か所の埋葬施設の形

態，箱式石棺の位置が墳丘袖部と推測されることや，周辺地域の類例なども考慮すると，古墳時代後期の

７世紀後半と推測できる。埋葬施設に使用していたと考えられる雲母片岩片は，そのほとんどが周溝の底

面や覆土下層から出土していることから，造墓主体による墓域の管理が終了した段階から，周溝の埋没が

開始した比較的早期の段階で，盗掘に遭ったと判断できる。

５）平安時代

当時代の遺構は，標高２０～２４ｍの台地部中央から東側で，竪穴住居跡２軒，竪穴建物跡６棟，火葬墓１

基，土坑６基，溝跡１条，方形周溝跡１基を確認した。住居跡の時期は１０世紀後葉から１１世紀前葉を中心

としている。第９号建物跡のように，竈を持たずに複数の地床炉を設け，平面形が長方形の建物は，一般

的な居住施設と断定することができず，工房施設をはじめ，集落内における特殊な用途のための施設の可

能性がある。出土した遺物では，土師器の小皿が比較的多いほかに目立った特徴もなく，その性格を断定

することは困難である。その他の住居跡についても，主軸方向や竈の位置，規模などに規則性や共通する

特徴などを見出すことはできない。全体としては，個々の住居や建物が疎らに距離をおいて構築されてお

り，一時期２～３軒の集団が数時期に渡って集落を形成したと考えられる。

６）中世・近世

当時代の遺構は，標高２０～２４ｍの台地部中央から南側で，塚１基，溝跡５条，道路跡３条，土坑墓２基，

円形周溝跡１基を確認した。それらは，土坑墓や塚など，葬制や信仰に関連する遺構をはじめ，道路や溝

などの交通や生産・生活に関連する遺構などである。出土した遺物の大半は，中世に属する青磁片や陶磁

器片などの器類で，わずかにカワラケ，泥面子，小柄，釘，煙管，銭貨などの近世に属する遺物も出土し

ている。近世以降は，主に畑などの生産域として利用され，現在に至ったと考えられる。

２ 縄文時代の集落と斜面貝層の時期的変遷

１）早期後葉から前期前葉

約１万２千年前から地球規模の温暖化が進み，海面の上昇に伴って内陸部に海水が侵入していった。い

わゆる縄文海進である。霞ヶ浦沿岸の周辺地域に，広大な内海が形成されたのは，今から約６千年前の縄

文時代早期後半から前期前半と考えられている。内海の拡大とそれに連動した自然環境の変化によって，

霞ヶ浦沿岸の周辺地域には，多くの貝塚がつくられはじめ，縄文人と海とのかかわりが深く密接になると

言われている１）。早期後葉から前期初頭は縄文海進のピーク時にあたり，当貝塚の台地縁辺部には炉穴が

構築され，内海へと降っていく谷の窪地には，不要になった土器片などが投棄されている。これらのこと

から，小規模な集落の形成ないし，キャンプサイト的な土地利用が開始されたことがうかがえる。しかし，

次期の前期前葉に属する明確な遺構と遺物は確認できず，縄文人の活動の痕跡は一旦途絶えてしまう。

２）前期中葉から前期後葉

前期中葉になると再びアサリやハイガイ，ハマグリなどからなる多量の貝と土器片が，小規模な谷の窪

地に投棄され，本格的な土地利用が開始される。それらの貝層からは，前期後葉の土器片などもわずかに

出土しているが，中心となる時期は，前期中葉の植房式土器の時期である。しかし，台地部で確認した前
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期に属する遺構はわずかで，住居跡については未確認である。調査区域外に当該期の集落の中心が存在し

ている可能性も否定できないが，それにしても，大規模な集落が形成されていた痕跡はみられない。中期

以降の土地利用によって，前期に属する遺構の多くが消滅した可能性もあるが，台地部から出土した前期

に属する土器片の大半は，前期後葉の浮島式土器で，植房式土器は皆無に等しい状況である。このように，

前期中葉の居住域を確認することができなかったことは，前期中葉における当貝塚の性格を考える上での

大きな課題の一つとなる。つまり，集落は斜面貝層と離れた別の場所に存在していたのか，または，大地

に痕跡を残さない構造の建物，例えば平地式住居などからなる集落を形成していたのか，いくつかの想定

はできるが，いずれも想像の域を出ない。この問題は，縄文時代前期の集落構造と生業を軸とした居住パ

ターンなどの問題にも大きく関係している。

３）中期前葉及び中葉

当期に属する土器片は，台地部と斜面貝層を含めても数十点を数えるだけで，遺構や貝層は確認してい

ない。集落の形成が開始されるのは中期中葉の中峠式期前後と推測され，斜面貝層の形成が本格的に始ま

る前段階の大きな出来事として，台地部における集落の形成と，それに伴う様々な土地利用があったと考

えられる。その手がかりは，前期貝層と中期貝層を分ける暗褐色の混貝土層の存在が上げられる。その土

層からは，いわゆる中峠式や加曽利Ｅ�（古）式期に属する完形品を含めた土器片がまとまって出土して

いる。また，ロームブロックや焼土ブロック，炭化材などが多量に含まれており，それらの供給源の多く

は，やはり，標高の高い台地部側に求められる。集落の形成が本格化し，それに伴う土地の開墾や燃料と

なる木材の伐採などが，急速に始まったことが推測できる。斜面貝層の形成も，当該期以降，加速的に進

んでいくことになる。

４）中期後葉

加曽利Ｅ�式期になると，斜面貝層の形成がピークを迎え，台地上には住居や土坑が急速に広がり，集

落の成長がうかがえる。確認できた住居跡は８軒と少ないが，土坑は約４３０基である。それらの明確な配

置形態は不明であるが，調査区域外を含め，環状集落の一部である可能性が高い。斜面貝層では，膨大な

量のハマグリ，サルボウ，オキシジミなどを主体とする純貝層が短期間に形成され，また，貝層形成の直

前や直後に，多量の土器片などを投棄していることが明らかとなった。この時期に，小規模な谷の窪地の

ほとんどは埋め尽くされ，１３６１点を超える土器片錘が出土していることからも，集中的な貝の採集活動が

繰り広げられ，漁労，特に網漁の発達が指摘できる。加曽利Ｅ�・�式期になると，急速に集落は衰退し，

斜面貝層の形成も基本的には停止したとみられる。当該期の土器片は，その大半が斜面部低所の２次堆積

によって形成された混貝土層から出土している。そこからは，遊離した人骨なども出土しており，前時期

までに投棄された白い貝殻の広がった窪地は，埋葬地や物送り的な儀礼の場としての役割を担っていたと

も推測できる。

５）後期以降

調査区域内における後期・晩期の明確な活動痕跡は確認していない。台地部からは，加曽利Ｅ�式土器

の系統を引く土器群や，称名寺式，堀之内式などに属する土器片がわずかに出土しているだけで，集落は

形成されなかったとみられる。

３ 大谷貝塚と周辺の貝塚－興津貝塚と虚空蔵貝塚－

１）貝塚群としての動態について

当貝塚の西側約１３００ｍの位置には，前期後葉の興津式土器の標識遺跡である興津貝塚２），そして，南側
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約６００ｍの位置には，前期前葉と中期の虚空蔵貝塚３）が存在している。両貝塚は，現在の高橋川を挟んだ対

岸の小支谷の台地縁辺部から斜面部に貝層が形成されており，美浦村内における斜面部を利用した代表的

な貝塚として知られている。これらの貝塚は，谷を挟んで近接しているという地理的な要因とともに，集

落や斜面貝層の形成における時期的な変遷過程についても，注目すべき点がある。そこで，当貝塚と興津・

虚空蔵貝塚における集落や斜面貝層の形成過程について，簡単にまとめると以下の通りとなる。ただし，

両貝塚の調査はトレンチ調査によるもので，かなり限定的な情報であることを断っておく。

この集落や貝層形成の消長から明らかのように，今から約６千年前の縄文海進によって形成された内海

に面した３か所の貝塚では，それぞれでは一型式期，もし数型式期にまたがっていても，連続しているわ

けではなく，集落や貝層形成にはいくつかの断絶が認められる。しかし，約１�圏内に存在する貝塚群の

動態として観察してみると，帰属する集団の問題は別として，内海に面した台地を，転々と移動しながら，

集落や斜面貝層などを形成していったことが浮かびあがってくる。

２）斜面部を利用した貝層形成について

これらの３か所の貝塚の特徴は，いずれも斜面部や小規模な谷の窪地の中に貝層が形成されている点で

ある。興津貝塚と虚空蔵貝塚は，部分的な発掘のため全貌は明らかではないが，斜面部を中心として貝層

が形成されていることはほぼ間違いない。大谷貝塚の場合は，斜面部というよりは小規模な谷の窪地に貝

層が形成されており，茨城県石岡市の地蔵窪貝塚４）や同県行方市の於下貝塚５），千葉県千葉市の有吉北貝塚６），

福島県いわき市の大畑貝塚７）などと，貝層の形成場所の共通性がみられる。それらは，早期後葉から中期

にかけての環境の変動や，特に海進・海退による海水面の移動とともに，侵食作用の影響による谷や崖な

どの発達と無関係ではないと推測できる。自然環境の変化を含めた総合的な検討が必要である。

３ 貝層から出土した主な遺物について

１）土器について

斜面貝層から出土した，前期中葉に属する土器群の主体は，植房式土器である。この土器群は，西村正

衛氏によって型式名８）を与えられて以来，約四半世紀の間，実態の不明な型式として知られてきた。型式

内容とその定義，地理的な分布傾向，型式の細分などについても，まだまだ未開拓の状況で，型式として

の存在を否定する立場や，前期中葉を代表する黒浜式に内包されるべき地域的な類型の一つと理解する立

場など，型式学的研究においては，大きな課題を抱えた土器群である。そうした中で，１９９８年，鈴木素行

氏は，茨城県日立市泉原貝塚の報告の中で，西村氏の型式内容を整理して植房式土器の再定義を行った。

そして，植房式土器に「植房１式」と「植房２式」という，型式学的に新旧の変遷過程が認められ，また，

泉原貝塚の調査において，貝層としての新旧関係を把握した中で，その変遷が正しいことを述べられてい

る９）。

貝塚名 項 目
時 期 ◎主体 ○中心 △客体 ×なし

早期後葉 前期前葉 前期中葉 前期後葉 中期前葉 中期中葉 中期後葉

大谷貝塚
集落 △ × △ × × △ ◎

斜面貝層 × × ◎ × × △ ◎

虚空蔵貝塚 斜面貝層 △ ○ × × ◎ ◎ ○

興津貝塚 斜面貝層 × × × ◎ × × ×
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以下では，大谷貝塚の斜面貝層から出土した植房式土器とその周辺の土器群について，特にその対応関

係について焦点をあて，当貝塚出土の植房式土器の簡単な位置づけを試みたい。西村氏の型式内容を再定

義した鈴木氏の見解によれば，『「植房１式」とする５個体の土器の「櫛歯文」については，櫛歯文Ａ・Ｂ

と記号化して２つに分類する。比較すると，櫛歯文Ａは，同時施文の沈線が２・３本と少なく，各沈線は

太く，間隔が広い。一方，櫛歯文Ｂは，同時施文の沈線が６本と多く，各沈線は細く，間隔が狭い。…「植

房２式」における櫛歯文Ａの系統は，同時施文の沈線が３・４本であり，４本の中には半截竹管状工具の

施文具を２本同時に使用したと考えられるものが含まれている。櫛歯文Ｂの系統は報告の中にはない。文

様の形象を比較すると，上下を区画された鋸歯状文は，「植房１式」に１段構成，「植房２式」に２段構成

がある。横位に重層する「櫛歯文」は，「植房１式」が直状，「植房２式」が微波状を呈する。コンパス状

の「櫛歯文」は，「植房１式」「植房２式」ともにある』１０）という。

以上の鈴木氏の型式の見解によると，当貝塚から出土した植房式土器の主体は，「植房２式」に比定す

ることができる。また，注目すべき土器としては，KB３ｃ２の前期貝層下位から出土した TP５５１と，

KA２ｅ４の前期貝層中から出土した TP２８を上げることができる。TP５５１は突起のある注口部が付けられ

た土器で，３・４本の櫛歯状工具で注口部の下側左右に曲線的なモチーフを描き，地文には羽状構成の単

節縄文を施している。このような土器は，福島県福島市宇輪台遺跡の第４号住居跡の覆土から出土した，

櫛歯文を有する土器の中に類例を見出すことができる１１）。TP２８は，波状口縁下に鍔状の隆帯が巡る土器

で，鍔状の隆帯が途切れる波頂部の下位に，注口部が付けられていた可能性がある。同様な土器は，千葉

県流山市若葉台遺跡の第２号竪穴住居跡の覆土から出土している１２）。鈴木氏の研究によれば，それらは，

「植房２式」 に並行する土器群であり，当貝塚の斜面貝層から出土した前期中葉の土器群が，「植房２式」

の土器群を主体とすることとも相容れる。まだまだ，植房式土器に残された課題は多いが，貝層の形成過

程と出土した土器の様相を丁寧に観察していくことで，「植房１式」と「植房２式」との境界をさらに鮮

明にすることが可能になるかもしれない。今後の課題としておきたい。

２）石器・石製品について

斜面貝層から出土した石器・石製品は多様で，石鏃１３点，磨製石斧２５点，打製石斧１１点，石皿２１点，磨

石４５点，敲石４２点，楔形石器５５点，剥片２６５点，軽石製品２１点である。狩猟具の石鏃などの出土量が少な

く，食料加工具の石皿や磨石，敲石の出土が目立っている。石斧も比較的多いが，剥片以外の石器で他を

圧倒しているのは，楔形石器である。その主要な石材はチャートで，５�程度の円礫を素材としている。

一方，台地部の遺構などから出土した石器・石製品は，石鏃４点，磨製石斧４点，打製石斧５点，石皿１１

点，磨石１６点，敲石１５点，凹石４点，石棒２点，楔形石器１点などである。基本的な石器の組成は，中期

的な様相を呈しているが，楔形石器だけが斜面部と台地部とで，大きな相違が認められる。この数量的な

相違が何に起因しているものなのかは，個々の楔形石器の所属時期の検討や用途の問題が立ちはだかり，

簡単に説明することができない。ここでは，出土した楔形石器は前期的な様相が強く，また，獣骨や鹿角

などの加工に深く関係した石器である可能性を指摘しておきたい。

３）骨角歯牙製品について

斜面貝層から出土した骨角歯牙製品は，鹿角製，骨製の刺突具をはじめとして，髪針，釣り針，磨製刃

器，弭形角器，垂飾り，線刻を有する獣骨，切断痕を有する獣骨など，生活道具や漁労具などを中心にし

て，多くの種類を確認することができた。まず，前期と中期を通じて，刺突具の多さが目立つことから，

内海の干潟や浅瀬で突き漁を主体とした漁が，積極的に選択されていたことを物語っている。片側に返刺
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の付く刺突具の大半はは前期中葉の貝層中から，返刺のない刺突具と両側に返刺の付く刺突具の大半は，

中期後葉の貝層中から出土している。

４）貝製品について

斜面貝層から出土した貝製品の代表は，貝輪と貝刃であるが，確認できたものは量的に極めて少ない。

貝輪は，サルボウやアカガイなどを素材にした前期中葉及び中期後葉に属するものがそれぞれ出土してい

る。貝輪の素材として搬入されたと考えられるベンケイガイや，中期後葉に属するタカラガイ加工品，ツ

ノガイ加工品，化石と推測できる大形のミルクイガイなどは，あえて加工しない貝器として，当貝塚に外

洋や遠方の地から，交易などによってもたらされたと考えられる。

５）装飾品について

斜面貝層から出土した装飾品としては，石製，土製，骨角歯牙製，貝製のものが確認できた。石製垂飾

りと骨角歯牙製の大半は前期中葉に属し，中でもツキノワグマ，オオカミ，イノシシ，バンドウイルカ，

キツネ，サメなどを素材とした歯牙製垂飾りは質量ともに注目される。土製では，大珠形土製品をはじめ，

耳栓や環状土製品，スプーン形土製品，垂飾りなど，類例の少ない形態のものが出土し，いずれも中期後

葉に属すると考えられる。

６）土器片錘について

斜面貝層から出土した土器片に次いで多量に出土している人工遺物は，土器片錘である。全体とし

て，１５９３点，斜面貝層から１３６１点，台地部の遺構などから２３２点が出土している。圧倒的に斜面貝層から

出土していることが分かる。用途については網の錘とする説が最も広く知られている。斜面貝層から出土

した１３６１点の中で，約６割が完形品であることから，簡単に廃棄されてしまうことが多かったとも考えら

れる。考えられる理由としては，網漁の季節的な盛衰に連動し，また，土器片を再利用した身近な道具で

あるため，網の補修などの際に，比較的容易く廃棄されてしまう性質を内包していたと推測できる。それ

らの大半は中期後葉に属するもので，打ち欠きによって，土器片を粗く四角に整形した後，周縁の２～４

辺を研磨して，１方向に切り込みを施したものである。規模と重量について，完形品の８１７点を対象とし

た分析の結果はグラフ�・�の通りである。規模別分布では，長さ３�１～５�０�のものが５０２点で全体の６

割を占め，重量別分布では，１１～２０ｇのものが全体の４割を占めている。ちなみに，行方市の於下貝塚１３）

での同様な分析（グラフ�・�）と比較すると，大局的には，両貝塚の土器片錘は同様な数値の傾向を示

しており，中期後葉における霞ヶ浦沿岸の周辺地域の一般的なあり方として理解できる。

グラフ① 土器片錘の規模別分布
（大谷貝塚の斜面貝層）

グラフ② 土器片錘の重量別分布
（大谷貝塚の斜面貝層）
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４ おわりに

以上，当貝塚の縄文時代から江戸時代までの土地利用の変遷と，当貝塚の中心となる斜面貝層と出土した

主な遺物について，その成果と課題について述べてきた。斜面貝層の全体を調査した事例は県内では稀少で

ある。また，将来的な分析や検証のために，貝層のすべてをサンプルの対象として取り上げることができた

ことは，奇跡的な出来事である。これは，貝塚の密集地域として知られ，１８７９（明治１２）年，東京大学の佐々

木忠二郎氏と飯島魁氏によって，日本人初の学術調査が実施された陸平貝塚を，国指定史跡として整備・保

存している美浦村の関係者による，深いご理解と惜しみないご協力のお陰であることは言うまでもない。当

然ながら，今回の報告では，調査成果のすべてが網羅できたわけではなく，主要な事実の報告を軸として，

できるだけ多くの出土遺物を掲載することに重点を置いた。当地域における貝塚のあり方を知るための一助

となれば幸いである。
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４）荒井英樹ほか 『茨城県石岡市地蔵平遺跡・地蔵窪貝塚発掘調査報告書』 石岡市教育委員会 １９９５年３月
５）加藤晋平ほか 『於下貝塚発掘調査報告書』 麻生町教育委員会 １９９２年３月
６）山田貴久ほか 「千葉東南部ニュータウン１９－有吉北貝塚１（旧石器・縄文時代）－」『千葉県文化財センター調査報告』第３２４集 住宅・

都市整備公団 財団法人千葉県文化財センター １９９８年３月
７）馬目順一ほか 『大畑貝塚調査報告』 福島県 いわき市教育委員会 １９７５年３月
８）西村正衛 『石器時代における利根川下流域の研究－貝塚を中心として－』 早稲田大学出版部 １９８４年１２月
９）鈴木素行 「館山遺跡の土器－茨城県南部における「関山式」「森東式」「植房式」の土器群－」『玉里村立史料館報』第８号 ２００３年３月
１０）佐藤政則ほか 「泉原貝塚発掘調査報告書」『日立市文化財調査報告』第４５集 日立市教育委員会 １９９８年５月
１１）丸山泰徳ほか 「第三期山村振興農林漁業対策事業水原小谷地地区農道改良工事関連遺跡発掘調査報告 宇輪台遺跡」『福島市埋蔵文化

財報告書』第５８集 福島市 福島市教育委員会 財団法人福島市振興公社 １９９３年３月
１２）田村隆ほか 『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書�－谷・上貝塚・若葉台・塚（１）・塚（２）・馬土手（１）・（２）・（３）－』日本道路公団

東京第一建設局 財団法人千葉県文化財センター １９８６年３月
１３）５）に同じ。

・酒詰仲男 『日本貝塚地名表』 日本科学社 １９５９年
・酒詰仲男 『日本縄文時代食料総説』 土曜会 １９６１年５月
・辻武雄 「茨城県信太，河内両郡ニ於ケル石器時代ノ遺蹟」『東京人類学会雑誌』９－９２ １９８３年１１月
・芹沢清八ほか 「古宿遺跡 県道藤原－宇都宮線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査」『栃木県埋蔵文化財調査報告』 第１４２集 栃木県教

育委員会 （財）栃木県文化振興事業団 １９９４年３月
・西野雅人ほか 「貝塚出土資料の分析－重要遺跡確認調査の成果と課題２－」『千葉県文化財センター研究紀要』１９ 財団法人千葉県文化

財センター １９９９年１１月
・小玉秀成 「常総地域における弥生土器編年の大枠」『霞ヶ浦町郷土資料館第２１回特別展 霞ヶ浦沿岸の弥生文化 土器からみた弥生社会』

霞ヶ浦町郷土資料館 １９９８年８月

グラフ③ 土器片錘の長軸・重量の相関（於下貝塚）
註５）より転載・一部加除筆

グラフ④ 土器片錘の重量別分布（於下貝塚）
註５）より転載・一部加除筆
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大谷貝塚は，茨城県稲敷郡美浦村大字大谷８８１番地ほかに位置しており，平成１８年４月から平成１９年１２月の

財団法人茨城県教育財団による発掘調査時に，成人男性人骨が１体出土している。資料の一部には接合の際に

レジックス（ミレア・クリエーション社製クラフト用樹脂ねんど）による補強処置を施し，接合に関してはア

セトン１～１０％希釈のセメダインＣを用いている。本人骨資料は，縄文時代前期中葉に相当する植房式土器に

伴うものと考えられている。以下，性別・年齢など人骨資料に関する基礎的な所見を述べていくこととする。

出土状態

本人骨は，左側を下にして，頭を南東方向に向け，下肢を極度に屈曲させた屈葬の姿勢で埋葬されていた。

墓坑は確認されているが，副葬品と思われる遺物は伴っていない。本人骨資料は，出土時において非常に脆弱

な状態であったため，ウレタン・フォームを用いた取り上げを実施し，個々の骨の取り上げは，室内（＝陸平

研究所内）にて時間をかけてじっくり実施していった。発掘現場で出土した際には，人骨のほぼ全身骨格を得

ることができるように思われた。しかし，実際に取り上げてみると四肢骨の関節面などが欠損しており，計測

作業を実施することが難しい状態にあることが明らかとなった。

性別・年齢推定

本人骨資料の遺存状態・保存状態は比較的良好であり，頭蓋の一部である側頭骨における乳様突起が小さめ

であるが，骨盤の一部である大坐骨切痕がやや鋭角気味に切れ込んでいることから，この個体の性別は男性と

判断している。

年齢推定にあたって，信頼性が高いとされる恥骨結合面が欠損しているため，詳細については不明である。

矢状縫合は，内板では正中付近にわずかに残る以外，ほぼ終了しており，外板では癒合閉鎖がほとんどみられ

なかった。そのため本個体の年齢は壮年後半と推定される。

頭蓋骨と歯牙

頭蓋の保存状態はやや不良で，多数の破片に分かれている頭蓋骨片を接合することにより，頭蓋冠をかろう

じて復元することができた。しかし，脳頭蓋最大長などの計測値を得るには至っておらず，頭蓋骨の形態的特

徴を全体として把握することはできていない。

顔面頭蓋は，鼻根の一部や眼窩上板の一部が部分的に遺存しているのみである。そのため，詳細については

不明である。眉間の発達は著しいものではなく，鼻根部も平坦である。

側頭骨は左右とも乳様突起を中心とした遺存である。外耳道骨腫は左右とも確認されていない。上顎骨では

歯槽の一部が遺存しており，正中付近の歯牙では歯槽退縮がみられない。

下顎骨は全体として小さく華奢である。咀嚼筋の発達と関連する下顎体及び下顎枝も薄めである。下顎骨に

は，釘植している歯牙が１０本遺存していた。遺存歯牙の詳細は下記に示してある。咬合については，上顎歯が

遺存していないため不明である。

大谷貝塚出土の縄文時代前期人骨について

谷畑 美帆（明治大学・ＮＰＯ法人スケルトン研究機構）
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― ― ― ― ― ／ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
（左） （右）

× Ｍ２ Ｍ１ Ｐ２ Ｐ１ Ｃ ― ― ― ― ／ Ｐ１ Ｐ２ Ｍ１ Ｍ２ Ｍ３

― 顎骨破損 ／歯槽開放（死後喪失） ×歯槽閉鎖ぎみ（生前喪失？）

上下顎歯共に，虫歯及び抜歯の痕跡は確認されていない。左下顎犬歯には，エナメル質減形成の所見が確認

されている。

歯牙の咬耗は，左側の歯牙（犬歯・第１小臼歯・第２小臼歯・第１大臼歯・第２大臼歯）を中心に著しく（ブ

ロカの３度）であり，右側における歯牙（第１小臼歯・第２小臼歯・第１大臼歯・第２大臼歯・第３大臼歯）

とは異なっている（ブロカの２度）。左歯牙の咬耗は，犬歯において最も著しく，後方に向かうにつれて咬耗

の程度が緩やかになっている。

下顎骨と関節する左右側頭骨の関節面には顎関節症の所見は観察されていない。頭蓋骨と関節する下顎骨の

関節面が遺存していないため，下顎骨における顎関節症の所見を観察することはできていない。

体幹骨

椎骨は保存状態がやや不良である。頸椎の椎体部分が数個体遺存している他，胸椎及び腰椎で椎弓部分及び

椎体の一部が遺存しているのみである。そのため骨棘の有無等については確認できていない。しかし，遺存し

ている一部の腰椎の椎体辺縁には軽度の変形性脊椎症（Ｇ１）の所見が確認されている。

寛骨は右のみの遺存で耳状面や大坐骨切痕など腸骨の一部分のみの遺存である。大坐骨切痕の切り込みは鋭

めであり，本個体の性別は男性と考えられる。

上肢骨

左右の鎖骨は，骨幹部のみの遺存である。肩甲骨は右関節窩の一部のみの遺存となっている。

上腕骨は，左右とも骨頭を欠いており，左上腕骨では遠位端も欠いている。左右いずれも遺存している三角

筋粗面の発達は弱く，骨体も華奢である。遺存している右上腕骨の遠位端における関節面には骨関節症の所見

は確認されていない。

撓骨は左のみの遺存である。骨体は背掌方向に扁平で，骨間縁の発達はあまり強くない。尺骨は，左右共に

遺存しているが，いずれも両骨端を欠いている。骨間縁の発達はあまり強くない。

手根骨は，左では有頭骨・第２中手骨・３中手骨・第４中手骨・第５中手骨が遺存しており，右では有鉤骨・

月状骨・小菱形骨が遺存している。遺存している右第２中手骨は遠位端を欠き，第３中手骨及び第４中手骨で

は両骨端が欠損している。

下肢骨

大腿骨は，左右とも両骨端を欠いているが，全体として華奢である。左右ともに細く，骨体中央断面示数（柱

状示数）は，早・前期に相当する人骨としては低めの数値を示している（表１）。

脛骨及び腓骨は，左右とも遺存しているが，欠損部位が多く，今回の作業では計測を実施するにいたってい

ない。左右脛骨の骨幹中央付近を中心とした内側面及び外側面には軽度の骨膜炎の所見を確認している。左右

の脛骨にみられる骨膜炎の所見に症状の程度の相違はないが，いずれも内側よりも外側においてやや進行した
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骨膜炎の所見を見て取ることができる。

膝蓋骨は左右とも約４０％程度の遺存となっており，骨棘等の有無を観察することはできなかった。

左の足根骨は，距骨・踵骨・舟状骨・第１楔状骨・第２楔状骨・第３楔状骨が遺存しており，第１中足骨・

第２中足骨・第３中足骨・第４中足骨・第５中足骨は遠位端を欠いた状態で遺存している。右の足根骨は，距

骨・踵骨・舟状骨・第１楔状骨・第２楔状骨が遺存しており，第１中足骨・第２中足骨・第３中足骨・第４中

足骨は遠位端を欠いた状態で遺存している。

踵骨は左右ともに距骨と関節する部分を中心とした遺存であり，いわゆる踵の部分は欠損している。距骨は，

左ではほぼ完全な形で遺存されているが，右では全体の６０％程度の遺存で，後方の大部分を欠いた状態で遺存

している。中でも，右距骨の後踵骨関節面の一部には，骨関節症の所見が観察されている。

まとめ

本稿では，大谷貝塚から出土している壮年男性人骨について概観してきた。早・前期に相当する人骨は，縄

文時代の中でも全体として華奢だとされてきたが，本資料においても同様の所見を提示することができる。

また，本人骨資料では，歯牙の咬耗が全体に進んでいるが，特に左側の下顎歯牙の咬耗は著しく，右側歯牙

とは異なっている。そのため右側の歯牙を局所的に何らかの目的のために使用していた可能性を指摘すること

ができる。縄文時代の前期に相当する個体は，総じて歯牙の咬耗が著しい（山口２００３）。今回観察した当貝塚

出土例においても同様の所見を看て取ることができる。

古病理学的所見として本個体では，ストレス・マーカーの一つであるエナメル質減形成，骨膜炎の所見を観

察している。また，腰椎椎体辺縁には，変形性脊椎症の所見が確認されており，距骨の下面関節面の一部であ

る後踵骨関節面において骨関節症の所見が確認されている。

表１ 大谷貝塚出土人骨に関する計測値

大谷 左 大谷 右 妙音寺 左 妙音寺 右
（馬場他１９９９）

早・前期
（小片１９８１）

上腕骨

４ 下端幅 ５０�９ ５３�０ ５３�０ ５４�８

５ 中央最大径 ２０�９ ２０�９ １７�２ １６�６ ２０�８

６ 中央最小径 １５�８ １５�９ １３�４ １４�４ １４�７

７ａ 中央径 ６１�１ ６１�３ ６０�８ ５３�６ ６１�６

６／５ 骨体断面示数 ７５�６ ７６�０ ７８�１ ８６�８ ７０�６

大腿骨

６ 骨体中央矢状径 ２７�５ ２８�５ ２９�６ ２８�２ ２８�３

７ 骨体中央横径 ２３�９ ２４�３ ２２�８ ２２�１ ２３�６

８ 中央周 ８０�０ ７９�８ ８４�０ ８４�０ ８３�４

６／７ 骨体中央断面示数 １１６�２ １２７�３ １２０�２

―５７３―



縄文時代の葬制は複雑で地域差等も大きい。そのため詳細についてここで述べることは難しい。しかし，こ

れまで人骨資料と埋葬姿勢の関係を検討することによって時期や地域的傾向が，ある程度明らかにされてきて

いる（山田２００１，２００２）。こうしたことから，当貝塚出土例について見当してみると，本事例のように屈曲し

た屈葬例は，比較的古い段階に相当する埋葬事例と考えられる。

引用・参考文献

小片保 １９８１ 縄文時代人骨 人類学講座第５巻『日本人�』雄山閣：２７―５５

馬場悠男・坂上和弘・河野礼子・加藤久雄 １９９９ 「妙音寺洞窟遺跡出土の縄文時代早期人骨」『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第２０９集

秩父郡皆野町 妙音寺／妙音寺洞穴 一般国道１４０号（皆野町地内）関係埋蔵文化財発掘調査報告 �』pp．２８１－２９３

山口敏 ２００３ 『私たち日本人の祖先』イラスト・ガイド 私たちヒト３ てらぺいあ

山田康弘 ２００１ 「縄文人の埋葬姿勢（上）」『古代文化』第５３巻第１１号 pp．１２－３１

山田康弘 ２００２ 「縄文人の埋葬姿勢（下）」『古代文化』第５３巻第１２号 pp．１７－３５
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大谷貝塚出土の縄文時代人骨の自然科学分析について

吉田 邦夫（東京大学総合研究博物館）

１．資料と分析方法

２００７年１２月２２日に，肋骨４資料を受領した。そのうち最も大きな長さ７５�，幅１０�（約２．２ｇ）の資料を用

いて分析を進めた。元素分析計で炭素・窒素含有量を測定してコラーゲンが残存していることを確認し，超精

密グラインダーで海綿質の部分を削り取り，緻密骨の表面をクリーニングした。残った骨資料は１．５１ｇで，や

や多かったが，古い人骨であるためコラーゲン回収率が低い可能性を考え，全量使用した。年代測定室の定法

に従って洗浄，溶解（透析），ゼラチン化，精製，凍結乾燥を行い，ゼラチンコラーゲン６８．０�を得た。回収

率は４．５％，コラーゲン成分の C/N 比は３．２２で，良好なコラーゲン成分が得られた。

得られたコラーゲン成分２．８６ｍｇを用いて，年代測定試料を調製，工学系研究科 MALT に設置されている

AMS 装置で年代を決定した。

残ったコラーゲン資料について古食性分析を行った。年代測定室に設置してある質量分析計（IsoPrime EA,

Micromass, GB 製）を用いて，炭素・窒素安定同位体比を測定した。コラーゲンを０．２～０．９�用い，３回測定

した。

２．年代測定結果

第１号土坑墓人骨 ５６１０±６０BP（TKa－１４４７３；δ１３Ｃ＝－１０．１‰）

IntCal０４による暦年較正年代を，グラフ１に示す。６４００～６３００cal BP 付近は，暦年較正曲線が寝ているた

め，やや誤差が大きくなる。暦年較正の結果，６５００～６３００cal BP の値が得られた。後述する古食性分析の結

果から海産物の寄与が大きいことが推定されるので，やや古い年代が得られていると考えた方がよい。したが

ってこの年代を、植房式土器の年代に直接結びつけるのは危険である。実際の年代を検討するためには，採取

されている炭化材の年代測定が必要である。

３．安定同位体分析・古食性分析結果

抽出コラーゲンの安定同位体比

炭素安定同位体比 δ１３Ｃ＝－１５．０７±０．０２‰（食糧基準に換算 －１９．５７‰）

窒素安定同位体比 δ１５Ｎ＝ １２．７１±０．０８‰（食糧基準に換算 ９．３１‰）

（コラーゲンでは，摂取食料からδ１３Ｃが４．５‰，δ１５Ｎが３．４‰だけ濃縮されているとして，補正している）

グラフ２に結果を示した。図の楕円は，一部を除いて遺跡から出土した動植物遺存体の同位体比をもとに，

日本列島の食糧資源をグループ分けしたものである。骨コラーゲンがどのような食料グループから形成されて

いるかを推定するための基礎情報となる。一般に関東の貝塚出土人骨は海洋資源に大きく依存している例は少

なく，陸のもの，海のものをバランスよく摂食していたと考えられている。千葉県姥山貝塚から出土した中期

中葉の人骨，縄文後期の古作貝塚では，その特徴通りまとまった様相を見せるが，それぞれの集団から大きく

離れて，窒素同位体比が大きい個体が存在する。今回の分析個体はこれに近い値を示す。一方，縄文前期の分

析例は少ないが，熊本県轟貝塚では，きわめて大きな広がりを見せ，しかも海産物への依存が高い個体が多い。

前期の貝塚から出土した縄文人に関して九州地方だけでなく，関東でも海洋資源の寄与が大きく，大谷貝塚の

事例がこの特徴を示しているのか，あるいは関東地方の貝塚から出土した縄文人の特異例に相当するかは，今
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後の分析例が必要である。いずれにしろ興味深い結果である。
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大谷貝塚は，茨城県美浦村の霞ヶ浦南岸の標高２５ｍ程度の台地辺縁部に位置する縄文時代前期から中期の貝

塚を有する遺跡である。

今回，財団法人茨城県教育財団による発掘調査が行われ，筆者は貝塚土壌のサンプリングを行うことができ

た。また，この土壌サンプルから抽出された貝類遺体を検討する機会を与えて頂いた。ここにその結果を報告

する。

サンプルの採取と処理および解析サンプルの内容と方法

今回解析を行ったサンプルは，本報告書の土層・貝層断面図－ｆの KB２ｂ４区の断面から，２５�角でコラ

ム（柱状）サンプリングにより連続して得られたものである。各サンプルは，厚さ５�を基準に，層位や貝類

の集中性を考慮して，適宜区分して採取した。今回，これらのサンプルのうち，下部から＃２７（縄文前期中葉：

植房式期，３３５層，混貝土層），＃２２（縄文前期中葉：植房式期，３１３層，混土貝層），＃１６（縄文中期後葉：中

峠式期～加曽利ＥＩ（古）式期，３１４層，混貝土層），＃１２（縄文中期後葉：加曽利Ｅ�式期，３０８層，混貝土

層），＃１１（縄文中期後葉：加曽利Ｅ�式期，３８０層，混貝土層），＃４（縄文中期後葉：加曽利Ｅ�式期，３０５

層，純貝層）の６サンプルについて詳細に抽出・検討を行った。

各サンプルは，７０℃で２日間以上充分に乾燥させ，水中で９�５，４�０，２�０，１�０のフルイで篩い，浮き上がっ

たもの（浮遊部分：LF）は０�５�未満のネットで回収し，沈殿したもの（沈殿部分：HF）はメッシュごとに

乾燥させ，完全な個体（完形）のみならず，殻頂部や体層部を有し，個体数を産出できるものや破片でも完形

等が得られていない種を抽出した。

各個体は，肉眼や実体顕微鏡下で，種の同定と成長段階（幼貝と成貝の区別）・出土部位・焼けているかや

磨滅した死殻であるかどうかの確認等を行った。二枚貝類では，完形殻のサイズ（殻高を計測したマガキ以外

は，殻長）を�単位で計測し，前後端の一方が残存し殻サイズを推定できる個体についても推定値を求めた。

また，破損殻の多かったシオフキの＃１１の殻長部残存個体について，黒住ら（２００７）に準拠して，殻頂から歯

板の縁までの弾帯受幅を，同時に完形殻の殻頂・弾帯受幅も計測した。マガキの左殻に関しては，近接した陸

平貝塚で報告されているように（樋泉２００４），ウミニナ類の付着した痕跡をチェックした。微小貝類の幼貝は，

成貝サイズの１／２以上のものを大形幼貝（lj と表記），成貝サイズの１／４－１／２のものを中形幼貝（mj）および同

じく１／４未満のものを小形幼貝（sj）に区別した。

結果および考察

今回のサンプルからは，表１に示した同定の不確実な種を含み３４科６４種の貝類が得られた。沈殿部分の詳細

を表２に示し，以下では由来ごとに内容を検討した。

１．食用貝類遺体

� 種組成等

今回のサンプル中，食用と考えた種は２３種であり，いずれかのサンプルで，３�５％以上の割合を占めていた

種を優占種として，サンプルごとの組成を図１に示した。下部の前期中葉の２サンプル（＃２７／２２）では，ア

サリが約２／３と最も多く，ハマグリが２０％程度で次いでいた。また，この時期にのみチョウセンハマグリが比

大谷貝塚の土壌サンプルから得られた貝類遺体（予報）

黒住 耐二（千葉県立中央博物館）
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較的多く採集され，僅かではあったが

ハイガイも確認された。中期後葉（＃

１６）になると，アサリ・シオフキ・ハ

マグリ・ウミニナ／ホソウミニナが１５

－３０％と４群が比較的類似した割合に

変化した。さらに，サルボオ・マガキ・

オキシジミも低い割合ではあるが，優

占種となっていた。中期後葉（＃１２／

１１）では，ハマグリとシオフキが多く

表１．大谷貝塚の土壌サンプルから得られた貝類遺体リスト．

海産貝類 海産貝類
軟体動物門 Phylum Mollusca マルスダレガイ科 Family Veneridae

腹足綱 Class Gastropoda カガミガイ Dosinia japonica 内湾／砂泥底／潮間帯
カサガイ目 Order Patellogastropoda アサリ Ruditapes philippinarum 内湾／砂泥底／潮間帯

ユキノカサ科 Family Lottiidae ハマグリ Meretrix lusoria 内湾／砂泥底／潮間帯
ツボミ Patelloida pygmaea f . conulus 内湾／砂泥質底／潮間帯 チョウセンハマグリ Meretrix lamarckii 外洋／砂底／潮間帯－潮下帯

古腹足目 Order Vetigastropoda ウチムラサキ？ Saxidomus purpurata? 内湾－外洋／砂泥底／潮間帯
リュウテン科 Family Turbinidae オキシジミ Cyclina sinensis 内湾／泥底／潮間帯

スガイ Lunella coreensis 内湾－外洋／岩礁／潮間帯 オオノガイ目 Order Myoida
アマオブネ目 Order Neritiorpha オオノガイ科 Family Myidae

アマオブネ科 Family Neritidae オオノガイ Mya arenaria oonogai 内湾／泥底／潮間帯
イシマキ Clithon retropictus 河口域－河川／礫底 キヌマトイガイ科 Family Hiatellidae
ヒメカノコ Clithon oualaniensis 内湾／泥底／潮間帯 ナミガイ Ponopea japonica 内湾／砂泥底／潮下帯

吸腔目 Order Sorbeochoncha ソトオリガイ科 Family Laternulidae
オニノツノガイ科 Family Cerithiidae ソトオリガイ？ Laternula marilina? 内湾／泥底／潮間帯

コゲツノブエ Cerithium coralium 内湾／泥底／潮間帯
ウキツボ科 Family Litiopidae 掘足綱 Class Scaphopoda

ウネハマツボ Alba hungerfordi 内湾／砂泥底／潮間帯－潮下帯 ツノガイ目 Order Dentalioida
ウミニナ科 Family Batillariidae ツノガイ科 Family Dentalliidae

ウミニナ Batillaria multiformis 内湾／砂泥底／潮間帯 ヤカドツノガイ Dentalium octangulatum 内湾－外洋／砂泥底／潮下帯
ホソウミニナ Batillaria cumingii 内湾／砂泥底／潮間帯
イボウミニナ Batillaria zonalis 内湾／泥底／潮間帯 陸産貝類

フトヘナタリ科 Family Potamididae 腹足綱 Class Gastropoda
フトヘナタリ Cerithidea rhizophorarum アシ原／潮間帯 原始紐舌目 Order Architaenioglossa
ヘナタリ Cerithidea cingulata 内湾／泥底／潮間帯 ヤマタニシ科 Family Cyclophoridae
カワアイ Cerithidea djadjariensis 内湾／泥底／潮間帯 ミジンヤマタニシ Nakadaella micron 林内

モツボ科 Family Scaliolidae ゴマガイ科 Family Diplommatinidae
シマモツボ Fenella purpureoapicata 内湾／砂泥底／潮間帯－潮下帯 ヒダリマキゴマガイ “Palaina” pusilla 林縁

ワカウラツボ科 Family Iravadiidae 有肺目 Order Pulmonata
カワグチツボ Iravadia elegantula 内湾／泥底／潮間帯－潮下帯 オカミミガイ科 Family Ellobiidae

アッキガイ科 Family Muricidae スジケシガイ Carychium noduliferum 林内
イボニシ Thais clavigera 内湾－外洋／岩礁／潮間帯 キセルガイ科 Family Clausiliidea
アカニシ Rapana venosa 内湾／砂泥底／潮間帯－潮下帯 ヒカリギセル Zaptychopsis buschi 林縁

オリイレヨフバイ科 Family Nassariidae チュウゼンジギセル Mundiphaedusa sericina 林内
アラムシロ Reticunassa festiva 内湾／砂泥底／潮間帯 ヒメギセル Mundiphaedusa micropeas 林内

テングニシ科 Family Melongenidae オカクチキレガイ科 Family Sublinidae
テングニシ？ Hemifusus tuba? 内湾－外洋／砂泥底／潮下帯 オカチョウジガイ Allopeas kyotoense 林縁

後鰓目 Order Opisthobranchia ホソオカチョウジガイ Allopeas pyrgula 開放地
ブドウガイ科 Family Haminoeidae ナタネガイ科 Family Punctidae

ブドウガイ Haloa jpaonica 内湾／砂泥底／潮間帯－潮下帯 ナタネガイ？ Punctum amblygonum? 林縁
カイコガイダマシ Liola porcellana 内湾／砂泥底／潮下帯 ナタネガイ属の一種 Punctum sp. cf. harimensis ［林縁］

ベッコウマイマイ科 Family Helicarionidae
二枚貝綱 Class Bivalvia カサキビ Trochochlamys crenulata 林縁

フネガイ目 Arcoida ヒメハリマキビ Parakaliella pagoduloides 林内
フネガイ科 Family Arcidae キビガイ Gastrodontella stenogyra 林内

サルボオ Anadara kagoshimensis 内湾／砂泥底／潮間帯 タカキビ Coneuplecta praealta
ハイガイ Anadara granosa 内湾／泥底／潮間帯 ウメムラシタラ Coneuplecta japonica 林縁

カキ目 Order Ostreoida ヒメベッコウマイマイ Discoconulus sinapidium 林縁
イタボガキ科 Family Ostreidae ヒメベッコウ類似属 Discoconulus? sp. 開放地

マガキ Crassostrea gigas 内湾／岩礁－泥底／潮間帯 ハクサンベッコウ類似属 Nipponochlamys? sp. 開放地
ナミマガシワ科 Family Anomiidae ナミヒメベッコウ属？の一種 Yamatochlamys? sp. 林内

ナミマガシワ Anomia chinensis 内湾／砂泥底／潮間帯－潮下帯 ウラジロベッコウ Urazirochlamys doenitzii 林縁
マルスダレガイ目 Order Veneroida コハクガイ科 Family Zonitidae

バカガイ科 Family Mactridae ヒメコハクガイ類似種 Hawaiia sp. cf. minuscula 開放地
バカガイ Mactra chinensis 内湾－外洋／砂泥底／潮間帯－潮下帯 ナンバンマイマイ科 Family Camaenidae
シオフキ Mactra quadrangularis 内湾／砂泥底／潮間帯 ニッポンマイマイ？ Satsuma japonica? 林縁
オオトリガイ？ Lutraria maxima? 内湾／砂泥底／潮下帯 オナジマイマイ科 Family Bradybaenidae

イソシジミ科 Family Psa ㎜ obiidae エンスイマイマイ Trishoplita langfordi 林縁
フジナミガイ？ Hiatula boeddinghausi? 内湾／砂泥底／潮下帯 ヒタチマイマイ？ Euhadra brandtii? 林縁

シジミ科 Corbiculidae ヒダリマキマイマイ Euhadra quaesita 林縁
ヤマトシジミ Corbicula japonica 河口域汽水域／砂泥底

図１．大谷貝塚の土壌サンプルから得られた食用貝類の組成変化．
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なり，全体の１／２以上を占めるようになる。そして，ウミニナ類やマガキ・オキシジミも多く，アサリは激減

していた。同時期の純貝層（＃４）では，ハマグリが１／２と極めて多くなり，シオフキ，ウミニナ類と続いて

いた。個体数は少なかったが，中期後葉になると，ナミマガシワ・バカガイも得られるようになり，＃４のサ

ンプルからは他のサンプルで認められなかったフトヘナタリやヤマトシジミも確認された（表２）。また少数

ではあるが，各時期を通じて岩礁に生息するスガイ・イボニシが得られていた。焼けた個体は，破片のみで極

めて少数であった。本コラムに隣接して採取された樋泉（本報告書）の結果とは，最下部でチョウセンハマグ

リの割合が大きいことや中期後葉でアサリの優占度がより高いこと等の相違はあるものの，全体の傾向は一致

している。

全体的な傾向を，当貝塚周辺の縄文貝塚の貝類をまとめた樋泉（２００４）の考察と比較すると，前期としては

アサリが最も多く，ハイガイがほとんど得られていないことやチョウセンハマグリの割合が比較的高いこと等

が大谷貝塚の特徴として挙げられるであろう。中期に関しては，ハマグリ・シオフキ・ウミニナ類・サルボオ・

マガキの多いことは他地域と類似し，特にシオフキとウミニナ類の多いことが今回のサンプルで顕著であった。

東京湾東岸・市原市の縄文貝塚出土貝類の現生種の生態分布との比較から，黒住・岡本（１９９４ａ）は，現在

東京湾に多いバカガイがほとんど出土していないことから，本種の食用はタブーであったのではないかと考え

た。しかし，酒詰（１９６１）の集成や於下貝塚（加納１９９２）からはバカガイが比較的多く出土し，樋泉（２００４）

も霞ヶ浦周辺の縄文遺跡で本種が稀ではないことを指摘している。両地域における相違は，当時のバカガイ生

息量等に起因する可能性もあるが，タブーの強さということも想定される。一般的に，貝塚では当時の遺跡周

辺の環境に依存した貝類採集が想定され，各遺跡で優占種（主体貝）が異なっていることは当然である。しか

し，当貝塚では貝類相から想定される貝類採集空間の環境は大きく変化しているとは考えにくいものの，前期

と中期でアサリやシオフキの量的な組成は激変していた（図１）。そして，優占種となっているアサリ・ハマ

グリでは小形個体の割合も高く，これらの種であるならばサイズに関係なく採集していたことがわかる。一方

で，泥底に生息するオキシジミも多く，＃４に少数認められたヤマトシジミの存在（表２）から，採集空間内

かごく近接した場所にヤマトシジミ生息域が存在していたと考えられる。しかし，両時代の当貝塚の集団は，

ヤマトシジミを主体的に採集していない。このように，貝類採集に関しては，利用種が決められ，それ以外の

種を排除すると言う集団内の意図／規制（タブーを含めた）が強く働いていたことが考えられる。これは，時

代／地域を越えて存在する一般化されるものと考えられよう。

砂泥底のウミニナ類と泥底のイボウミニナ・カワアイ類等の塔型（細長い）巻貝に関しては，体層のみの個

体も多かった（表２）。これらの螺塔を折って食用とすることは，沖縄の先史時代遺跡での例があり（池原１９７７，

黒住１９８７），関東地方で詳細に検討されている（西野１９９７）。表２で「ｂ：体層部」と表記したものが螺塔を折

ったと考えられるものである。このタイプは前期から認められるが，中期で明瞭な傾向にあった。ただ樋泉

（２００４）は，陸平貝塚のマガキはウミニナ類に付着していた個体も多かったことを報告している。今回も，表

４に示したように比較的高率でマガキにウミニナ類の痕跡が認められ，死殻（磨滅／他生物の穿孔）のウミニ

ナ類も得られた。逆に，ウミニナ類生貝上に生息し，これらの生貝採集を示唆するツボミガイは＃４から得ら

れた。これらのことから，前期でもウミニナ類の食用の可能性はあるものの，明確なのは中期になってからで

あり，中期にはアシ原にすむフトヘナタリも利用されていた。

またイボニシを含むレイシ類は，縄文貝塚を含め，多くの遺跡から優占種となることはないが，比較的多く

出土する。レイシ類は，「からにし」等の苦味に由来する方言名を持っている（例えば川名１９８８）。想像でしか

ないが，レイシ類は通常食材の味と異なった味覚のために選択されていた可能性も考えられる。
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当貝塚の前期には，外海に生息するチョウセンハマグリが，後述するように小形個体を中心に出土していた。

このことは，単に本種の貝殻が持ち込まれたとは考えにくく，生きた個体が廃棄されたと思われる。小形個体

が多いことから，自ら外海に出向き，採集した可能性も高い。ただ，本種の採集が目的であったかどうかは不

明である。ただ，装飾品として利用されたと考えられるヤカドツノガイが得られており，この種は外海で得ら

れた可能性もある。ただ，同じ前期の神奈川県羽根尾貝塚（金子２００７）で出土している食料や貝製品素材以外

の“趣味的に採集したと考えられる”貝類は今回のサンプル中には認められなかった。

� サイズ組成等

次に，優占種の二枚貝類のサイズを表３に示した。ハマグリは，１５－６０�と殻長の範囲が広く，前期では計

測できた個体数は少ないながら，その範囲は２０－５０�とやや小形のものが多かった。中期になると，３０ｍ以下

の個体の割合が高くなり，５５ｍ以上の大形個体も少数ながら得られている。いずれにしても，３０�以下の現在

販売されている個体より小さな個体を採集しており，西野（１９９８）が明瞭に示したように，東京湾東岸でも中

期に小形化していることと同様な現象かもしれない。陸平貝塚の中期前葉の本種のサイズと比較しても（樋泉

２００４），より小形であると考えられる。純貝層の＃４では年間成長量の大きな４０�以下の個体で，殻長のピー

クは明瞭ではなく，本種の採集季節にある程度の幅が存在していたことを示しているのかもしれない。

ハマグリの小形個体が多かったものの，採集時の混入種と考えられるアラムシロ等は極めて少なかった（表

２）。これは，食用種の選別がかなり厳密であったことを示していよう。その種分けは，遺跡内ではなく，海

浜部で行われた可能性も高い。また，当貝塚の中期層では厚い純貝層を形成しており，あたかも貝類加工の場

と考えられている「ハマ貝塚」のような様相を呈している（例えば中期の東京都／中里貝塚：樋泉ら２０００）。

もちろん，自家消費以外にハマグリ等が用いられた可能性は充分想定されるが，本種の小形個体や巻貝のウミ

ニナ類も多いことから，かなりの割合は自家諸費されたと思われる。

また，縄文前期に見られたチョウセンハマグリでは完形殻が極めて少なく詳細なデータは示せなかったが，２０

�未満と推定されるものから４５�までの中・小形の個体が得られていた。

ハマグリと同様に，前期に多かったアサリも２５�付近にピークを持ち，小形個体が多く，個体数は激減する

が中期でも同様であった。マガキも，２５－４５�の範囲の個体がほとんどで，３０�付近にピークを有し，かなり

小形の個体であった。一方，サルボオ・シオフキ・オキシジミは，いずれもおよそ３５�以上の大形の個体が得

られていた。個体数が少ないので今後の検討が必要ではあるが，サルボオ・オキシジミは，樋泉（２００４）の示

したものより小形個体が少ない傾向にあった。

樋泉（本報告書）の示した優占種のサイズも，ほぼ同様な結果を示しているが，チョウセンハマグリではよ

り大形の個体も確認されている。本種の大形個体は単に食用として得られたものではなく，何らかの用途に用

いられた可能性もあろう。

２．化石貝類利用等

今回のサンプルからは，化石由来と考えられる二枚貝類のナミガイ等や巻貝類のアカニシ等の大形種もいく

つか抽出された（表２）。これらの種の完形個体は，当貝塚のピックアップ資料でも確認されている。新生代

の「成田層」の化石貝類を縄文遺跡で用いる例は，市原市西広貝塚のツノガイ類で指摘し（黒住・岡本１９９４ｂ），

その後，ツノガイに関しては陸平貝塚で完形個体が得られ，穿孔されたエゾタマガイや絶滅種のトウキョウホ

タテ等と共に化石貝類利用が報告されている（樋泉２００４）。千葉県成田市の縄文晩期の荒海川表遺跡でも，貝

製品として利用されたエゾタマキガイの他，加工痕等の認められていないビノスガイ・ナミガイ等が成田層の
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化石とされている（山田２００１）。ヤカドツノガイは，

装飾品として利用されたと考えられ，化石の可能性も

あろう。

今回のサンプルで得られた化石貝類は，２－３�程

度の略方形の破片が多く，研磨・穿孔等の加工痕は認

められず，前期と中期の両時期から確認された（図２）。

加工痕の認められない二枚貝類を中心とした化石貝

類の遺跡への持ち込みは上述のような詳細に出土遺体

が検討された関東南部の遺跡では確認されることが多

く，今回縄文前期からも認められたので，長期間比較

的広い範囲で認められる現象の可能性が高い。利用の

意味に関しては，略方形化石貝類片の明瞭な遺構に伴った出土は知られていないので，現時点では不明である。

もちろん，前述のように貝製品に用いられたものの破片も含まれている場合もあろう（例えばアカニシ貝輪製

作に伴うもの等）。また，必ずしも化石貝類にこだわらないのかもしれない（例えばムラサキガイ；陸平貝塚

での樋泉［２００４］のデータは本種が破片で得られていることを示している）。ただ，多くの場合，加工痕のな

いことから，「貝殻を割る」ことに意味があるのではないかと考えられ，その形状から大形二枚貝類が多く利

用された可能性が高い。単なる想像でしかないが，これら“有角貝類片”は，墓や祭祀等を含めて，多少なり

とも非日常的な状況で用いられた可能性もあろう。いずれにしても，貝塚からの出土状況を記載すると共に，

遺構からの“有角貝類片”出土事例にも注意の払われることを期待したい。

３．海産微小貝類

今回のサンプル中からは，１�までの沈殿部分とフローテーションで，海産微小貝類を少数確認できた。こ

れらは，前述したウミニナ類に付くツボミガイや混獲のアラムシロの他に，内湾泥底に生息するカワグチツボ，

内湾砂泥底のシマモツボ・カイコガイダマシ？，同じ環境で海藻等に付くウネハマツボ・ブドウガイ，河口域

から淡水域に生息するイシマキ・ヒメカノコの４類型のものが認められた。

カワグチツボは，アシ原に生息するカワザンショウガイ類と共に，関東地方の縄文貝塚では焼けた個体が多

く出土し，枯死アシの利用（黒住１９９４）や“製塩”（加納２００１）を示していると考えられており，福島県南相

馬市の浦尻貝塚ではこの利用が縄文前期末には行われていたことも示されている（黒住２００８）。しかし，今回

のサンプル中からは，カワザンショウガイ類は得られず，カワグチツボも焼けていなかったため，この種はオ

キシジミ内の死殻として貝塚に持ち込まれた可能性も考えられる。シマモツボ・カイコガイダマシ？も，確認

個体数が極めて少なく，ハマグリ等の死殻由来と考えられる。海藻等に付く２種は，同じサンプル中に認めら

れたことから，海藻採集に由来する可能性もあろう。

アマオブネ科に属するイシマキとヒメカノコは，ヤマトシジミやオキシジミの混獲物（死殻内に生息）の可

能性もあるが，明瞭な貝製品の報告はないが，陸平貝塚ではヒメカノコの殻頂部を穿孔した可能性のある個体

が得られている（黒住，準備中）。また，同じアマオブネ科では殻頂部や体層部を研磨した製品が関東地方の

貝塚からも得られている（黒住２００４，忍澤２００７）。イシマキ・ヒメカノコの貝製品およびその素材としての検

討も必要であろう。

図２．大谷貝塚の化石を利用した“有角貝殻片”．
上：前期中葉，下：中期後葉．スケールは１�．
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４．海域環境変遷等

今回確認された種（表１）の多くは，現在も東京湾等の内湾に生息する種であり，種組成から前期，中期と

も，このような内湾環境にあったと考えられる。ただ，この中で現在銚子以北から現生種の分布記録のない「温

暖種」に，ハイガイ・コゲツノブエとヒメカノコの３種が存在した。ハイガイの縄文時代から分布域の縮小は

著名であるが，後の２種も松島（１９８４）により同様な現象が指摘されている。ヒメカノコは，近接した霞ヶ浦

南西岸の縄文後期の上高津貝塚からカノコガイの一種で報告されている（黒住１９９４）。コゲツノブエも最近房

総半島洲崎を越えた九十九里浜の縄文中期の境貝塚から確認された（西野・黒住２００８）。霞ヶ浦周辺等では縄

文中期に，このような温暖種が残存していたことが明らかとなってきた。

食用貝類でも述べたが，当貝塚でもナミマガシワが少数ながら中期の貝層から得られている。本種は，霞ヶ

浦沿岸の貝塚（加納１９９２等）を含む関東地方の比較的多くの貝塚から出土している（酒詰１９６１）。しかし，例

えば東京湾東岸，小櫃川河口干潟における貝類の生態分布でも本種は潮間帯から確認されておらず（大嶋・風

呂田１９８０），東京湾の調査では潮下帯から確認されており（黒住・土田２００３），現在は主に潮下帯に生息してい

る種と言える。このような潮下帯に生息している種で，関東周辺の貝塚から比較的多く出土している種はほと

んど認められない。

一方で，潮位変化の少ない日本海側の島根県中海周辺海域（境水道）において，本種は潮間帯の礫地に高密

度で生息している例が認められた（図３）。現在の中海周辺（境水道）での状況と類似したナミマガシワが潮

間帯礫地に生息するような現象が，当貝塚を含め関東地方の縄文時代に存在していた可能性も想定されよう。

縄文時代においても太平洋側の潮位は現在と同様と考えられるので，ナミマガシワの潮間帯礫地生息という現

象は，環境の変化というよりも，貝類の側の生態の変化と考えられるのではないだろうか。

５．陸産微小貝類

今回のサンプルからは，１０科２５種の陸産貝類が確認され，大部分はフローテーション法で得られ，沈殿部分

からは破損を受けたものを中心に少数が得られただけであった（表２，４）。全ての個体は焼けていなかった。

その優占種組成（図４上）では，下部の前期（＃２７／２２）で林内生息種のミジンヤマタニシが特徴的に認めら

れ，林内生息種のヒメギセルや林縁生息種のヒダリマキゴマガイ，開放地生息種のヒメコハクガイ類・ヒメベ

ッコウ属類似属も多い。それが中期後葉（＃１６／１２／１１）では，林内生息種としてスジケシガイが多くなり，ヒ

図３．島根県中海周辺（境水道）におけるナミマガシワの生息状況．
左：松江市福浦，右：同森山（２００８．１２．１撮影）
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ダリマキゴマガイ・オカチョウジガイの割合も増加し，前の時代とは組成が変化していることがわかる。＃１６

と＃１２・１１との比較では，同属のオカチョウジガイ類で，前者で開放地生息種のホソオカチョウジが優占して

いたものの，後者ではこの種がほとんど見られず，オカチョウジガイが優占しているという違いも認められた。

中期後葉の純貝層（＃４）では，またヒメギセルが約４０％と最も多くなり，ヒメベッコウ類似属・ホソオカチ

ョウジも高い割合であった。

これを生息場所類型で示したものが図４下である。その結果は３つの生息場所類型がおよそ１／３ずつとい

う，時期別に極めて明瞭な変化を示すものではなかった。ただ，＃１６で林内生息種が減少し，＃１２・１１では林

縁生息種が多く，開放地生息種が極めて少なく，＃４では林内生息種が半数を占めているという相違は認めら

れた。

筆者は，これまで千葉県北部の縄文早期末の地点貝塚の微小貝類遺体を検討した結果，開放地生息種がほと

んどを占める組成を報告してきた（黒住２００３，２００５）。また，同地域の前期貝塚で報告のあった陸産貝類も開

放地生息種であり，詳細な組成の報告されていた縄文前期の滋賀県石山貝塚（丹・塚本１９５６）でも開放地生息

種が多いと考えられた。このことから，縄文前期まで，開放地生息種が分布する草原的な環境が広がっていた

のではないかと想定し，これまでにも神奈川県の縄文前期／茅ヶ崎貝塚の斜面貝層でもゴマガイ類等の多い組

成が報告されていたが（忍澤２００１），今回の組成ほど林内生息種が優占する状況ではなく，その検証として縄

文時代の古い時代の斜面貝層での検証が必要であるとしてきた。

今回の結果は，少なくとも本地域では縄文前期中葉には，中期と同様な陸産貝類組成が認められ，遺跡周辺

図４．大谷貝塚の土壌サンプルから得られた微小陸産貝類の組成変化．
上：優占種組成，下：生息場所類型組成
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の環境は両時期で林が存在しており，草原的な環境が広がっていた可能性はかなり低いと考えられた。今後，

更に早期から前期貝塚のデータが集積されることが望まれる。

６．サンプリング方法等について

今回，土壌サンプルの水洗選別で，４サイズのメッシュで沈殿部分を篩い，同時にフローテーション法で０�５

�未満のメッシュネットで浮遊部分を回収した。その結果，食用貝類の検討には，およそ４�０�まででほとん

どの個体が得られていた（表２）。これは，関東地方の貝塚で対象とされていたサイズクラスであり（例えば

西野１９９８，樋泉２００４等），サンゴ礁域の砂丘遺跡でも４�０ｍで食用貝類が得られることを報告されており（黒住

１９９６），今後も，この程度のメッシュサイズで処理されることが望まれる。

ただ，詳細に抽出するために，小形の殻頂部片も比較的多く得られる。そのため，サイズ組成を求める場合，

完形のみならず，これらの破片も対象とせねばならない。一方，今回，表３で欠損部分があり，推定値を求め

たものを区別して示したが，当然のことであろうが，大形個体で高率になっていた。これらに影響されずにサ

イズを復元するためには，これまでにも行われてきたように（例えば久保１９８８，阿部・加藤２００３等），殻サイ

ズと残存部位の相関を求めることが必要になろう。その一例として，今回は破損の多かった薄質のシオフキで，

弾帯受幅と殻長の関係を図５に示した。この弾帯受幅は，バカガイでも行われ，計測部位として多少安定性に

欠けることを指摘したが（黒住ら２００７），およその殻長復元としては，他の部位より残存率が高く，計測個体

数が比較的多くなり，相関係数も低い訳ではなく，十分に利用できると考えられる。優占種のサイズ組成に関

しては，今後もこのような復元が必要であろう。

また，今回は３－４リットルの土壌から抽出を行ったが，図１に示したように食用貝類でも貝層断面で認め

られた優占種の傾向をより明らかにでき，組成変化も明瞭であった。

フローテーションを行うことによって，沈殿部分の表２と浮遊部分の表４で，かなり高率で陸産貝類が回収

できることが示された。ただ，上高津貝塚の例でも同様であったが（真貝１９９４，黒住１９９４），キセルガイ類成

貝等は出現個体数が少ないため，沈殿部分の検討も必要であろう。今後，フローテーション法を行うことによ

り，抽出の効率化を図ることができよう。

従来陸産貝類の抽出で対象とされていた沈殿部分の１�からの抽出と，今回も用いた黒住（１９９７）のフロー

テーション法との相違を見積もるために，今回は＃４のサンプルをフローテーション法で回収・分離した後，１

�メッシュで篩い，１�以上と未満を比較した。その結果を，表４と図３に示した。１�未満でスジケシガイ

やヒメベッコウ類似属の増加が認められたものの，種組成と生息場所類型組成とも極めて大きな相違は見られ

ないようであった。今回の種組成は関東・南

東北地方と類似したものであり（例えば黒住

１９９４・２００８等），メッシュサイズの影響はそ

れ程大きなものではないのかもしれない。た

だ，同様なフローテーション法で回収したサ

ンプルの異なるメッシュサイズでの分離を沖

縄島の遺跡で行った例では，サイズごとにか

なり異なった結果が得られており（黒住

２００７），メッシュサイズの影響は画一的なも

のではないと考えられる。図５．大谷貝塚におけるシオフキの弾帯受幅と殻長の関係
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はじめに

大谷貝塚は，茨城県美浦村，霞ヶ浦南岸に位置する縄文時代前期から中期の遺跡である。当貝塚では２００６年

度に行われた財団法人茨城県教育財団による発掘調査において，縄文時代前期から中期にわたって堆積した大

規模な貝層が検出され，筆者は貝層のサンプルを採取・分析する機会を得た。ここでは，その貝層サンプルか

ら検出された動物遺体（貝類遺体および脊椎動物遺体＝骨類）の分析結果を報告する。

なお調査・分析に際しては，駒澤悦郎氏をはじめ財団法人茨城県教育財団の方々，美浦村教育委員会の中村

哲也氏，千葉県立中央博物館の黒住耐二氏，国立歴史民俗博物館の西本豊弘氏より多大なるご助力・ご教示を

賜った。阿部きよ子氏，島田裕子氏，大津則子氏には骨類の拾い出しにご協力いただいた。報告に先立ち，厚

く御礼申し上げる。

１．分析試料

ここで報告する貝層サンプルは，２００７年１月２６日と２月２１日に MOK－１８－KB２ｂ４グリッドから採取した

ものである。サンプル採取地点の層準と考古年代およびサンプル内容物の概要を表１に示した。

採集地点の層序は，下部から３３５層（少量の貝を含む土層：縄文前期中葉，植房式期），３１３層（混土貝層：

植房式期），３１４層（微量の貝を含む土層＝前／中期貝層の間層：縄文中期後葉，中峠式期～加曽利ＥＩ古式

期），３８０層（混貝土層：縄文中期後葉，加曽利Ｅ�式期），３０８層（少量の貝を含む土層：加曽利Ｅ�式期），３０５

層（純貝層：加曽利Ｅ�式期）である（考古年代は駒澤悦郎氏のご教示による）。

貝層サンプルは平面積４０�×４０�の柱状サンプルとし，これを堆積層序に沿って区分して採取した（ただし

同一の堆積単位が厚い場合は便宜的に区分した）。採取した各サンプルは，乾燥重量を計量した後，５�，２�５

�，１�のフルイを用いて水洗し，水洗後の残留物についても乾燥重量を計量した。

これらのサンプルの中から，層序・年代および内容物を考慮して，代表的と思われる９サンプル（�４，�

８，�１０，�１２，�１６，�１８，�２２，�２６，�３０）を抜粋し（表１），回収された動物遺体を分析した。貝類

遺体については５�メッシュ上で回収された資料（以下「５�資料」）のみ，脊椎動物遺体（骨類）は全ての

メッシュ上から回収された資料を分析対象とした。貝層サンプルの水洗作業および水洗後資料からの動物遺体

の抽出作業は美浦村教育委員会の中村哲也氏に依頼し，同氏の指導のもとに行われた。

２．分析方法

貝類遺体については，中村哲也氏に予備的な同定を依頼し，筆者が結果を確認した。二枚貝は殻頂，巻貝は

殻口を残す資料を同定対象とした。今回は詳細な計測はできなかったが，優占種であるハマグリ・チョウセン

ハマグリ・アサリ・オキシジミ・シオフキ・サルボオ・マガキについては，主体となるサイズを記録した。

脊椎動物遺体のうち魚類遺体については，主上顎骨，前上顎骨，歯骨，角骨，方骨，主鰓蓋骨，椎骨の全資

料およびその他同定可能な資料を同定対象資料とした。両生類・爬虫類・哺乳類では部位の判定可能な資料を

同定対象資料とした。同定方法は，現生標本との比較によって行った。同定に用いた比較参照標本としては，

筆者の所蔵標本のほか，西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館）の所蔵標本も参照させていただいた。２�５�・１

�資料の観察は実体顕微鏡下で行った。魚骨については，貝層サンプル水洗前後の重量差を土壌重量とみなし，

大谷貝塚の貝層サンプルから得られた動物遺体

樋泉 岳二（早稲田大学）
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土壌１�あたりの魚骨検出数（同定対象部位のみ）を求めて「包含密度」とした。

３．分析結果

� 貝類遺体

同定結果の一覧を表３，量的な組成の変遷を図１に示した。同定された分類群数は，腹足綱（巻貝）１２，二

枚貝綱１５，計２７である（表２）。以下に貝類の組成・サイズの変遷を記載する。なお貝類遺体については，筆

者の採取したサンプルの隣接地点で黒住耐二氏が採取したサンプルに関する詳細な報告（本報告書）があるの

で参照されたい。

縄文前期（植房式期）：試料�３０～�１８

縄文前期層準下部（３３５層）の試料�３０ではハマグリ・チョウセンハマグリ・アサリが組成の大半を占める。

カガミガイ・オキシジミもやや多い。前期層準上部（３１３層）の試料�２６～�２２ではハマグリ・チョウセンハ

マグリが急減し，アサリが圧倒的多数を占めるようになる。また前期層準では，少数ではあるがハイガイ・フ

トヘナタリがみられる点も特徴である（表３）。試料�１８は縄文前期（３１３層）と中期（３１４層）の境界層準の

試料だが，組成は３１３層上層（試料�２２）とほぼ同様であり，貝殻は前期貝層に由来するものと推定される。

優占種の中心的なサイズを表４に示した。ハマグリは殻長２�５～５�前後の小型～中型の個体が大半を占め

図１．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）出土貝類の組成変遷
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る。チョウセンハマグリは殻長３～４�程度の小型個体が主体だが，最下層（試料�２６・３０）では殻長７～８

�の大型個体もみられた。アサリは殻長２～３�前後の小型の個体が主体をなすが，大きさにはかなりのばら

つきがあり，数は少ないが４�を超える大きなものや１�程度のごく小さいものもみられた。オキシジミは殻

長３～３�５�前後，シオフキは殻長３�５～４�前後である。

縄文中期（中峠式～加曽利Ｅ�式～加曽利Ｅ�式期）：試料�１６～�４

縄文中期層準下部（３１４層：中峠式～加曽利Ｅ�式）の試料�１６では，アサリが主体を占め，ハマグリ・チ

ョウセンハマグリが多い点は前期層準と共通する。一方で，シオフキ・サルボオ・マガキが普通である点は，

以下に述べる中・上部（３８０層～３０５層）と類似する。本層準の年代は中峠式～加曽利Ｅ�式と推定されている

が，上記の点および本層が間層（土層）であることからみて，少なくとも貝類の多くについては，この時期に

採集されたものというよりは，上下の層から混入したもの（前期の貝を主体として，中期のものが混在）であ

る可能性が高いと推定される。

縄文中期層準中部～上部（３８０層～３０５層：加曽利Ｅ�式期）の試料�１２～�４では組成が一変する。すなわ

ち，アサリが激減する一方で，ハマグリとシオフキが卓越するようになる。ウミニナまたはホソウミニナ（ウ

ミニナが多い）・マガキ・オキシジミ・サルボオも増加する。ただし，最上部（３０５層：試料�８～�４）では

マガキは減少し，少数ながらオオノガイがみられるようになる。

上記以外に縄文中期層準では，少数ではあるが，スガイ，ヘナタリ，カワアイ，アカニシ，イボニシ，アラ

ムシロ，ナミマガシワ，ヤマトシジミがみられる点も特徴である（表３）。

優占種のサイズ（表４）を見ると，ハマグリは縄文前期と同様に殻長２�５～５�前後の小型～中型の個体が

多いが，２�前後のきわめて小型の個体も多く見られた。アサリは１�５～２�５�前後のきわめて小型の個体が多

く，ハマグリと同様に縄文前期に比べて小型個体が増加する傾向にあるらしい。一方，オキシジミ・シオフキ

は殻長３～４�前後，サルボオは殻長３�５～４�５�前後の比較的大型の個体が主体をなしており，ハマグリ・ア

表２．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）から検出された動物遺体種名一覧

軟体動物門 Mollusca

腹足綱 Gastropoda

スガイ Turbo (Lunella) cornatus creensis
イシマキガイ Clithon retropicta
ウミニナ Batillaria multiformis
ホソウミニナ B. cumingii
イボウミニナ B. zonalis
フトヘナタリ Cerithidea (Cerithidea) rhizophorarum
ヘナタリ C. (Cerithideopsilla) cingulata
カワアイ C. (C.) djadjariensis
イボニシ Thais (Reishia) clavigera
アカニシ Rapana venosa
アラムシロ Niotha livescens
ムシロガイ Reticunassa festiva

二枚貝綱 Bivalvia

サルボオ S. kagoshimensis
ハイガイ Tegillarca granosa
ナミマガシワ Anomia chinensis
マガキ Crassostrea gigas
バカガイ Mactra chinensis
シオフキ M. veneriformis
イチョウシラトリ Pistris capsoides
マテガイ Solen strictus
ヤマトシジミ Corbicula japonica
カガミガイ Phacosoma japonicum
アサリ Ruditapes philippinarum
ハマグリ Meretrix lusoria
チョウセンハマグリ M. lamarckii
オキシジミ Cyclina sinensis

オオノガイ Mya (Arenomya) arenaria oonogai
脊椎動物門 Vertebrata

軟骨魚綱（板鰓亜綱） Chondrichthyes (Elasmobranchii)

アカエイ科 Dasyatididae

硬骨魚綱（真骨亜綱） Osteichthyes (Teleostei)

マイワシ Sardinops melanostictus
コノシロ Konosirus punctatus
ウナギ属 Anguilla sp.
サヨリ属 Hyporhamphus sp.
ボラ科 Mugilidae
スズキ Lateolabrax japonicus
キス属 Sillago sp.
ブリ属？ Seriola sp. ?
アジ科（マアジ？） Carangidae (cf. Trachurus japonicus)

クロダイ属 Acanthopagrus sp.
サバ属 Scomber sp.
ハゼ科 Gobiidae
ギンポ類 cf . Enedrias nebulosa
コチ科 Platycephalidae

ヒラメ科 Paralichthyidae

カレイ科 Pleuronectidae

両生綱 Amphibia

カエル類 Salientia

爬虫綱 Reptilia

ヘビ類 Ophidia

哺乳綱 Ma�alia

モグラ科 Talpidae

ハタネズミ亜科 Microtinae

ネズミ亜科 Murinae

（右段に続く）
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表３．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）出土貝類の同定結果．重量はg．

表４．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）における主要貝種の主体となる大きさ（�）．

試料�

腹足綱（巻貝類） 二枚貝綱

スガイ イシマキ
ガイ

ウミニナ
orホソ
ウミニナ

イボウミ
ニナ

ウミニナ
属

ヘナ
タリ

カワ
アイ

フト
ヘナタリ

アカ
ニシ

イボ
ニシ

ムシロ
ガイ

アラ
ムシロ

キセル
ガイ科 小計

ハイガイ サルボオ ナミマ
ガシワ

マガキ シオフキ

殻 蓋 Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ

４
個数 １ １ １ ３９ ３ １ １ １ ３ １ ４ ２ ５８ ５０ ４０ ３ ６ ４ １９９ １６５
重量 ２ １ １ ３１ ２ １ １ １８ ４ １ １ １ ６４ ３００ ２２０ ４ ３ ５ ３２５ ２７０

８
個数 １１ ２０ ２ ２ １ １ １ ２ １ １ ４２ １１ ７ ３ ２３ １８ ２７２ ２２４
重量 １２ １５ １ １ １ １ １０６ ４ １ １ １４３ ８２ ４３ ９ ６ ２０ ３７７ ３２５

１０
個数 ５８ ４ ５ ２ １ １ １ ５ ７７ ２ ５ ７４ ５７ ８５ ７３
重量 ４２ ２ ２ １ １ １ １ １ ５１ ８ １３ １０４ ３９ １０３ ６７

１２
個数 １ ３９ ５ ０ ３ ２ ３ ４ ５７ １９ ２３ ３ ６５ ４９ １５０ １４７
重量 １ ３２ ３ １ ２ １ １ ４１ １７３ ２０７ ７ ９７ ４２ １８５ １７９

１６
個数 ０ １ １ ２ ３
重量 ０ １１ １ １ ４

１８
個数 ０ １
重量 ０ １

２２
個数 １ １ １ ３ ３ ４
重量 １ １ １ ３ ８ １０

２６
個数 ５ ２ ７ ２ ６ ４ ３
重量 ２ １ ３ ４ ５ ３ ６

３０
個数 ０ １ １ １ １ １
重量 ０ １ ３ １ １ ２

計
個数 １３ １ １ １６１ １４ ８ ６ ５ ３ ２ ６ ２ １０ １２ ２４４ ４ １ ８３ ７０ １４ １７５ １３４ ７１５ ６１６
重量 １５ １ １ １２２ ８ ４ ３ ５ ２ １２４ ９ ２ ５ ４ ３０５ ６ ３ ５７４ ４７０ ３３ ２１６ １１１ １００７ ８５５

試料�

二枚貝綱 合計

バカガイ イチョウ
シラトリ マテガイ ウネナシ

トマヤガイ
ヤマト
シジミ ハマグリ チョウセン

ハマグリ オキシジミ アサリ カガミガイ オオノガイ 小計

Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ

４
個数 １ １ １ １ １ ３０５ ３１２ ３０ ２８ ３０ ３８ １ ２ １１ ４ １２３３ １２９１
重量 ２ １ １ １ １ ５３０ ５３３ ７２ ７７ ８ １１ １８ １１ ７ ４ ２４０４ ２４６８

８
個数 １ １８５ １７８ ５５ ６４ ９ ６ １ ２ ８ ９ １０７６ １１１８
重量 ２ ３９４ ３９９ １９２ ２２８ ４ ８ ３ １２ ７ ６ ２１１７ ２２６０

１０
個数 １ １０６ ９７ ５９ ３０ ９ ８ １ ６０７ ６８４
重量 ３ １７３ １８８ １１８ ６４ ９ ６ １４ ９０９ ９６０

１２
個数 １２６ １４０ ５４ ５４ ２０ １４ ８６４ ９２１
重量 ３１４ ４２１ １６３ １６３ ７ ５ １９６３ ２００４

１６
個数 ５ ４ ２ ２ １ １８ １７ ５６ ５６
重量 ５ ３ ５ ２ ３ ９ ８ ５２ ５２

１８
個数 １７ １３ ５ ８ ２ １１８ １０９ ２７３ ２７３
重量 ３２ ２０ ８ ７ ２ ６７ ６９ ２０６ ２０６

２２
個数 １ ２１ ２３ １１ ８ １ ４３２ ３９１ ８９５ ８９８
重量 １ ４４ ６１ １７ １９ １ ３５７ ３１０ ８２８ ８３１

２６
個数 ２ １ １９６ ２１８ １３ １３ ２ １ ３３７ ３４３ ２ １ １１４４ １１５１
重量 ３ １ ４４１ ３８６ ２２ ７３ ４ ４ ３０８ ３１３ １２ １１ １５９６ １５９９

３０
個数 ３９ ４９ ３０ １５ ２ ３ ３４ ３４ ２ ４ ２１７ ２１７
重量 ４３ １１７ ８２ ４０ １ ６ ２３ ２６ ２７ ３０ ４０３ ４０３

計 個数 ４ ２ ０ １ ０ １ １ ０ １ １ １０００１０３４ ６１ ４６ ２０４ １８２１００７ ９６０ ７ ９ １９ １３ ６３６５ ６６０９
重量 ８ ３ ０ １ ０ １ １ ０ １ １ １９７６２１２８ １３４ １４１ ５５４ ５４４ ７９２ ７５６ ７４ ６４ １４ １０１０４７８１０７８３

種類 計測位置 �４ �８ �１０ �１２ �１６ �１８ �２２ �２６ �３０

ハマグリ 殻長 ２�０～５�０ ２�０～５�０ ２�０～５�０ ２�５～５�０ ２�５～３�５
（少数） ２�５～５�０ ２�５～５�０ ２�５～５�０ ２�５～５�０

チョウセンハマグリ 殻長 － － － － － ３�０～５�０？ ３�０～３�５ ２�５～４�０
＋８�０ ３�５～７�０

アサリ 殻長 １�５～２�５ １�５～２�５ ２�５～３�０
（少数） １�５～２�５ １�５～２�５ １�５～３�０ ２�０～３�０ ２�０～３�０ ２�０～３�０

オキシジミ 殻長 ３�０～４�０ ３�０～４�０ ３�０～４�０ ３�０～４�０ ３�３（１点） ２�７（１点） ２�７（１点） ３�０～３�５ ３�７（１点）

シオフキ 殻長 ３�０～４�０ ３�０～４�０ ３�０～４�０ ３�０～４�５ ３�２（１点） － ３�５～４�０ ３�０～４�０ －

サルボオ 殻長 ３�５～４�５ ３�５～４�５ 約３�５ ３�５～４�５ ４�８（１点） － － － －

マガキ（左殻） 殻高 ２�５～３�５ ２�５～４�０ ２�５～３�５ ２�５～３�５ － － － 約２�０ －
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サリとは傾向が異なる。マガキは殻高２�５～３�５�前後の小型個体が主体である。

� 魚類遺体

同定結果の一覧を表５・６に示した。大半は２�５�メッシュおよび１�メッシュからの回収資料で，５�メ

ッシュからの回収資料はごく少ない。同定された標本数（NISP．表７）の合計は６８８点，特定できた分類群数

は板鰓類（エイ・サメ類）１，真骨類１６である（表２）。他に詳細な分類群を未特定の資料が若干ある。以下

に魚骨の包含密度と組成の変遷を記載する。

縄文前期（植房式期）：試料�３０～�１８

魚骨の包含密度（土壌１�あたりの同定対象魚骨数）をみると，下部（３３５層）の試料�３０では１２�６と少な

いが，上部（３１３層）の試料�２６・�２２では６１�２～９７�５と急増する（表７）。組成（図２）をみると，ニシン科

（種を同定できた資料はマイワシが大半を占めるが，少数ながらコノシロも見られる）が８０％前後と圧倒的に

優占し，スズキが５～１８％でこれに次ぐ。ほかにサバ属・キス属・板鰓類（歯でアカエイ科が確認されている）

も普通である。なお，試料�３０の「真骨類（未同定）Ａ」とした歯は，確実ではないがサワラ属のものである

可能性が高い。

縄文前期（３１３層）と中期（３１４層）の境界に位置する試料�１８でも魚骨の包含密度は５２�５と高く（表７），

組成も３１３層上層（試料�２２・２６）とほぼ同様であり（図２），貝と同様に，魚骨についても前期層準に由来す

るものである可能性が高い。

縄文中期（中峠式～加曽利Ｅ�式～加曽利Ｅ�式期）：試料�１６～�４

下部（３１４層：中峠式～加曽利Ｅ�式）の試料�１６では，魚骨の包含密度が２８�９と急減する（表７）。組成は

基本的に前期層準と同様だが，ウナギ属・ボラ科がみられる点は，以下に述べる上部層（３０８層～３０５層）と類

似する（図２）。このことから魚骨についても，貝類と同様に，この時期に採集されたものというよりは，上

下の層から混入したもの（前期のものを主体として，中期のものが混在）である可能性が高いと推定される。

中部（３８０層～３０８層：加曽利Ｅ�式期）の試料�１２・�１０では，魚骨の包含密度は１４�８～１６�０とさらに低下

する。組成（図２）はニシン科（種を同定できた資料はマイワシのみ）が引き続き圧倒的に優占するが，その

比率は６０％前後に低下する。板鰓類・サバ属は消滅し，替わってウナギ属・ボラ科・ハゼ科が増加する。

上部（３０５層：加曽利Ｅ�式期）の試料�８・�４では，魚骨の包含密度は３７�８～３２�３とやや増加するが，

前期に比べるとはるかに低い。組成（図２）は，ウナギ属がさらに増加して２割前後を占めるようになり，ギ

ンポ類が出現する。いっぽう，ボラ科・スズキ・キス属はほぼ消滅する。

以上の他に中期層準では，少数ながらアジ科（おそらくマアジ）・カレイ科がみられる点も特徴である。

� 両生類・爬虫類・哺乳類

両生類では試料�１８から小型のカエル類４点が，爬虫類では試料�１６・�１０からヘビ類の椎骨各１点が検出

された（表５・表６）。いずれも少数であり，自然の遺骸と推定される。鳥類は確認されなかった。

哺乳類ではモグラ科，ネズミ科（ハタネズミ亜科・ネズミ亜科），イノシシまたはシカが同定されたほか，

種同定未了の小型哺乳類が若干みられた（表５・表６）。モグラ科は試料�１６から下顎骨１点が検出された。

ネズミ科は，試料�１８・�１６・�１０から検出された。とくに試料�１６からは歯多数（臼歯はすべてハタネズミ

亜科）と大腿骨がまとまって採集されている。その大半は同一個体のものと推定されるが，上顎切歯数から最

小個体数は２個体である。ほかに，試料�１８から臼歯３点（ハタネズミ亜科２点，ネズミ亜科１点），試料�

１０から下顎切歯１点が検出された。モグラ科・ネズミ科はいずれも自然の遺骸の可能性が高いが，試料�１６の
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ネズミ科は人為的に廃棄された可能性もある。以上のほかに，試料�１８からイノシシまたはシカの上腕骨骨幹

破片１点，試料�１０・�１６から種同定未了の小型哺乳類の遊離歯が若干検出された。

４．考察

先述の通り，貝類遺体については黒住耐二氏による詳細な考察がなされているので，ここではおもに魚類遺

体に基づいて，遺跡周辺の水域古環境および魚類資源利用の様相について考察する。

表５．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）５�メッシュ試料から検出された骨類の同定結果．

試料� メッシュ 種類 部位 位置 左右 数 備考

４ ５ カレイ科 尾椎 １

８ ５ カレイ科 尾椎 １

１０ ５ ヘビ類 椎骨 １

１６ ５ ヘビ類 椎骨 １

１８ ５ スズキ 主鰓蓋骨 関節部 Ｒ １ 若魚

１８ ５ イノシシ／シカ 上腕骨 骨幹破片 １

３０ ５ ヒラメ科 腹椎 １ 若魚

図２．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）出土魚類の組成．５�・２．５�・１�資料の合計によるNISP 比．
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ａ．周辺の同時代遺跡との比較

今回得られた魚類遺体の内容を，周辺の縄文前・中期遺跡で，水洗選別採集された魚類遺体が報告されてい

る事例として，美浦村陸平貝塚（Ａ貝塚１９９７年調査資料。阿玉台�ｂ～�式期），麻生町於下貝塚（阿玉台式

期～称名寺式期）のデータ（樋泉２００４，加藤ほか編１９９２）と比較した。比較した項目は，魚骨の包含密度，５

�・２�５�・１�の各メッシュから検出された魚骨の量的比率，種類組成の３点である。魚骨の包含密度とメ

ッシュ別の検出量の比率については，比較可能なデータのある陸平貝塚のみを比較対象とした。なお，大谷貝

塚（中期）とほぼ同時期の陸平貝塚Ｇ貝塚（加曽利Ｅ式期）についても魚骨の概要（中村２００８）が示されてい

るが，詳細が未報告のため，以下では補足的に言及するにとどめた。

魚骨の包含密度

陸平貝塚では水洗後のサンプル重量のデータがないので，水洗前の体積・乾燥重量をもとに，サンプル体積

１０００�および重量１�あたりの魚骨検出数（同定対象部位のみ）を求め，大谷貝塚と比較した。当貝塚につい

ては，試料�１８・�１６は縄文前期と中期の骨が混在している可能性があるので，年代が確実な試料として，前

期（植房式期）は試料�３０～２２，中期（加曽利Ｅ�式期）は試料�１２～４のデータを用いた。

結果をみると，貝層サンプル１０００�あたりの魚骨数は当貝塚の縄文前期が１３�０，同中期が４�２，陸平が４�７，

サンプル１�あたりの魚骨数は当貝塚の前期が２１�６，同中期が７�６，陸平が６�８（陸平Ｇ貝塚では７�０）となっ

た。当貝塚の中期と陸平貝塚の値はほぼ等しく，当貝塚の前期の値はこれらの３倍前後とかなり高い。両貝塚

では貝層の堆積状況や分析したサンプル量の違いもあるので単純には解釈できないが，縄文中期の当貝塚と陸

平では魚の消費量に著しい格差はなかったとみてよいだろう。また前期より包含密度が低下する点については，

魚の消費量が減少した可能性に加え，貝類の消費量が相対的に増加したためである可能性も考えられる。

メッシュ別の魚骨検出量

５�・２�５�・１�の各メッシュから検出された魚骨の量的比率は貝塚の縄文前期が０�４：２２：７８，中期が

１�４：２２：７７，陸平が５�５：２３：７１となった。いずれも１�メッシュと２�５�メッシュの検出資料が大半を占め，

とくに１�メッシュからの検出数が多い点で共通する。このことから，本地域における縄文前・中期には，こ

うした小型魚類が漁獲物の主力であったと推定される。ただし，陸平貝塚では５�メッシュからの検出量がや

や多く，当貝塚よりも大型魚（クロダイ属・ボラ科・ヒラメ科・コチ科など）の利用が活発であった可能性が

ある。ただし，この点については当貝塚のサンプル量が少ないこともあり即断はできない。今後，現地採集資

料の分析結果も考慮した上で改めて検討する必要がある。

魚類組成

当貝塚と陸平・於下両貝塚の魚骨組成の比較を表８に示す。なお，陸平・於下貝塚のデータは現地採集資料

（発掘時に目視で確認され，手で拾い上げられたもの）も考慮されたものだが，表に示した当貝塚のデータは

ここで報告した水洗選別資料のみに基づくものであり，現地採集資料に多くみられる比較的大型の魚（マダイ・

クロダイ属・ボラ科など）については現地採集資料の内容を確認したうえで，改めて多寡を検討する必要があ

る（このため表８の当貝塚欄では，これらの魚は（ ）を付けて表示してある）。したがって，ここではおも

に水洗選別によって採集される比較的小型の魚類に関してのみ比較を行うこととする。

縄文前期については，当貝塚以外に水洗選別データがないため，当貝塚の特徴については言及できない。縄

文中期に関しても当貝塚（加曾利Ｅ�式期）と同時期の資料はないが，近接する時期として陸平貝塚から阿玉

台�ｂ～�式期，於下貝塚から阿玉台式期および加曽利Ｅ�～�式期のデータが得られている。これらを比較

すると，各貝塚ともニシン科・ウナギ属・サヨリ属・ボラ科・スズキ・アジ類・ハゼ科・カレイ科といった主
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表６．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）２�５�・１�メッシュから回収された骨類の同定結果．
左右のある部位はＬ／Ｒで示した．

種類 部位
�４ �８ �１０ �１２ �１６

２�５� １� ２�５� １� ２�５� １� ２�５� １� ２�５� １�
アカエイ科 歯

エイ目 椎骨 １
板鰓類 椎骨 １ １

マイワシ 主上顎骨 １ ／ １ ／ １
マイワシ 角骨 ／ １ ／ １
マイワシ 方骨 ／ ２
マイワシ 主鰓蓋骨
マイワシ 基後頭骨 １ ３
マイワシ 第１椎骨 １ １
マイワシ 第２椎骨 １

コノシロ？ 基後頭骨
コノシロ 第１椎骨
ニシン科 第１椎骨
ニシン科 第１／２椎骨
ニシン科 腹椎 ４ １ ６ ６ １ ３ ３３
ニシン科 尾椎 １ １４ ２ １５ ２ ５ １０ ３１
ニシン科 尾部棒状骨 １
ウナギ属 角骨 １ ／
ウナギ属 方骨 １ ／
ウナギ属 第１椎骨 １
ウナギ属 腹椎 １ ４
ウナギ属 尾椎 ２ ５ ２ １ １
サヨリ属 第１椎骨 １
サヨリ属 腹椎 １ １ １
サヨリ属 尾椎
ボラ科 方骨
ボラ科 腹椎 ３ １
ボラ科 尾椎 １ １
スズキ 主鰓蓋骨 １ ／

スズキ属 主上顎骨 １ ／
スズキ属 前上顎骨
スズキ属 歯骨
スズキ属 角骨
スズキ属 方骨 ／ １ ／ １
スズキ属 前鰓蓋骨破片
スズキ属 擬鎖骨 １
スズキ属 第１椎骨
スズキ属 腹椎 １ １ ７
スズキ属 尾椎 １ １ １ １
キス属 主上顎骨
キス属 前上顎骨
キス属 方骨 ／ １
キス属 腹椎 １ １
キス属 尾椎 １ １ ２

アジ類（マアジ？） 腹椎 １
アジ類（マアジ？） 尾椎 １
アジ類（マアジ？） 稜鱗 １

ブリ属？ 尾椎 １
クロダイ属 歯骨 ／ １

タイ科 犬歯 １
タイ科 臼歯 １ １ １ ４ ２ １ ３ ３

タイ科？ 腹椎 １
サバ属 歯骨
サバ属 第１椎骨
サバ属 腹椎
サバ属 尾椎 １
ハゼ科 前上顎骨 ／ １
ハゼ科 方骨 １ ／
ハゼ科 尾椎 １ １ ２

ギンポ類 尾椎 １ １
コチ科 歯骨 １ ／

イシガレイ 楯鱗 １
カレイ科 前上顎骨 ／ １

真骨類（未同定）Ａ 歯
真骨類（保留） 角骨 ／ １

真骨類（同定不可） 椎骨 ３ １ ３ １ ５ ４ ７
真骨類（同定不可） 尾部棒状骨

カエル類 橈尺骨
カエル類 椎骨
モグラ科 下顎骨 １ ／

ハタネズミ亜科 臼歯 １３
ネズミ亜科 臼歯
ネズミ科 上顎切歯 １ ２
ネズミ科 下顎切歯 １ １ １
ネズミ科 大腿骨 １ ／ １
食肉目 切歯 １

小型哺乳類・保留 犬歯 １
小型哺乳類・保留 臼歯 １

８ ３４ ８ ２６ １１ ２９ ８ ３１ ２７ １０９
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表６．大谷貝塚貝層柱状サンプル（樋泉採取）２�５�・１�メッシュから回収された骨類の同定結果（つづき）．
左右のある部位はＬ／Ｒで示した．

種類 部位
�１８ �２２ �２６ �３０

２�５� １� ２�５� １� ２�５� １� ２�５� １�
アカエイ科 歯 ２

エイ目 椎骨
板鰓類 椎骨 １ ３ １ １

マイワシ 主上顎骨 ／ １ １ ／ ７ ／ ４ １ ／
マイワシ 角骨 １ ／ １ １ １ ／
マイワシ 方骨 ／ ２ ２ ／ １ １ ／ １
マイワシ 主鰓蓋骨 １ ／ １ ／
マイワシ 基後頭骨 ２ １ ６ １
マイワシ 第１椎骨 ６ ４ １
マイワシ 第２椎骨 １０ １ １ ４

コノシロ？ 基後頭骨 １
コノシロ 第１椎骨 １
ニシン科 第１椎骨 １
ニシン科 第１／２椎骨 ２
ニシン科 腹椎 ３ ３８ ２ ４０ １４
ニシン科 尾椎 ３ ７７ １７ ６ ４５ ５ １２
ニシン科 尾部棒状骨 ２ １
ウナギ属 角骨
ウナギ属 方骨
ウナギ属 第１椎骨
ウナギ属 腹椎
ウナギ属 尾椎
サヨリ属 第１椎骨
サヨリ属 腹椎 １ １
サヨリ属 尾椎 １
ボラ科 方骨 ／ １
ボラ科 腹椎
ボラ科 尾椎 １ １
スズキ 主鰓蓋骨

スズキ属 主上顎骨 ／ １ ／ １
スズキ属 前上顎骨 １ ／ １ ／
スズキ属 歯骨 １ ／ １
スズキ属 角骨 ／ １
スズキ属 方骨 １ ／ ２ １ ／
スズキ属 前鰓蓋骨破片 １
スズキ属 擬鎖骨
スズキ属 第１椎骨 １ １
スズキ属 腹椎 ３ １ １ １ ２
スズキ属 尾椎 １ ３ １ １ ４ １
キス属 主上顎骨 １ ／
キス属 前上顎骨 １ ／
キス属 方骨
キス属 腹椎 ３ １ １ ２ １
キス属 尾椎 ３ １ １

アジ類（マアジ？） 腹椎
アジ類（マアジ？） 尾椎
アジ類（マアジ？） 稜鱗

ブリ属？ 尾椎
クロダイ属 歯骨

タイ科 犬歯 ２ １
タイ科 臼歯 １ ２ ５ ２ ９

タイ科？ 腹椎
サバ属 歯骨 ／ １
サバ属 第１椎骨 １
サバ属 腹椎 ２ １ ２
サバ属 尾椎 １ １ ５
ハゼ科 前上顎骨
ハゼ科 方骨
ハゼ科 尾椎 １ １

ギンポ類 尾椎
コチ科 歯骨

イシガレイ 楯鱗
カレイ科 前上顎骨

真骨類（未同定）Ａ 歯 ２
真骨類（保留） 角骨

真骨類（同定不可） 椎骨 ３ １０ １ １ １ ３ １ ６
真骨類（同定不可） 尾部棒状骨 １

カエル類 橈尺骨 １
カエル類 椎骨 ２ １
モグラ科 下顎骨

ハタネズミ亜科 臼歯 ２
ネズミ亜科 臼歯 １
ネズミ科 上顎切歯
ネズミ科 下顎切歯
ネズミ科 大腿骨
食肉目 切歯

小型哺乳類・保留 犬歯
小型哺乳類・保留 臼歯 １

２６ １７７ １１ ２８ ２６ １３２ ２０ ５１
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要種はほぼ共通している。当貝塚では種数がやや少ないが，これは分析したサンプル量が少ないこと，また現

地採集の大型魚骨が考慮されていないことが主な原因と推測される。

いっぽう量的な組成をみると，当貝塚は前期，中期ともにニシン科（マイワシ）が圧倒的に多い点で陸平・

於下とは明確に異なる。当貝塚ではボラ科・スズキ・クロダイ属が少ないが，これは上記の通り，主に現地採

集資料が考慮されていないためと思われる。ウナギ属がやや多い点はすべての貝塚で共通している。なお，陸

平Ｇ貝塚（加曽利Ｅ式期）の２�５�・１�資料ではニシン科が約５割，ウナギ属が約２割で，ハゼ科がこれに

次ぐ。これは当貝塚（とくに３０５層）と比較的類似したパターンといえる。

ｂ．魚類遺体から推定される大谷遺跡周辺の縄文前期から中期の水域古環境

主要魚類の生息環境を表８に示した。組成の主体をなすマイワシは外海沿岸性の表層回遊魚だが，内湾にも

多く来遊する。アジ類・サバ属も基本的に同様である。キス属・カレイ科は外海～内湾の沿岸浅海の砂泥底を

表８．大谷貝塚と周辺遺跡の魚骨組成の比較
水洗選別による魚骨採集が行われている遺跡のみ示した． ＋＋＋：最多，＋＋：多い，＋：あり，－：なし．
大谷貝塚において（ ）で示したものについては，現地採集の大型魚骨資料のデータを踏まえた上でさらに検討を要する．

生息環境 分類群

大谷
（美浦）

陸平
（美浦）

於下
（麻生）

大谷
（美浦）

於下
（麻生）

於下
（麻生）

植房 阿玉台
�ｂ－� 阿玉台 加曾利Ｅ� 加曽利Ｅ

�－�
加Ｅ�－
称名寺

外洋
沿岸性

岩礁
コショウダイ属 （－） ＋ － （－） ＋ －

オニオコゼ科？ － ＋ － － － ＋

マダイ （－） ＋ ＋＋ （－） ＋ ＋

カワハギ類 － － － － ＋ ＋

外洋�内湾
回遊性

サメ類 （－） ＋ － （－） － －

ニシン科 ＋＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋ ＋

カタクチイワシ － ＋ － － － －

ダツ科 － ＋ ＋ － ＋ ＋

サヨリ属 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ブリ属 － ＋ － － － －

アジ類 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

サワラ属 （＋？） ＋ － （－） － －

サバ属 ＋ － ＋ － ＋ ＋

外洋～
内湾

沿岸性

岩礁
ウミタナゴ科 － ＋ － － － －

フサカサゴ科 （－） ＋ － （－） ＋ －

砂泥底

エイ類 ＋ ＋ ＋ － ＋＋ ＋

キス属 ＋ ＋ － ＋ － －

コチ科 （－） ＋＋ ＋＋ （－） ＋＋ ＋＋

ヒラメ科 （＋） ＋＋ － （－） ＋ ＋

カレイ科 － ＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋

アナゴ属 － － － － ＋ ＋

フグ科 （－） ＋ ＋＋ （－） ＋ ＋

内湾�汽水

シログチ － ＋ － － － －

スズキ （＋＋） ＋＋ ＋＋ （＋） ＋＋ ＋＋

ボラ科 （＋） ＋＋ ＋＋ （＋） ＋ ＋

クロダイ属 （＋） ＋＋ ＋＋＋ （－） ＋＋＋ ＋＋

内湾～淡水 ハゼ科 ＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋

（内湾～）汽水～淡水 ウナギ属 － ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋
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主な生息域とする。スズキ・ボラ科・クロダイ属は内湾に多くみられる魚で，汽水域にも頻繁に進入する。ウ

ナギ属とハゼ科は内湾から淡水域まで広く生息するが，ウナギ属は淡水～汽水域が主な生息域である。

以上を魚骨の組成と照合すると，縄文前期，中期ともに，内湾に進入する回遊魚または内湾域の生息種が魚

類遺体の大半を占めていることがわかる。このことから，当貝塚の周辺水域は縄文前期（植房式期）から中期

（加曾利Ｅ�式期）まで，一貫して内湾環境が卓越していたと推定される。

ただし，縄文中期にはウナギ属の明確な増加が認められることから，この時期には汽水～淡水域がある程度

拡大してきた可能性が考えられる。当貝塚の面する高橋川低地は，近接する陸平貝塚周辺における沖積層の珪

藻分析結果（中村２００８）から類推して，縄文海進最盛期に相当する縄文前期中葉の植房式期には溺れ谷となっ

ていたものと推測されるが，縄文前期末に想定されている海水準低下（小杉１９８９）あるいは砂州による開口部

の封鎖などによって，縄文中期には淡水化がある程度進んでいたのではないかと推定される。これは，これま

でに周辺の縄文前期から中期貝塚の魚貝類遺体から想定されている古環境イメージ（樋泉２００４）と矛盾しない。

なお，当貝塚の貝類では，中期層準においてスガイ・ナミマガシワといった岩礁や転石に付着するものがみ

られた。また陸平貝塚の魚類でも，少数ながら岩礁性種のフサカサゴ科などが確認されている（表８）。これ

に対し，今回の魚骨資料では岩礁性種は確認されていない。これは，先述のとおり分析したサンプル量が少な

いこと，あるいは現地採集の魚骨が考慮されていないことに起因するものとも考えられるが，魚類と貝類とで

漁場構成が異なっていた（岩礁域が魚類の漁場として利用されなかった）可能性もある。

ｃ．魚類資源利用の様相

大谷貝塚における縄文前期から中期の魚類資源利用の様相

今回の資料は，大谷貝塚における植房式期および加曾利Ｅ�式期の魚類資源利用の一端を示すものである。

先述の通り，本報告で記載した資料は限られたサンプルから水洗選別によって得られた小型魚のみであり，大

型魚の利用の様相に関しては今後の課題である。ただし，上記の通り５�メッシュからの魚骨の検出量はごく

少なく，２�５�・１�メッシュからの検出資料が大半を占めていることから，当貝塚では縄文前・中期を通じ

て，こうした小型魚（小型種および大型種の若魚）が漁獲物の主体をなしていたものと推定される。当貝塚の

漁具遺物に関しては現時点では詳しい情報を得ていないが，これらはその体長からみて網（またはトラップ類）

で漁獲された可能性が高い。以下，縄文前期，中期の様相について要約する。

縄文前期：魚骨の包含密度はきわめて高く，動物質食料に占める魚類の比重の高さが示唆される。具体的に

は，検出された魚骨の大半をニシン科が占めており，なおかつマイワシ以外（サッパ・コノシロなど）がほと

んどみられないことから，当時内湾となっていた霞ヶ浦に回遊してくるマイワシの群れを狙った網漁がきわめ

て活発であったと推定される。またスズキの若魚やキス属などを対象とした沿岸浅瀬での漁も比較的盛んであ

ったと思われる。なお，前期にやや多いサバ属（若魚）はマイワシ漁の混獲物である可能性がある。

縄文中期：多数の魚骨が検出されているが，縄文前期に比べるとその包含密度は大幅に低下し，魚類資源の

相対的な比重は低下したと推定される。マイワシの網漁が圧倒的に優勢であり，これにスズキなどの沿岸性小

型魚の漁が加わる点は前期と同様だが，淡水～汽水域におけるウナギ漁が活発化する点が特徴である。

以上をまとめると，当貝塚の小型魚漁は縄文時代前期，中期ともにマイワシ漁を中心とした内湾性魚類の網

漁を主力とする点で一貫した特徴を示すが，縄文中期には遺跡近隣の淡水～汽水域におけるウナギ漁が活発化

したと推定される。とくに注目されるのは，当貝塚の小型魚漁がマイワシ漁に著しく偏向する点で他遺跡には

みられない強い個性を示しており，なおかつ，それが前期，中期のいずれにおいても高い類似性をもって認め

られるという点である。しかし，当貝塚の立地条件が周辺貝塚に比べてとくにマイワシ漁に適しているとは考
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えにくく，一方で，当貝塚において植房式期から加曽利Ｅ式期まで，断絶期を挟みつつマイワシ漁の伝統が継

続していたと解釈するのも無理がある。この点をどう解釈するかは今後の課題だが，当貝塚および陸平貝塚を

はじめとする周辺貝塚群の関係と変遷を解明する上で重要な示唆となるように思われる。

縄文中期における大谷貝塚と陸平貝塚の魚類資源利用の比較

ここでは，縄文中期における当貝塚と陸平貝塚の魚類資源利用について比較検討する。陸平貝塚の様相をみ

ると，魚骨の包含密度は当貝塚の縄文中期層準とほぼ同じである。小型魚類（２�５�・１�メッシュ検出資料）

の内容は，ニシン科（マイワシ・サッパなど），スズキ・ボラ科の若魚，キス属，ハゼ科など，内湾に来遊す

る多様な魚類が主体をなす（表８）。陸平貝塚の小型魚漁はこれら内湾における各種魚類の網漁を主力とし，

さらに遺跡近隣の淡水～汽水域におけるウナギ漁も重要な要素であったと推定される（樋泉２００４）。

これを当貝塚の縄文中期の様相と比較すると，内湾性魚類の網漁を主力としてウナギ漁が加わる点では類似

するが，上記の通り，当貝塚ではマイワシ漁への偏向が著しい点で明らかに様相が異なる。ニシン科の種構成

をみても，陸平貝塚ではマイワシ以外にサッパ・コノシロも普通だが，当貝塚ではほぼマイワシのみであり，

選択性がきわめて強い。詳細を論じる紙数がないが，少なくともこうした違いを当貝塚と陸平貝塚の地理的条

件（周囲の水域環境の違い）によって説明することは難しい。遺跡の機能差を示している可能性もあるが，今

回比較した資料の年代は陸平貝塚が阿玉台�ｂ～�式期，当貝塚が加曾利Ｅ�式期でかなりの時間差があるこ

と，また，すでに触れたように陸平貝塚Ｇ貝塚では，当貝塚と比較的類似した様相がみられることから，縄文

中期内部における時間的な変化も考慮する必要がある。今後，こうした資料の比較研究を進めれば，当貝塚と

陸平貝塚の遺跡間関係について，生業面から具体的にアプローチし得るものと期待される。

引用・参考文献
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谷を埋めつくす貝層（斜面高所から中腹）

谷を埋めつくす貝層（斜面中腹から低所）

写 真 図 版



大谷貝塚遺跡遠景

大谷貝塚完掘状況

PL１



斜面貝層確認状況

斜面高所の貝層断面

PL２



斜面高所の貝層断面

中央ベルトの貝層断面

PL３



中央ベルトの貝層断面

中央ベルトの貝層断面

PL４



斜面貝層完掘状況

斜面貝層基底部の基本土層

PL５



斜 面 高 所 の
貝 層 掘 削 状 況

斜 面 高 所 の
貝 層 掘 削 状 況

斜 面 中 腹 の
貝層掘削除状況

PL６



貝層断面・KA３ｂ２付近

貝層断面・KA３ｅ１付近

貝層断面・KA３ｄ２付近

PL７



貝層断面・KB２ｂ２付近

貝層断面・KB２ａ２～５付近

貝層断面・KB２ａ５付近

PL８



貝層断面・KB３ｄ４付近

貝層断面・KB３ｂ５付近

貝層断面・KB３ｂ１付近

PL９



貝層断面・KB３ｂ１付近

貝層断面・KB３ａ２付近

貝層断面・KB３ｅ３付近

PL１０



貝層断面・KC２ａ１付近

貝層断面・KC３ａ２付近

貝層断面・KC３ａ３付近

PL１１



貝層断面・KC３ａ５付近

貝層断面・KB３ｅ１付近

貝層断面・KC３付近

PL１２



貝層断面・KC３付近

貝層断面・KB３ｄ１付近

貝層断面・KB３ｄ１付近

PL１３



貝層断面・KB３ｂ１付近

貝層断面・KB３ａ１付近

貝層断面・KB３付近

PL１４



貝層断面・KB３ｄ１付近

貝層断面・KC２付近

貝層断面・KC３付近

PL１５



貝層断面・ＫＣ３付近

貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

PL１６



貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

PL１７



貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

PL１８



貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

PL１９



貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

貝層・遺物出土状況

PL２０



第 ５ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２１



第３７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第 ４ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２２



第 ６ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第１０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１３号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２３



第１４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２５号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２４



第２７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２９号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２５



第 １ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１号住居跡竈
完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２６



第 ２ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２号住居跡竈
完 掘 状 況

第２号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL２７



第１１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第 ３ 号 建 物 跡・
第２２号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２８



第２４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２４号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第３０号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２９



第３０号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第３６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３０



第２８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２８号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 建 物 跡
完 掘 状 況

PL３１



第 ２ 号 建 物 跡
完 掘 状 況

第 ４ 号 建 物 跡
完 掘 状 況

第 ４ 号 建 物 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３２



第５・６号建物跡
完 掘 状 況

第５号建物跡竈
遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 墳
完掘状況（遠景）

PL３３



第 １ 号 墳
完掘状況（近景）

第１号墳第１埋葬施設
粘土塊出土状況

第１号墳第２埋葬施設
粘土塊出土状況

PL３４



第１号墳周溝部
遺 物 出 土 状 況

第１号墳周溝部
遺 物 出 土 状 況

第 ２ 号 周 溝 跡
完 掘 状 況

PL３５



第 １ 号 炉 穴
完 掘 状 況

第 ２ 号 炉 穴
完 掘 状 況

第 １ 号 土 坑
完 掘 状 況

PL３６



第１０・１１号土坑
遺 物 出 土 状 況

第１７・２２号土坑
遺 物 出 土 状 況

第２５・２６号土坑
遺 物 出 土 状 況

PL３７



第 ４４ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ４６ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ７６ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

PL３８



第 ２７１ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ３００ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ３１５ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

PL３９



第 ３９５ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ３９９ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ５３２ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

PL４０



KA３e2－1 KA３e1－35

KA３e2－37 KB２b4－334

斜面貝層出土土器

PL４１



KB３a3－349 KB３a3－348

KB２d5－90 KB３a4－118

斜面貝層出土土器

PL４２



KB３b3－138 KB３b3－137

SK345－576 SK17－532

斜面貝層，第１７・３４５号土坑出土土器

PL４３



KA３e2－2 KA３e1－23

KA３e4－26 KA３e4－27

KB２a3－39 KB２b5－63

斜面貝層出土土器

PL４４



KB２c2－66 KB２a5－329

KB３b2－130 KB２c3－69

KB３a4－127 KB３c2－161

斜面貝層出土土器

PL４５



KB３c3－178 KB３e1－220

KC２a5－242 KC２c3－257

KC３c1－315 SK112－555

斜面貝層，第１１２号土坑出土土器

PL４６



SI1－387 SI36－510

SI1－389 SI36－512

SI39－523 SI27－459

第１・２７・３６・３９号住居跡出土土器

PL４７



SI2－409

SI30－481

SI30－479 SI11－424

第２・１１・３０号住居跡出土土器

PL４８



SI2－392 SI28－466

SI30－471 SI36－504

SI24－451 SI36－508

SI36－509 SI39－521

第２・２４・２８・３０・３６・３９号住居跡出土土器

PL４９



SI7－415 SI28－468

SI30－470 ST5－491

ST1－422 ST2－439

ST4－483 ST5－495

第７・２８・３０号住居跡，第１・２・４・５号建物跡出土土器

PL５０



TP124

TP789 TP68

TP150

41
TP159 TP168

TP205
TP219

TP172

68 TP225 TP254

TP388
TP840TP360

TP600 36 16TP844

斜面貝層出土土器

PL５１



44

120
124

195
200

163

SK25－TP951

SK185－TP985
SK530－TP870

SK59－TP966

SI14－431SI10－627

SI6－412

SI36－513
遺構外－TP120

斜面貝層，第６・１０・１４・３６号住居跡，第２５・５９・１８５・５３０号土坑，遺構外出土土器

PL５２



Q4
Q178

Q2
Q3

Q173

Q58
Q185Q215

Q304
Q303

Q187

Q216
Q155Q168Q125

Q64Q162
Q16 Q167Q82

Q214

Q39
Q7

Q193 Q13Q117 Q163

Q190

Q186

Q213 Q150Q12Q44 Q200Q290

斜面貝層，表土，遺構外出土石器

PL５３



HD－Q211
遺構外－Q292

KB３e3－Q195 KC３c1－Q151

KB305－Q188

KA３e1－Q18 KA２e4－Q5 KB２a5－Q175

KB２c3－Q38 KB２d2－Q45 KB２c3－Q37

KB３b1－Q65 KB３d4－Q100 KB３e5－Q196

SK315－Q265 SK165－Q256 SI14－Q225

斜面貝層，住居跡，土坑，表土，遺構外出土石器

PL５４



SI24－Q227 SK532－Q224 SK44－Q249

遺構外－Q315 遺構外－Q319 遺構外－Q320

SK76－Q252

遺構外－Q311 遺構外－Q318 SI24－Q228

SI24－Q229 SI1－Q222 SI2－Q247 SI24－Q234 SI24－Q231

遺構外－Q336 遺構外－Q338 遺構外－Q339 KB２e2－DP53

KC２c4－DP162 KB３d1－DP97 KB２e2－DP724

斜面貝層，第１・２・２４号住居跡，第４４・７６・５３２号土坑，遺構外出土石器，石製品，土製品

PL５５



SK395－DP1048 SK28－DP1012 SK30－DP1013 SK49－DP1015
SK28－DP1011

SK70－DP1020 SK120－DP1032

SK28－DP1010 SK345－DP1049 SK505－DP1049SK67－DP1019 SK123－DP1033 SK88－DP1026SK120－DP1031
SK2－DP1008

SK222－DP1041 SK256－DP1043SK95－DP1021 SK89－DP1024 SK124－DP1034SK108－DP1030SK50－DP1017

SK100－DP1028SI38－DP1002 SI37－DP1000SK256－DP1044 SI38－DP1003
SK530－DP976 SK50－DP1016

SK87－DP1022 SK45－DP1014SI37－DP999SK87－DP1023 SK205－DP1037SK108－DP1029 SK100－DP1027

SK205－DP1036 SK88－DP1025
SK205－DP1039

SK205－DP1038 SI37－DP998SI41－DP1006
SK28－DP1009

SK305－DP1046
SI38－DP1001SK305－DP1045

SK165－DP1035

SK230－DP1042 ST6－DP1005SK67－DP1018

出土土製品

PL５６



SI24－DP989 SI24－DP988 SI24－DP987 SI24－DP986

SI2－DP974 SI2－DP975 ST3－DP984 SI36－DP997 SI24－DP990SI32－DP991SI24－DP925

SI11－DP978 SI11－DP980 SI11－DP981

SI11－DP979 SI11－DP982 SI30－DP993 SI30－DP994 SI30－DP995 SI30－DP996

SI36－DP977 SI27－DP992 SI39－DP1004

KA３e3－S5

KA２c5－S2

KB２e5－S16
KB２b4－S12

KA３e3－S4 HD－S17

出土土製品・貝製品

PL５７



KA２e5－B13 KA３d2－B14

KA３e2－B4 KB２c3－B30

KB２d5－B45

KB２a2－B37
KA２e5－B9

B85
B10B181

B118B55B100
B80

B67

B92 B97

B79
B54

B111

B17 B101 B158

B130B48B38 B178B27 B169B105 B1

出土骨角器・骨角製品・骨角歯牙製品

PL５８



KA２d3-B22 KA２e3-B3

KA２c5-B18
KA２e4-B7

KB３b3-B56
KB２d3-B43 KB２d4-B75 KA３c2-B8

KB２d2-B106

KA３e2-B171KA３d1-B157

KA３d2-B137KB３c2-B58

KA３e2-B68

B175

B44 B35 B53

KC３b1-B143KB３c3-B78

KB３a2-B76
B144

B145 B63B82

出土骨角器

PL５９



KC３b1－B142

KA３e4－B140
KB３e3－B81

KB２b2－B70

KB２d4－B109

KA３d3－B172

KB２c4－B74

KB２e4－B155
KB２d3－B151KA３d1－B135

KB２d2－B107

第1号周溝跡－M3

SD2－M6

第2号周溝跡－M5 遺構外－M8
SI28－M1

ST5－M2 第2号周溝跡－M4

出土骨角器・骨角製品・鉄製品

PL６０
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所 在 地 コード 北緯 東経 標高 調査期間 調査面積 調査原因

おお や かい づか

大 谷 貝 塚
いばらきけんいなしきぐん み ほ

茨城県稲敷郡美浦
むら おお あざ おお や ばん

村大字大谷８８１番
ち

地ほか

０８４４２－

１０９

３６度
００分
０１秒

１４０度
１８分
４７秒

１８�５～

２４�５ｍ

２００６０４０１～

２００７０３３１

２００７０４０１～

２００７１２３１

７�６６４� 国道１２５号
大谷バイパ
ス建設事業
に伴う事前
調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大 谷 貝 塚 包蔵地 旧 石 器 石器（ナイフ形石器，石刃） 斜面貝層は，縄文
時代前期中葉及び中
期後葉の２次期にわ
たって形成され，内
湾性砂泥底に棲息す
る貝が大量に廃棄さ
れていた。そこから
は，膨大な縄文土器
をはじめ，骨角歯牙
製品や貝製品，動物・
貝類・魚類遺存体が
多数出土している。
前期中葉のアサリな
どを主体とする貝層
からは，植房式土器
がまとまって出土し，
中期後葉のハマグリ
などを主体とする貝
層からは，加曽利Ｅ
�～�式土器と共に，
多量の土器片錘が出
土している。また，
前期に属する埋葬さ
れた人骨を確認した。

集落跡 縄 文 竪穴住居跡 ７軒
炉穴 ２基
炉跡 ２基
土坑 ４３５基
土坑墓 １基

縄文土器（深鉢），石器（石
鏃・楔形石器・打製石斧・
磨製石斧・磨石・敲石・石
皿），石製品（石棒・小玉），
土製品（土器片錘・土器片円
盤），人骨

弥 生 竪穴住居跡 １４軒
土坑 ９基

弥生土器（壺・甕），土製品
（紡錘車），石器（敲石・
石皿）

古 墳 竪穴住居跡 ８軒
土坑 ５基

土師器（椀・坏・高坏・椀・
壺・甕・鉢・甑），須 恵 器
（坏・蓋・壺・甕），石 製
品（剣形模造品・双孔円板・
勾玉），土製品（支脚・球
状土錘・管状土錘）

平 安 竪穴住居跡 ２軒
竪穴建物跡 ６棟
火葬墓 １基
土坑 ６基
周溝跡 １基
溝跡 １条

土師器（坏・高台付坏・皿・
高台付皿・小皿・壺・甕・
鉢・甑），須 恵 器（坏・高
台 付 坏・壺・甕・鉢・甑），
土製品（球状土錘・管状土
錘・紡錘車），金属製品（刀
子）



所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中世・近世 土坑墓 ２基
周溝跡 １基
溝跡 ５条
道路跡 ３条

陶器（碗・鉢・擂り鉢・甕），
磁器（碗・皿），土師質土
器（カワラケ・内耳鍋），
瓦質土器（鉢），金属製品
（銭貨・小柄・釘・火皿），
土製品（泥面子），陶製品
（転用砥），石製品（砥石），
人骨

鑑定の結果，壮年後
半の男性で，変形性
脊椎症，骨膜炎，骨
関節症が認められ
た。放射性炭素年代
測定によると，「５６１０
±６０BP（TKa-１４４７５）」
の年代が得られた。
注目できる遺物とし
ては，前期の貝層か
ら出土した，ツキノ
ワグマ・オオカミ・
イノシシ・キツネ・
サメ・バンドウイル
カなどの歯牙を加工
した垂飾りや，鋸歯
状の線刻が施された
イノシシの肩甲骨な
どである。出土した
植房式土器は，今日
に至るまで類例が乏
しく，型式学的にも
多くの課題を残した
土器群である。そう
した中で，当貝塚に
おける植房式土器の
様相は，霞ヶ浦沿岸
地域における標準的
な資料として位置づ
けられる。

貝 塚 縄 文 斜面貝層 １か所 縄文土器（深鉢・浅鉢・蓋・
器台・有孔鍔付土器・瓢箪
形土器・小形土器・特殊土
器），石器（石鏃・石匙・
掻器・削器・尖頭器・楔形
石器・石錐・石核・剥片・
研磨器・砥石・打製石斧・
磨製石斧・磨石・敲石・凹
石・石皿），石製品（石棒・
石錘・浮子・軽石製品・垂
飾り），骨角歯牙製品（逆
刺付刺突具・刺突具・釣り
針・磨製刃器・端平頭棒状
角製品・弭形角器・垂飾
り・針・札状加工品・錐状
加工品・ヘラ状加工品・線
刻を有する骨・切断痕を有
する骨角），貝製品（貝輪・
貝輪素材・貝刃・タカラガ
イ加工品・ツノガイ加工
品・貝器），土製品（土器
片錘・土器片円盤・耳栓・
大珠形土製品・土製垂飾
り・スプーン形土製品・土
製�状耳飾り・不明土製
品），人骨，動物・魚類・
貝類遺存体

古 墳 古 墳 方墳 １基 土師器（椀），須恵器（坏・
甕），雲母片岩片

その他 中世・近世 塚 １基 陶器（碗），磁器（碗）

時期不明 土坑 ４６基

要 約 後期旧石器時代のナイフ形石器や石刃が，後世の遺構覆土などから出土しているため，
調査区周辺に石器集中区が存在している可能性がある。斜面貝層は主に縄文時代前期中葉
及び中期後葉に形成されており，膨大な縄文土器，骨角歯牙製品や貝製品，シカ・イノシ
シを主体とする動物遺存体をはじめ，魚類・貝類遺存体が多数出土し，前期の埋葬された
人骨も出土している。その他，縄文時代から平安時代に至るまでの集落跡をはじめ，古墳
時代後期の方墳や平安時代の火葬墓，中世・近世の土坑墓，塚，溝跡，道路跡などを確認
した。各時代における複雑な土地利用の変遷が明らかとなり，集落や墓域が断続的に形成
され，信仰や交通を含めた生活の舞台であったことが判明した。特に，縄文時代前期と中
期の斜面貝層の調査は，当時の漁労を主体とする生業活動のあり方や，集落を取り巻く自
然環境の復元に大きく役立つと考えられる。
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